
    
      
        
      
    

  









































異世界ならニートが働くと思った？




エルフの姫を奴隷にして世界を支配させます。
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序章　働きません、勝つまでは









　この世界は最高だ。




　豪ごう奢しやなベッドに寝そべり。

　サイドテーブルに並べられた美食をつまみ。

　薄着の美少女のマッサージを受けながら。

　崩ほう喰ばみレイジはしみじみとつぶやく。




「あー本当に最高だわー異世界」




　表向きただの高校生だった彼が、異世界──《万象の楽園アクアテラリウム》に《英雄》として召喚されたのは、ひと月ほど前。

　空には三つの白い月が浮かび。

　巨大なドラゴンが悠々と飛ひ翔しようし。

　エルフや獣人、精霊や魔法の存在する、マンガやゲームのようなファンタジー世界。

　そんな世界を、彼はこの上なく満まん喫きつしていた。

　友人や家族もなく、スマホやネットもない。

　今まで積み上げた常識も良識も通用せず、公的機関に身分を保ほ証しようされることもない。

　ようするに。




　面倒なしがらみつまらないものがいっさいない。




　それでいて学校も勉強もなく、衣食住が保証され、望めばなんでも手に入る環境。

　桃源郷、エリュシオン、ティルナノーグ……

　まあ呼び方はなんでもいいが、ここは楽園以外のなにものでもなかった。

「そう思わん？　ご主人様」

　レイジがのんびりと声をかけた相手。

　マッサージをする薄着の美少女──耳の長い〈森霊族エルフ〉の少女が、ただでさえ震え気味だった手を一層恥辱に震わせ、首につけられた無骨な首輪をチャリっと鳴らし。

　心の底から──力一杯、叫んだ。

「思うわけないでしょう!?」

　雪白の肌に、完かん璧べきに整ととのった顔立ち。
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　やたらと布地の薄い衣装のせいで、細身ながら豊満な胸がはっきりと見て取れる彼女は、恥辱に頬ほおを赤く染め、悔しげに唇を引き結び、うっすら涙目にすらなっている。

　明らかに高貴な出いで立たちなのに、首輪をされ、懸命にレイジの体をマッサージする彼女。




　彼女こそが、レイジをこの世界に喚び出した召喚者にして主人。




　本来なら主従契約でレイジを従えるはずなのに。

「あ、それはそうと、もう少し強く押してくれる？」

「……」

「あーもうちょい下下。そう、そこそこ。いいねー」

「……っ」

　使用人よろしく、レイジの体を揉もみ続けている。

「いやーこっちのほうはだいぶうまくなったな、ご主人様」

　こっちという言葉をあえて強調したレイジに、少女は拳こぶしを握りしめ、小声でつぶやいた。




「うぅぅ……次こそ……次こそ絶対に──【勝負】に勝ってまともな関係に戻してみせます……っ」




　彼の主人、グランレム〈森霊族〉の王国第十三王位継承者たるティファリシア・クリアグリンは、協力者にして従者であるはずの《英雄》の体を揉みほぐしながら思う。

　──どうしてこんなことになったのか。

「今〝どうしてこんなことになったのか〟って思っただろ？」

「え」

「〝なぜわたしの思ってることが……〟〝やっぱり心が読めて……〟〝え、じゃ、じゃあ今まで考えてたあんなことやこんなことも……!?〟」

「──ひっ、あーあーあー！」

　長い耳を塞ふさぎ、あーあーと声を出し、心を読まれまい、なにも考えまいとするティファリシアを見ながら、レイジは呆あきれたように苦笑する。

「何回この嘘うそに引っかかんだよ。何度も言ってんじゃん、心なんて読めないって」

「そ、その発言自体、嘘の可能性があります！」

　……なるほど、それは確かに考えられることだ。

　そんな馬鹿げたこと普通ならするわけもないが、レイジであればするかもしれない。

　以前までのようにあっさりレイジの言うことを認め、恥ずかしがって顔を赤らめないところを見ると、どうやら彼女も少しは成長しているらしい。

　レイジはそのことに少しだけ満足し、にたりと笑って続けた。

「心外だなー俺が嘘うそをつくように見えるわけ？」

「見えます！　それはもうこの上なく見えます!!　もっと言えばすべての種族の中であなた以上に最低な手段を駆く使しする存在はいないと断言できます!!」

「へーそういうこと言っちゃうんだ」

　力説する彼女にニヤニヤした笑みを返すと、それだけで狐きつねににらまれた子ウサギのように顔を青ざめさせる。

「な、なんですか……わたしはあくまで事実を言っただけで」

「そうだなー。確かに事実だわー」

　うんうんとうなずいて見せ、

「〝すべての種族のなかでこの上なく最低な手段を駆使する存在相手なんだから、そんなの勝てるわけない。いくら【勝負】を挑んでも負けるに決まってる。一度たりとも勝てず、無様に負けっぱなしでも仕方ない〟よな」

「……！」

　弱々しかった少女の顔がその言葉で瞬時に変わった。

　宝石と見まごうばかりの美しい翠みどりの瞳ひとみに強い意志を宿し、虫も殺せなさそうな気弱な表情から戦う者の顔へ。

　上品な仕草で右手を一振り。

　狩られるものから狩るものへ。

「──上等、です」

　精一杯低い声でつぶやいた少女は、そうして宣言した。

「【勝負】をしましょう！」




　──はい、かかった




　内心でそう思ったレイジは、熱くなっているご主人様テイフアリシアに表向きめんどくさそうに言う。

「えー今日の【勝負】はもう終わったじゃん。また方法から決めるとか──」

「方法はそちらが指定して構いません！　わたしが勝ったらあなたにはきちんと英雄の務めを果たしてもらいますから……！」

「そっちが負けたら？」

「気がすむまでそちらの言うことをなんでも聞きます！」

「あ、そう」

　あらかじめ予想していた言葉を聞いて、レイジは態度を一変。

　ニヤリと笑って。

「そこまで言われちゃしょうがないなー。受けて立ちましょうかね」

　言葉と共に淡い光の契約魔法陣を視認し、ついでのように続ける。

「念のため確認しておくけど、なにしてもいいんだよな？」

「……な、なにしてもとは」

「〝気がすむまでそちらの言うことをなんでも聞きます〟？」

「～っ、負ければの話ですっ！　その代わり、勝てば正当な関係に戻って──」

「ん、了解了解」

　しっかりと言質げんちを取った上で、レイジは軽く伸びをし、

「さーて、次はなにをしてもらおうかな。エルフの女によ体たい盛もり……語尾にニャンはこの前やらせたし、ネコ耳はエルフ耳とかぶるのがなー………………いや待てよ。意外とありか？」

　そんなことを言いながら、すでに勝ちの決まっている【勝負】の条件を提示していく。

「ば、ば、バカにして……っ」

　ふるふると真っ赤になって震えながら、こちらをにらみつけるエルフ少女。

　その悔しげな視線が心地よいとばかりに、レイジは一際ゲスい表情を浮かべて言う。

「悔しければ勝ってみるがいい──このニート《英雄》レイジさまにな！」

　ふははははは、とわざと高らかに笑うレイジ。

　その様子を見て、ティファリシアは不意にふにゃっと哀かなしげに眉まゆ尻じりを下げた。




「え、《英雄》なのに……《英雄》なのに──にーとなんてっ！」




　前ぜん代だい未み聞もん、言ごん語ご道どう断だん、五ご里り霧む中ちゆう──。

　どんなに言葉を尽くしてもこの惨状には足りない。

　だから。

　だからティファリシアは何度だって思わざるをえなかった。

　どうしてこんなことになったのか──？

　そして、同時に思い返すのだ。




　すべてがはじまった、あの日のことを──。








一章　ニート、主従逆転す









　三大大陸の一つ、東西に長くのびるゼスティス大陸の東に、国土の大半を森林地帯が占める〈森霊族エルフ〉の国グランレムはある。

　その南西端に位置する第七領地ティステルは、隣国の〈獣妖族ベステイア〉連合国エンターラと大部分を接しており、グランレムの門としての役割を果たしていた。

　ただでさえ狭い領地は九割が森であるため、城下町もなければ領民もいない。

　あるのは小さな城とわずかな使用人、そして名ばかりの王位継承権。

　だからそれ──《英雄召喚》という秘術は、グランレム第十三王位継承者にしてティステル領主ティファリシア・クリアグリンにとって文字どおりの切り札と言えた。




　──はるか昔《万象の楽園アクアテラリウム》で起きた、全種族を巻き込んだ魔法大戦［七滅戦セブンス］。

　それぞれ独自の魔法体系を持ち、この世界の覇権をとらんとした六種族は、世界を七度滅ぼしうる強大な魔法を互いに向けあった結果、単純極まりなく全種滅亡という危機に見まみえ、一つの解決法を見いだす。

　それがあらゆる契約に魔法的強制力を持たせる絶対法《大誓約魔法》の構築だ。

　各種族独自の魔法体系を複雑に組み込み、創りあげた《六面魔法体キユーブ》に、すべての種族が非暴力を強制契約した誓つたことで、世界から無秩序で野蛮な争いはなくなった。

　美しい平和の誓い。恒久の平穏。

　だがどれだけ綺き麗れい事ごとを並べても、国家間で問題は生じる。

　そしてそれらの解決に非暴力では限界があると悟った各種族は、例外的な暴力の行使を可能とする機構システムを考え出した。

　それが、対立する二種族が事前に緻ち密みつな規則ルールと戦場フイールドを決め、《大誓約魔法》にその厳守を誓うことで種族全体に誓約を強しいて成立する秩序ある争い──《誓約戦争》。

　以来、国家間の政治的対立はすべて互いの殺生を禁じ、限定的に攻撃魔法の使用を解放した。《誓約戦争》によって決着がつけられるようになる。

　その《誓約戦争》で。

　とある種族がこことは違う『異世界』から召喚した《英雄》を指揮官として戦わせることにより、他種族に圧倒的勝利を収めた。

　かの種族は元の世界で歴史を動かすほどの力──《運命力》を持つ《英雄》が、《誓約戦争》において決定的な役割を果たすことに気づいたのだ。

　かくして、各種族はこぞって《英雄》の召喚に躍やつ起きになり、やがて《誓約戦争》は《英雄戦争》と呼ばれるようになる。

　もちろん《英雄》を異世界より喚よび出す《英雄召喚》は誰にでもできるわけではない。

〈森霊族エルフ〉においてそれは、現状王家の血を引く限られた者にのみ許された特権で──




（王家の血ならわたしにも流れている）




　現種族代表〈森霊族〉の王──《誓約者ルーラー》の姉でありながら、『絶対の禁忌』を犯したがゆえ、グランレムにおける最悪の汚点と呼ばれたクレアリシア・クリアグリン。

　だがティファリシアにとって彼女は、使用人である〈隷人族〉にも分け隔てなく接し、誰よりも優しく聡そう明めいな最愛の母だった。

　そんな母が王室から『死んでよかった』などと言われることは、どうあっても我慢がならない。

　なんとしても《英雄召喚》で優秀な《英雄》を召喚し、ティファリシア自身クレアリシアの娘が〈森霊族エルフ〉にとってなくてはならない存在になることで、母の汚名を雪そそいでみせる──。

　母が亡くなってから、その想おもいだけで生きてきたティファリシアにとって、だから《英雄召喚》は一世一代の賭かけとも言えるもので。

　光を放つ魔法陣が、今まさにその《英雄》を喚び出していることに、全身が震えるような感動を覚おぼえていた。

（……成功した……）

　数ある儀式魔術の中でも群を抜いて複雑だと言われる《英雄召喚》。

　ティファリシアはこのときのために、数年かけて入念な準備をしていた。

　光は徐々に収束していき、城外に設けられた石造りの礼拝堂は元の薄暗い空間へと戻っていく。

　ティファリシアはまぶしさに目を細めながら、祭壇の上に確かに人影があることを確認し、胸を高鳴らせた。

《英雄》はその後の契約が結びやすいよう、必ず異世界へ召喚されるにふさわしい願望を持っている。開拓精神、未知への探求心、世界統とう治ちの欲望……心からそのような願望を持つ者は、必然的に元の世界の歴史を変えるだけの高い《運命力》があるわけだ。

（──どんな方だろう）

　ほんの少しの不安と緊張。

　それ以上に大きな期待を寄せて。

　ティファリシアは目が完全に慣れる前に、人影に向けて声をかけた。




「《万象の楽園アクアテラリウム》へようこそ──！」




《英雄召喚》により、《英雄》の名は自動的に翻訳され、召喚者の脳内に刻み込まれる。

　これから幾度となく呼ぶであろう、その名前は。




「《英雄》──ホウバミレイジ」




　光が晴れ、その姿があらわになる。

《英雄》レイジは──




　少年だった。




　年の頃は一六のティファリシアと同じくらいだろうか。

　上下で統一感のある簡素で奇き異いな服装。肩からは通学鞄四角い袋をさげている。異世界の人間が変わった服や持ち物を手にしているのは今さらなので特に気にならないが、彼の体つきは細く、剣や盾など一度も持ったことがないように見える。

　すでに世界の歴史を変えてきたにもかかわらず、別の世界に渡ってまで未知への探求心を捨てきれないような人間は、多かれ少なかれ戦いに携わる職業であることがほとんどだ。

〈竜闘族ドラゴーネ〉が喚よび出した『アーサー・ペンドラゴン』や〈獣妖族ベステイア〉が喚び出した『ナポレオン・ボナパルト』などはその筆頭だし、実際こちらの世界で目覚ましい戦果もあげている。

　だが目の前の少年は、どうひいき目に見てもそのような職業の人間に見えないし、やたらと覇気のないその表情からは野心や野望などかけらも読み取れなかった。

　というか普通、異世界に召喚されたらもっと慌てふためくとか、驚いたりするものではないのだろうか……？

（──いえ、失礼だわ）

　見た目で人を判断するなど、愚かしい行いだ。

　むしろ驚いていないということは泰たい然ぜんとしているとも言えるではないか。

　……ただぼーっとしているようにしか見えないけれど。

（いえいえいえいえ）

　ティファリシアは心の中でもう一度自分に突っ込みを入れる。

《英雄》の力とは《運命力》だ！

《万象の楽園アクアテラリウム》では魔力と同等に扱われる《運命力》。

　この力が高ければ高いほど《英雄》の固有能力──《偉能レアルタ》は強力なものになる。

　つまり《運命力》こそが、異世界の《英雄》の資質にして価値でもあるのだ。

　思い直し、一度深呼吸して、レイジの《運命力》を視みようとしたティファリシアは。

「……え？」

　その結果に、今度こそ驚く。




「《運命力》が、ない……？」




　瞳ひとみに微量の魔力を宿して見つめるだけではかれる《運命力》。

　異世界の《英雄》であれば、必ずその身から放出されている《運命力》が。

　彼にはまったく存在しない。

　前ぜん代だい未み聞もん。完全なる想定外。

（まさか……わたしができそこないだから？）

　つまり。

《英雄召喚》は失敗した──？




「おいこら、勝手に喚よび出しといてそれはねえだろ」




　少年の声に、ティファリシアは顔をあげる。

　思った以上に落ち着いていて、思ったとおりに気だるげな声。

　腕を組み、眉まゆをひそめた彼は、明らかに不満そうだった。

「自分は名乗りもせず、勝手にこっちの名前は呼ぶ。その上よくわからん理由でいきなり失望するとか……最近の異世界はずいぶんひどい仕様だな」

「あ……し、失礼しました。わたしはティファリシア・クリアグリン。ここグランレム第七領地ティステルの領主を務めています。グランレムというのは──」

「あーそういうのいいから」

　いかにもめんどくさそうに手を振ったレイジは、ガリガリと頭をかきながら死んだ魚のような目で言う。




「んなことより、ニートを異世界に喚び出すとかどういう了りよう見けんなわけ？　馬鹿なの？　死ぬの？」




「…………にー、と？」

　つぶやいたと同時に、《概念言語イデアラング》機構が働き、ティファリシアはその単語の意味をたちどころに理解する。




　ニート：学ばず、仕事をせず、学ぶつもりも、働くつもりもない穀ごく潰つぶし




　およそ《英雄》という存在からかけ離れた言葉が並んで、目を白黒させたティファリシアに。

「あ？　今、学生なんだからニートじゃないじゃんとか思った？」

　なにを勘違いしたのか、気分を害がいしたらしいレイジは、ティファリシアにつかつかと近づくと、至近距離からガンをつける。

「……ひっ」

　突然男性に近づかれ、反射的に後あと退ずさったティファリシアなど意に介さず、ため息をついた彼は、オーバーなアクションで肩をすくめて。

「わかってない、わかってないわー。あのな？　ニートってのは本来人に定義されて名乗るようなもんじゃないの。わかる？　学校行ってない、働いてない、そういうのはただのうわべでしかないわけ」

　次第に熱を帯びていく言葉。ボリュームの大きくなる声。

「学校？　つまんなきゃ行かない。労働？　めんどくさけりゃしない。やりたくないことはやらない。むしろやりたいこと以外はやらない！　そういう当たり前のことを当たり前にやってる人間、実際にやるっていう覚悟！　そういうのは他人からどうこう言われてなるもんじゃない！」

「あ、あの──」




「ようするにニートってのは精神なんだよっ!!」




「……………………………………………………」

　意味が、わからない。

　いや、言っていることはわかる。言葉の違う各種族間の意思疎通のために創られた《概念言語イデアラング》機構。これによって、残念ながら言葉は通じてしまう。

　だが。

「……あの……つまり、あなたは……そのにーとだと？」

「だからさっきからそう言ってるだろ。つーか、とりあえずずっと立ってるのだるいから座っていい？」

　言ってるそばから祭壇の上にどっかりと座って。

「はー……まったく今日は久しぶりに学校行ったから疲れてるっつーのに。帰り道で異世界に召喚されるとかどんな罰ゲームだよ。マジありえんわ」

　腕を組み、心からめんどくさそうにぶつぶつと言う彼に。
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　ティファリシアは。

「あ……あ……あの……」

　母親の汚名を雪そそぐため、並々ならぬ思いで、苦労して、苦労して、やっと召喚の儀式を成功させた少女は。

「では、え、《英雄》として《英雄戦争》を戦ってもらうというのは……」




「は？　そんなのやるわけないじゃん」




　あっさりと。

　当然のように断られて。

　ぷつん、と。

　ティファリシアの頭の中でなにかが切れた音がした。




「ふ、ふ──ふざけないでくださいっ!!」




　声を張り上げたティファリシアは、かっと熱くなる頭の片隅で他人事のように思う。

　ああ、いつ以来だろう、こんなにも感情をあらわにしたのは。

　こんなにも──頭にきたのは！

「あ、あ、あなたは、自分がどういう立場なのか理解していないのですか!?　《英雄》というのは召喚者の所属する国、その種族から多大な期待を受け、いわばその国、その種族を背負って立つ選ばれた存在なんですよ!?　それを──」

「知るか」

　し・る・か。

　たった三文字で返されて、ティファリシアはめまいを感じて倒れそうになる。

　だが、すでに座るどころか寝転がっている《英雄》様はそんなティファリシアを見て。

「おお、金髪エルフ美少女がそうやってよろめくと絵になるな。いいぞもっとやれ」

　一瞬手が出そうになった。生まれてはじめて人を殴りたいと思った。

　そんなティファリシアのことなど知るよしもなく、レイジは気だるげに続ける。

「つーかこの世界のことなにもわからんのに、《英雄》とか国を背負ってるって言われてもリアクションに困るってわかんないの？」

「い、いちいち頭にくる言い方を……っ」

　いやいやいや落ち着け。

　深呼吸したティファリシアは、冷静に彼の言ったことを反はん芻すうする。

　──この世界のことをなにも知らないのに反応しようがない

　確かにそうだ。

「……わかりました。まず、この世界の成り立ちと、なぜあなたを喚よぶことになったのか、その経緯をお話ししましょう」

「あ、うん。短くね」

　興味ない。明らかにそう顔に書いてあったが、ティファリシアは意図的に彼の顔を見ないようにして語り出した。







　かつて──その世界に知性ある種族は存在していなかった。

　美しい空と海、豊かな大地と多様な動植物。

　平穏に流れる時の中で、だから『彼ら』が同時に現れたのは、あるいは運命だったのかもしれない。

　滅びの宿命を受けた七つの異なる世界から、『門ゲート』を通ってこの世界へと移ってきた七つの種族。




　戦闘能力に優れた誇り高い〈竜闘族ドラゴーネ〉。

　水流を操り水中で生活する〈海精族シーレーナ〉。

　排他的で一際容姿の美しい〈森霊族エルフ〉。

　多種多様な身体能力を持つ〈獣妖族ベステイア〉。

　温和だが理想主義者の多い〈神翼族エルブランシユ〉。

　他族と交流を持たない謎なぞの〈幻魔族ストレーガ〉。

　そして魔法概念を有さない〈隷人族インフイルマ〉。




　戦うための手段魔法を持っていなかったため、争いの土俵にすらのれなかった〈隷人族インフイルマ〉を除き、他の種族はこぞって世界の覇権を握らんと争った。

　その争いが、それぞれの種族を滅亡へと誘う深刻なものへ至ったとき。

　彼らは全種滅亡共倒れという最悪の事態を避けるため、共同で世界の法を創り上げた──。







「……それが《大誓約魔法》と呼ばれる、契約の履り行こうを強制する法です」




　礼拝堂の外、ティファリシアが指さす先。

　青い空に不思議な光を放つ正六面体キユーブが浮いている。

　一定の周期でゆっくりと自転するそれこそが、《万象の楽園アクアテラリウム》に住まうすべての種族を対象にし、どんな例外も認めず実行する絶対魔法の顕けん現げん体たい。

「かの大魔法の下、わたしたちは『基本的な争いの禁止』という契約を結び、他人を害する行為暴力が不可能になりました。それでも、どうしても生じる種族間の争いは、例外的に異世界から召喚した《英雄》を中心として戦う《英雄戦争》で──」

「あー、ちょっと待った。その《大誓約魔法》だけどさ」

　意外にもちゃんと聞いていたらしいレイジが、相変わらず寝転がったまま言う。

「契約を履行させるために魔法的強制力を持っているってのはわかったけど、使用するにあたって他になんか条件はあんの？　たとえば魔法を使えない〈隷人族インフイルマ〉には無理とか」

「……いえ、この世界自体にかけられた魔法ですから、本人の魔力とは関係ありません。実際に魔法の使えない〈隷人族インフイルマ〉が雇用主と契約するのにも使われますから。必要なのは契約を結ぶ者のあいだで、『共通の認識と同意を得ること』だけです」

「『共通の認識と同意を得ること』ねえ……それ種族全体で持つのって大変じゃね？　暴力を嫌がる奴やつがいたら《英雄戦争》とやらもできないじゃん」

「いえ、《英雄戦争》はその種族の代表──《誓約者ルーラー》同士によってのみ結ばれるものですから」

「《誓約者ルーラー》？」

「《大誓約魔法》の下でその種族の代表と認められ、特別に種族全体に及ぶ契約を結ぶ権限を持つ存在です。この権限によって《英雄戦争》は成立し──」

「ああ、他の奴やつが文句言おうが関係ないってことね。《誓約者ルーラー》がやるって決めたらそれが種族の意見になると」

「そうとも言えますが……そもそも《英雄戦争》時は攻撃魔法などの使用が自由になるとは言え、大原則である『殺生の禁止』などは守られたままです。ですからそこまで極端に忌き避ひする者もいません」

「ふーん……単純だな」

「え？」

「いんや。ちなみに『共通の認識と同意を得ること』って、俺を喚よび出した《英雄召喚》とやらにも適用されてるわけ？」

「もちろんです。召喚者の求めに《英雄》が応じた時点で、共通の認識と同意は得られたことになり、契約は自動的に結ばれます。体のどこかにその証あかしとして種族の刻印があるはずですが」

「え、嘘うそ、マジ？　どこどこ？」

　体を起こしたレイジは、おもむろに上着を脱ぎ、上半身裸になる。

「き──きゃああああ!?　なな、な、なにして──」

「いやそりゃ確認したくなるだろ。あーこれ？」

　彼の指さした胸元にはうっすらと浮き出す花の刻印があったが、顔を真っ赤にしたティファリシアは頑としてそちらを見ようとしなかった。

「さ、《咲き誇る六花》の形をしていれば、それが〈森霊族エルフ〉の刻印です！」

「〈森霊族エルフ〉の刻印……ああ、契約した種族の刻印が現れるわけね」

「そ、そうです……いいから早く服を着てください！」

「男の上半身程度で大げさだなー。見たことくらいあんだろ」

「ありません!!」

「……はーん、ないんだ。あっそ。まあ男が苦手か知らんけど、自分で喚んどいて勝手な奴だな」

「性別を指定できるわけないでしょう……！」

「ま、そうだろうな。そんな細かい指定ができたらニート喚ぶわけねえし」

「……というか、本来《英雄》として喚べるのは異世界へ来ることをよしとしている者だけなんですが」

　恨みがましげにレイジを見ると、ん？　と首を傾かしげて。

「納得いってないなら元の世界に帰してくれてもいいよ？　できるか知らんけど」

「できるわけないでしょう!?　できればとっくにしています!!」

　もはや逆切れだった。涙目だった。

　せっかく、せっかく《英雄》を召喚できたのに。

《運命力》ゼロどころかやる気ゼロのデリカシーゼロ。

　あるのはやりたいこと以外やらないという変な信念だけの、とても《英雄》とは呼べないニート《英雄》。

　そのニート《英雄》様は、わざとらしくはあああとため息をつくと、しれっと言う。

「まあ帰れないっつーならしょうがないな。責任を取ってもらおうか」

「……は？」

「言っただろ。俺はニートなんだって。それもそんじょそこらのニートとは違う、エリートニート様だ。そんなエリートニート様を喚よび出してしまったあんたには、元の世界と同じ俺がやりたいことしかやらないでいい環境を提供してもらう！」

「な……なんという恥知らずな言葉を堂々と……」

「それともあんたは勝手に喚び出したのに面倒をみない外道なのか!?」

「外道なのはどっちですか!?」

「いやー正直ネット環境がない時点で絶ぜつ許ゆるなんだけどな。あんたがありえないくらい美少女で、エルフって部分でぎりぎり許してる感じなんだよ？」

　一瞬殺意が湧わいた。生まれてはじめて人を殺したいと冗談でも思った。

　……もう、もう、本当にすべてを投げ出してしまいたい。

　うっかり母が亡くなったとき以来の絶望を感じそうになっているティファリシアに、レイジは言う。

「いや実際問題、本当になんか失敗してたんじゃね？　その召喚の儀式とかでさ」

「そんなことはありません！　……ない、はずです」

　ない、はず……と考え出したティファリシアは、レイジがニヤニヤと見ていることに気づいて顔をあげる。

「そ、そもそも《英雄》の召喚ができるのは〈森霊族エルフ〉では限られた少数──王家の血を引く者にしかできないことなんですから！」

「へえ、あんた王族なんだ」

「え、ええ。王家の……王家に連なる者です」

「ふーん、〈森霊族エルフ〉の王家に連なる者、ねえ」

「な、なんですか」

「いーや、別に？」

　含みのある言葉に不信感を募つのらせながら、ティファリシアは続ける。

「現在わたしたち〈森霊族エルフ〉には、《英雄》がいません。もし他種族と争うことになれば、非常に不利になるでしょう。ですから、わたしは〈森霊族エルフ〉のために《英雄》を喚び出し、契約しようとして──」

「それだ。その契約の部分に問題があったんだ。《大誓約魔法》とやらが狂ったんだな」

　空に浮かぶキューブを指さすレイジに。

「それだけはありえません」

　きっぱりと、ティファリシアは言う。

「《大誓約魔法》はすべての種族が己の威信をかけ、［絶対固有魔法］を織り込み創りあげた千せん古こ不ふ変へんの絶対法です。何なん人ぴともその効力から逃れることはできません」

「へー」

「……まったく信じてませんね」

「まあ実際に見たわけじゃないからな。確かに召喚はされたけど、別になにか強制力が働いてるようには思えんし。つーか変わらず働く気起きないし！」

　びしっと強く言った《英雄》に、ティファリシアははあ、とため息をついて、気を取り直すように胸をぐっと張る。

「──いいでしょう。それなら実際にやってみせます」

「ん？　契約を結ぶってこと？」

「はい。わたしが簡単な条件を出して、契約を今実際に結んでみせます。それならあなたも──」

「いやそれじゃダメだろ」

「え？」

「あんたが用意したものじゃ、俺はそれが《大誓約魔法》によるものなのか、あんたが──〈森霊族エルフ〉が使う魔法なのか判別がつかないじゃん」

「あ、いえ、〈森霊族エルフ〉が使うのは主に［認識魔法］で……それに、その、わたしは」

「あんたがなんと言おうと、俺は現時点でそれを真実だと判別できる客観的根拠を持ってない。だから条件出すなら俺からじゃねえのって言ってんだけど、なんか違う？」

「──」

　意外と、ちゃんと考えてる。

　そんな失礼なことを思ったティファリシアを尻目に、レイジはなにやら鞄かばんをごそごそと漁あさって、中から金属製の無骨な首輪を取り出す。

「たとえばこれをあんたにつけたいとして。そうだな、『俺が外そうとしない限りあんたはこの首輪をつけ続ける契約』を結ぶ場合、必要になるのはどういうやりとりなんだ？」

「……あの、なぜ、そんな契約を……？　あなたのいた世界では違うのかもしれないですが、首輪はわたしたちの世界では家か畜ちくや愛あい玩がん動物がつけるもので、非常に屈辱的な意味があるのですが……」

「ん、それ俺の世界でもそうだな」

「では、なおのこと──」

「なおのこと普通そんなことはしないだろ？　つまり、契約でも結ばない限りしないことをさせることで《大誓約魔法》の強制力を試せるってわけだ」

「………………はあ」

　いまいち釈しやく然ぜんとしないが、一応筋は通っている。

　まさかずっとつけ続けるわけでもないし、これで契約の効果を試したいというのであれば仕方がない。

　一応周囲を確認した後で、ティファリシアは首輪を手に取り目を閉じた。

「では……【我、ティファリシア・クリアグリンは《大誓約魔法》の下、かの首輪を装着することをホウバミレイジに誓う──】」

　宣言と共にほんの一瞬、淡い光のようなものが広がって、ティファリシアはごく自然に手にした首輪を細い首に装着する。

「これで、あなたがこの契約を解除しようとしない限り──」

　言いながら、首輪を外そうとしたティファリシアの手をバチンと光が弾く。一瞬うっすらと小さな魔法陣のようなものが浮かんだ。

「このように、《大誓約魔法》の力によって首輪を外すことはできません」

「へえ……俺は特になにもしていないわけだが、一方的な宣言だけでそうなるのか」

「いえ。むしろわたしの宣言もいりません。必要なのは共通の認識と同意ですから」

「ああ、『俺が外そうとしない限りあんたはこの首輪をつけ続ける』という契約への共通認識と、その契約への両者の同意があれば、それだけで事足りるってことか。なんか光ってたのがその証あかしで、《英雄戦争》の場合《誓約者ルーラー》同士がこれをすると」

「はい。個人の場合はその二者間にのみ効力が及びますが、《誓約者ルーラー》同士の契約ではその効果が種族全体に及びます」

「なるほどねー。よくわかったわ」

「……では、この首輪を──」

　外してください。

　そう続ける前に。




「ああ、それ外すと爆発するから無理」




　あっけらかんと。

　わけの、わからないことを言われて。

「………………は？」

「プラスチック爆弾ってわかる？　まあ簡易な爆発魔法とでも思ってくれればいい。それがね、解体不可能な形で組み込まれてるんだわ。だから外すの無理。まあ首から上が吹っ飛んでもいいってんなら別だけどね」




「──────はああああああ!?」




　どういう仕組みかはわからないが、首輪を外すと魔法的衝撃が起きて首から上が吹っ飛ぶ。それだけはわかって、ティファリシアは慌てて首から手を放す。

　そうしてそんなことをしてもなんの解決にもなっていないことに気づいて、再び声をあげた。

「は、は、外して！　外してください！　首から上が飛ばない形で!!」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡ──いやだから無理だって言ってんじゃん？　俺も爆発しないように外す方法知らんから」

「な、な、な、な……なんて、なんてことを……っ」

「まあまあ、外そうとしなければ害がいはないし？　気にすんなって」

「気にしますよ!!　気にならないわけないでしょう!?　自分の身に起きたことだと考えてみてくださいっ!!」




「ああそれそれ」




　不意に。

　レイジの声が、冷たいものに変わる。

「俺があんたに言いたいのもそれだ」

「………………え？」

「いやー《英雄》やら契約やらといろいろ聞いたけどさ、全部ひっくるめて要約すれば、




　あんたが一方的に俺の主人になるってことだろ？」




　いつの間にか。

　寝転んでいたはずの、レイジが立ち上がっていて。

　真正面に立った彼は、皮肉めいた笑みを浮かべて言う。

「この世界に来た以上自動的に契約を了承したものにする？　召喚の求めに応じた段階で共通の認識と同意は得られたことになる？　選択の余地もなく、勝手に喚よんどいて契約は結ばれましたって──納得できるか？　自分の身に起きたことだと考えてみろよ」

　肩をすくめて、背を向けて。

　ゆっくりと──背中越しに首だけ振り向ける。

「しかも、召喚者は今現在《英雄》不在の弱小勢力な上、王家の血を引いているとは言え没落したつまはじきものときた」

「な──」

　なぜ、それが。

　そう問いかける間もなく、レイジが鋭く目を細める。

「会話をする際に相手の目を見る、細かな相づち反応を見せる、はっきりと聞こえやすい声で話す──これらの特徴はあんたが真面目まじめで誠実な性格であることを示唆する。誠実な奴やつは本能的に嘘うそを忌き避ひする傾向が強い。あんたは王家の者だと称しようすることが誤解を招く可能性に思い至って、無意識に正しい表現に言い換えていた」

「──」

　自分でも気づかなかった癖くせまでつらつらと指摘され、目を見開いて驚くティファリシアに、彼はその反応をまるですべて予期していたかのように平然と続ける。

「力のない奴を主人として戴いただく。一方的に契約を結ばれ、主導権を握られる──それはたとえ俺自身が異世界での生活を望んでいたとしても、気持ちのいいもんじゃないよな？」

　へらへらと笑い、笑い。

　瞳ひとみだけ冷たくこちらに向ける彼に。

　ティファリシアは考える。考えざるをえない。

　もしも。

　もしも、彼がこの礼拝堂に召喚されたときから、今までずっと。

　この状況だけを考えて行動していたとしたら。

　表向き覇気のない態度を見せながら、冷静に、狡こう猾かつに、観察し、この世界のことを、ティファリシア自身のことを考察していたのだとしたら──。

　──いや、もしもではない。

　事実としてそうなのだ。

　レイジははっきりとこのときを想定していた。

　なぜなら──ここまで正論で追い込まれれば、ティファリシアが続けられる言葉など一つしかないのだから。

「……では、どうすれば……納得していただけますか」

《英雄召喚》によって結ばれる《英雄》と召喚者の契約は、おおざっぱに召喚者を主人、《英雄》を従者と規定するだけのものだ。

　その契約によって《英雄》には刻印が刻まれ、他の者を主人とすることができず、ようするに召喚者の所属する種族以外につくことができなくなるのだが──それ以外のことについてはなんの制約もない。

　本来ならそれで事足りるのだ。

《英雄》は契約のことなどどうでもよく、それよりも自らの力を存分に発揮できる戦場に、血ち湧わき肉にく躍おどらせるだけ。

　だが、彼は違った。

　レイジの主張する不当な点は、ティファリシア自身もあらためて指摘されればうなずかざるをえないものだし、であれば《英雄》と召喚者のあいだで一定の妥協のようなものが必要になってくる。

　いったいどんな無む茶ちやな要求が飛び出してくるのか……

　唾つばを飲み込み、いやがうえにも身構えたティファリシアに。

「あーびくついてるところ悪いけど」

　レイジはそれまでの緊迫した空気を払うように軽く手を振る。

「別に召喚されたことには文句ないよ？」

「……は？」

「俺が言ってるのは異世界での後ろ盾が、養やしない主が不確かなものだと不安になるってことだし。あんたどう見ても頼りなさそうじゃん？」

「な……っ」

「事実だろ？　実際俺にここまで言われてるし」

　確かに、ニートにここまで言われるのは自分でも問題がある気はするが。

「だ、だから、どうすれば納得していただけるのかと訊きいているんです！」

「んーそうだなーあんまり面倒なのはダルいし……ああそうだ」

　レイジは考えこむような素振りから一転、ぽんと手を打って。




「俺とあんたで簡単な【勝負】をしよう」




「………………【勝負】？」

「妙みよう案あんだろ？　わかりやすい白黒のつけ方だ」

「……具体的にどのような方法の？」

　ティファリシアのその言葉に、彼は懐ふところから取り出した財布を器用に回転させて一枚の硬貨を掌てのひらにのせると。

「これの裏表を当てるってのはどうだ？」

「確かに、簡単ですけど……その勝敗でなにがわかるんですか」

　勝とうが負けようが関係ない。

　そう訝いぶかしげに訊いたティファリシアに。

「なにもかもだよ」

　レイジは妙に自信ありげに笑う。

「《英雄》が召喚された理由は《英雄戦争》。つまりこの上なくわかりやすい勝負事だ。勝負事には当然運も絡からむ。俺はその点についてあんたが頼りなくて不安に思ってる。だから安心させてほしいわけだ。こいつの下なら遠慮なくなにもしないでいられるってな」

「……いえ、そこは遠慮してください」

　一応突っ込んでから、考える。

　確かに《英雄戦争》はまごうことなく【勝負】であり、その結果は運にも左右される。

　下へ手たに殺生が禁じられている分、その勝敗は単純な戦力で決まらないのだ。相性、時の運……実際に勝負運がなにより重要だと言う者もいる。

《英雄戦争》で戦うことになる彼が召喚者の運を見たいというのもわからなくはない。

　だが、裏を返せばそんなコイン一枚で運を決めつけられるのも避けたい──

「ああ、ちなみに結果にはこだわらないぜ」

「え？」

「もちろん勝つにこしたことはないけどな。ただ今回の目的はあくまで俺を安心させてほしいってことだろ？　なら、俺があんたについていけると思わせてくれればそれでいい」

「…………それだけ、ですか？」

「当然」

　──なんだ。どんな法外な要求を突きつけられるかと思えば。

　ようするに彼はティファリシアが自分の主人とするにふさわしい存在であるかどうか試したいと言っているだけだ。

（よかった……）

　あからさまに胸を撫なで下ろしたティファリシアに、レイジは朗ほがらかに笑って言う。

「おいおい、俺をなんだと思ってたわけ？　働かないし、したいことしかしないだけの普通の人間だぞ？」

「あ、それは全然普通じゃないどころか最低ですけど」

　そこだけはきちんと注釈をつけさせてもらった上で、ティファリシアは穏やかに続ける。

「でも、失礼ですが、疑っていました。召喚者として、主人として。なにかまた法外な要求をされるのではないのかと」

「いやいやさっきも言ったけどさ、俺の立場になってよく考えてみてくれよ。主人ってのは──その人間の言うことならなんでも無条件で聞いてしまいたくなるような奴やつってのは、自分より優秀だと思える相手であってほしいと、そう思うのは当然だろ？」

　それは。

　本当にそのとおりだとしか思えない。

「……確かに」

　深くうなずいたティファリシアを見て。

「じゃ、契約成立だな！」

　レイジはいきなりぱんっと手を叩たたき、びくりと震えたティファリシアにまっすぐその手を伸ばす。

　思った以上にほっそりとした手。その手にのせられたコインを器用に指先で躍おどらせてみせる彼に、ティファリシアは言う。

「……あ、待ってください。そのコインの表はどちらなのですか？」

　それを確認しなければ勝負もなにもない。

「ああ悪い悪い、言ってなかったな。表はこの絵の描いてあるほうで、裏が数字……ってあんたには数字に見えないか。とにかくこっちな」

　見るだけでは間違える可能性があるので、実際に手に取り、コインをひっくり返し、両方の絵を確認させてもらう。

「どちらも模様にしか見えませんが……違いはわかりました」

　そうして、ティファリシアがコインを返し。

　レイジは、朗ほがらかに言う。




「じゃ早速。『このコインの上面は裏か表か』──当ててくれ」




　掌てのひらの上にコインをのせ。

　そのまま手を突き出し。

　ただ尋ねる。

　その仕草、挙動のすべてを、しっかりと見つめたティファリシアは、彼がそれ以上動かないことを確認して。




「…………………………は？」




『このコインの上面は裏か表か』？

　いや、裏か表かどころではなく。

　レイジの掌。

　それは──どう見ても開きっぱなしだった。

「あの……手、開いたままなんですけど」

「うん、開いてるな」

「…………えっと、見えてますよ？」

「見えてるな。──で？」

　なにか問題でもあるのかと言いたげに首を傾かしげるレイジ。

　そのどこまでも冷静な顔が無性に鼻についた。

「……馬鹿にしているんですか」

「馬鹿に？　別にしてないけど」

「だったら、ちゃんとした問題を出してください。こんな結果のわかりきった勝負で勝っても納得がいきません」

　掌てのひらのコインを指さし、憤りを隠さず言うティファリシアに。

「えー？」

　あからさまにめんどくさそうなリアクションを見せたレイジは、にやりと笑い。

　掌はいっさい動かさないまま、言った。

「じゃあ『このコインの下面は裏か表か』。これでいいか？」

「──っ」

　気だるげな声のトーン。真面目まじめに取りあっていないのが明白に伝わるしゃべり方。

　かっと、頭に血を上らせたティファリシアが、どう答えてやれば一番レイジの鼻を明かせるか真剣に考え始めたところで。




「特別に一つだけヒントをやるよ。お前は絶対に答えを間違える」




　静かな声。達観した眼まな差ざし。

　口元は笑っているのに、全然笑っていないその顔に、ティファリシアは冷や水を頭からかぶせられたように目を開く。

　……考えてみれば。

　ティファリシアが喚よび出したニート《英雄》レイジ。

　彼は見た目通りのだらしなくやる気もない、適当な人間ではなかった。

　そんな彼が、いかに結果は関係ないとはいえ、こんなにもわかりきった勝負を挑んでくるだろうか？

　──そんなわけがない。

　そもそも、ただの運で決まるコイン当てが主人としての資質をはかるものとしてふさわしいわけがないのだ。

　であれば、この答えるのも馬鹿らしい【勝負】には必ずなにか仕掛けがある。




『このコインの下面は裏か表か』




　上面が『表』だと見えている状況。つまり、下面が『裏』だと誰の目にも明らかである状況で、あえて下面がなにかと訊きいてきた理由はなにか？

　真剣に考え出したティファリシアを見て、レイジが言う。

「おっと、急に悩み出したな。どうしたのかなー？」

　おちょくるような言葉に、ティファリシアはわずらわしそうに表情を歪ゆがめただけでなにも言わない。

　今のは明らかに思考を乱みだすためのものだ。邪魔しにきた──つまり、この勝負になにかがあると認めたに等しい。

　やはり、このコイン当てにはなにかがある。

　おそらくレイジにとって必勝の策が。

　そしてその必勝の策を見み破やぶるティファリシアの判断力、考こう察さつ力りよく、推すい察さつ力りよくを試している可能性が高い。

（なにを仕掛ければ……必勝の策……）

　考えて。考えて。

　息すら忘れそうになったティファリシアに。

「仕方ねーな。特別にもう一つ、大ヒントをやろう」

　レイジのその言葉は、救いのように思えた。

　顔をあげ、長い耳をそばだてたティファリシアを見て、彼は言う。




「古今東西ありとあらゆる意味での勝負というものは──始まる前から結果が決まってる」




　始まる前から結果が決まっている……？

　──始まる前から？

　そのとき、ティファリシアの頭に雷撃のごとく閃ひらめきが走った。




　はじめからコイン自体にイカサマが施されていたとしたら？




　もちろん、ティファリシア自身、コインに手を触れ、何度も確認した。

　だが、あのときはあくまでコインの裏表、その模様を覚おぼえるためであって、イカサマの可能性など考えもしなかった。

　第一、その模様の確認を誘導したのは誰だったか？

　──レイジその人だ。

　必勝の策、イカサマ、誘導──もう間違いない。

「ふ、ふふふ、ふふふふふふふ……」

　思わず笑い出したティファリシアを、レイジは表情を変えずに見守る。

「お、どうした？　頭おかしくなったか？」

　相変わらずカンにさわる言葉をスルーして、ティファリシアは息を吐く。

「残念でしたね。あなたの仕掛けた罠わなは見み破やぶりました」

「ほう？　じゃあ答えを聞こうか」

　そうしてティファリシアは、びしっとレイジの顔を指さしながら言った。




「ずばり、そのコインの下面は『表』です！」




　今見えている上面は『表』で、見えていない下面は『裏』。

　普通に考えればそうであるのなら、イカサマの施されたそのコインの下面は上面と同じ『表』。

　おそらく、ティファリシアがコインの模様を確認するあいだ、あるいはその後で、別のコイン──両面が『表』になっているイカサマのコインとすり替えたのだだろう。

　手先の器用な彼ならその程度のことは容易にやってのけるに違いない。

「……ふ、やるな」

　目を閉じたレイジは、まるで長年のライバルをたたえるようにそう言って、手の上のコインをそっと裏返す。

　そうして──優しく告げた。




「まあ普通に『裏』なんだけどね」




「────え」

『裏』。

　身を乗り出して、実際に手の上にのったコインに触れ、こすっても叩たたいても数字でしかないことを確認したティファリシアは。

「な……なん、なんで……？」

　心から。心の底から。

　納得がいかないように出題者を見つめて。

　そのすがりつくような眼まな差ざしに、レイジは無感情に言う。

「なんで？　おもしろいこと訊きくね。そんなの『コイン当て運ゲーで主人であるかどうかなんてわかるわけがない、だからこの勝負には必勝の仕掛けがあるはず、そして仕掛けがあるなら見たとおりと逆の答えを言えばいい』と推測するよう仕向けてたからに決まってんじゃん」

「………………は？」

「認にん知ち的てき不ふ協きよう和わを利用した簡単な心理誘導なんだけどな。一応、本当のヒントも散りばめてたんだぜ？　俺があんたに契約の不当を主張したとき、俺はあんたのなにを見てた？　あんたはどうして俺が見たとおりの適当でだらしない奴やつじゃないと思った？」

「そ、それはあなたが──」

　言いかけて、気づく。

　ティファリシアの口にした言葉から推察した事実は的を射て。

　ティファリシア自身気づいていなかった癖くせから性格を言い当てる。

　レイジは召喚されてからずっとティファリシアのことを観察していた。

　冷静に観察し、考察し。

　ティファリシア・クリアグリンという人間のことを把握していた。

　その実感があったから、彼が見た目通りではない、ただのコイン当てなどするわけがないと思った。

「そう。それが俺の与えた、与えざるをえなかった本当のヒントだ。それらのヒントを元に、もしあんたが俺を単に見た目通りではないと思うだけでなく、脅威だと警戒していたら、今出した答えの先にまで踏み込めていた。もちろん真面目まじめでお人ひと好よしなあんたは絶対に俺を脅威だと思わないんだけどな」

「……じゃ、じゃあ、さっき言っていた二つのヒントというのは」

「ああもちろん誤答に導みちびくための布石」

「なっ」

「あのな、逆に訊ききたいんだけど、なんで出題者が無条件で解答者を有利にしなくちゃいけないの？」

「それは、厚意で……」

「はいアホの子ー」

「ア、アホの子!?」

「あんたが生きてきた世界でどれだけの奴らがその厚意とやらを持ってた？　〈森霊族エルフ〉はなんで《英雄》不在になるまで追い込まれた？」

「そ……れ、は」

「別に厚意を期待するのが悪いって言ってんじゃない。厚意を期待するなら相応の覚悟を持つ必要があるって言ってんだよ。今回の場合、それは騙だまされて間違える可能性があるって覚悟だ。もしその覚悟をせずに騙されたと思うなら、それは騙されたほうに責任がある」

　ただ事実を述べるかのように。

　レイジは淡々と言葉を重ねていく。

「間違えたくないのなら疑え。疑わないのなら間違える覚悟をしろ。覚悟もなく、疑わず、間違えたことを嘆くのは──ただの馬鹿だ」

「────」

「ま、あんたにそれができないのは『わかってる』んだけどな。それこそ答えを見ながら問題を解くように」

　わかってる。わかってる──ティファリシアの性格も好みも傾向も。

　そして性格も好みも傾向もわかるなら、どのように考えてどのような結論に至ってどう行動するのかもわかる。

　だから。




「言っただろ？　勝負は始まる前から結果が決まってるって」




　へらっと笑い、軽く肩をすくめる。

　先ほどまでなら苛いら立だちしか感じなかったその仕草にすら、どうしようもない寒気を感じてしまって。

　ティファリシアはなにかに駆り立てられるようにつぶやいた。

「あなたは……あなたは、一体何者なんですか？」

　ティファリシアのその問いに。

　レイジは薄く笑って。




「何度も言ってるじゃん。ニートだよニート。やりたくないことはしない、やりたいことしかやらない──そのやりたいことのために、高校生という身分を維持し、軽薄な人間関係を築き、対人詐術ソーシヤルハツキングを徹底的に磨いた──ニート様だよ」




　──ティファリシアは知らない。

　彼方かなたの世界で起きた、不可解ないくつもの事件。

　曰いわく、国中のあらゆる公共機関が乗っ取られ、数十時間コントロール不能になった。

　曰く、世界に名だたる大犯罪組織が、突如内部分裂を起こして内側から壊滅させられた。

　曰く、とある地域の紛争が、まったく理由のわからないままなぜか終結させられていた。

　そのすべてがたった一人の人間……綿密な会話術と、緻ち密みつな人間考察だけで、対象を完全に掌しよう握あくする好ましき隣人ソーシヤルハツカー──［０0ne／２Sec0nd］と呼ばれる詐欺師によって起こされたことを。

　表向き一高校生の仮面を被かぶった彼が、それらの大事件をただおもしろそうだからという理由だけで起こしたことを。

　異世界の召喚者でしかない彼女には知るよしもない。

　ただティファリシアが知るのは、レイジという少年が、《運命力》ゼロという規格外の《英雄》が、彼女が真の意味で求めていた『力』を持っていたということ。

　確かに、彼には普通の意味での《英雄》の資質はないかもしれない。

　だがその類たぐい希まれな観察力、会話術は、なんの力もないティファリシアにとっては普通の《英雄》以上に得がたいもので。

（この人なら──この人の技術を学ぶことができれば……！）

　思うやいなや、ティファリシアは突然一歩二歩、顔がくっつきそうなほど彼に近づくと、

「《英雄》レイジ……」

　コインを持ったままの手を取り、心から言った。




「あなたの力を──いえ、その技術をわたしに教えてください！」




　一瞬。

　ほんの一瞬だが、目を見開いたレイジは、確かに驚いていた。

　異世界に召喚されるという出で来き事ごとにも動じなかった彼が驚かされた発言。

　そのストレートなセリフに、レイジはこれまでにない、獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「……教えろ、教えろね──なるほど、それはちょっとおもしろいな」

「……！　ではっ」

　これまでにない好感触。

　思わず喜びを表に出したティファリシアに。




「うん。やだ」




「う……えっ」

　美少女にあるまじき、引きつった声を出したティファリシアは、なにを言われたのかわからずその大きな目を何度もまばたかせる。

「え…………え？」

「聞こえなかった？　やだっつったの」

　耳をかきかき。

　平然とそうのたまったレイジは、あまりのことに思考停止状態のティファリシアを見ながらさらっと言う。

「つーかさ、とりあえず、手、放してくれる？」

　そう口にした瞬間。

　ティファリシアの握っていたレイジの手に小さな魔法陣が展開され、バチっという音とともに強制的に引き離される。

「──!?」

　驚きよう愕がくしたのはティファリシアだけで。

　その反応には見み覚おぼえがあった。

「い、今のは《大誓約魔法》の──」

　契約の光。

　なにが。どうして。なんの──？

　大混乱に陥おちいるティファリシアに、レイジは相変わらずの気だるい表情でにこやかに言う。

「まだ気づかない？　俺がこの【勝負】で狙ねらってた本当の目的」

「本当の……目的？」

　レイジがコイン当てで見ていたのは、ティファリシアの主人としての資格だ。

「あ……あなたはこの勝負の勝ち負けは関係ないって──」

「ああ、うん言った言った。実際勝負の勝ち負けは関係ないし」

「それならっ」

「でも俺、こうも言ったよね？　『主人ってのは自分より優秀だと思える人間』だと。で、あんたはそのことにうなずいた。そのとおりだと思った。『共通の認識と同意を得ること』という条件を満たした」

「…………え？」

「《大誓約魔法》の下、契約を結ぶのに言葉は必ずしも必要ない。必要なのは『共通の認識と同意を得ること』。つまり、あんたはその瞬間、『自分より優秀だと思える人間を主人にする』という契約を結んだわけだ。──ところで質問なんだけどさ」

　レイジは言う。

　愚かな生徒に。優しく。諭すように。




「教えを請おうとする人間って、自分と教える人間のどっちのほうが優秀だと思ってると思う？」




「まさ──か」

　彼がコイン当てという【勝負】を提案したのは。

　ティファリシアの主人としての資格を試すためなどではなく。




　ティファリシアに自分を優主秀人だと思わせる契約させることで、召喚者と《英雄》という根本の主従関係を逆転させるため──？




　しかもただの召喚者と《英雄》のような他の種族に所属できないようにするためだけのものではなく、『その人間の言うことならなんでも無条件で聞いてしまいたくなる』という一文による、絶対命令権のある主従契約。

「そ、そんな……だって《英雄召喚》の契約が──」

「関係ないみたいよ？　このとおり」

　彼がなにげなく口にした『座れ』という命令に伴ともない、ティファリシアは床に座らされる。

「ま、あんたの話を聞いた感じじゃ《英雄召喚》で結ばれる契約は名目上の主従関係っぽかったしな。普通に後付けの契約とも競合しなかったってことじゃね？」

「──」

「ああ、大丈夫大丈夫。刻印も残ってるし、競合しなかったってことはまだそっちも有効だってことだろ。今結んだ契約も『自分より優秀だと思える』とか『無条件で聞いてしまいたくなる』みたいに、解釈に幅があるからそこまで強制力もないだろうし」

　なにより主人後ろ盾がいるほうが楽だし、と軽く付け加えた彼は、再び祭壇の上に寝転び、頬ほお杖づえをついて。

「ま、そんなわけで」

　目の前で屈辱の表情を浮かべたまま座り込むティファリシアに、いい笑顔で言った。

「これからよろしくなご主人様」








二章　ニートと不思議姫









　そうして──ティファリシアが主人という名の従者になってひと月。

　従者であるはずの《英雄》レイジは、ティファリシアが関係の改善を訴うつたえるたびに手を変え品を変え【勝負】で決めるよう仕向けてきた。

　そのたびに様々な理由で完かん膚ぷ無なきまでに負け続けたティファリシアは──

　このような罰ゲームを毎日のように受けていた。

「おお……」

　レイジはベッドの上でぺたりと座るティファリシアを眺め、得心を得たように大きく一つうなずく。

「我ながら会心のできだわ──ネコ耳エルフ」

　それ自体一つの至高であるエルフ耳。そこにもう一つの究極であるネコ耳をつけるという暴ぼう挙きよ。

　よくよく見れば耳が四つあるという違和感をも乗り越え、素晴らしいものに素晴らしいものを足せばそれはもう素晴らしい以外のなにものでもないという、至極当然の帰結。

「いやいや、食わず嫌いせずに実際にやってみるもんだ……単純な足し算が、こんなハーモニーを生み出すとはな」

　感慨に耽ふけるレイジを尻目に、ネコ耳カチューシャをつけられ、なすがままに見られ続けるティファリシアは、屈辱と恥ずかしさで真っ赤になって震えながらも、彼の行動を止めることができないでいた。

　なぜなら彼女は【勝負】に負けたから。

《大誓約魔法》の下で結ばれた契約は、生死に関わるものでなければどんなものであろうと必ず履り行こうされる。

　ティファリシアが『この【勝負】に負ければなんでも言うことを聞く』と言った以上、レイジが望むことは拒めない。

　言われるがままベッドの上でポーズをとらされるティファリシアは、せめてもの抵抗にと自由の許されている口を開いた。

「なぜこんなものを持っているのですか……っ」

　こちらの世界に召喚された彼は、鞄かばんを一つ手にしていた。

　その鞄からこのネコ耳カチューシャは取り出されたわけだが、いくら異世界のこととはいえ、男性がこのようなものを持っていることがおかしいということくらいはわかる。

「そりゃー好きだから？　好きだったら肌身離さず持っていたいと思うのが当然だろ。その首輪もそうだし」

「え。こ、この爆弾のがですか？」

「え？」

「え？」

　思わぬところで不思議そうに首を傾かしげられ、オウム返しに疑問を返したティファリシアに、レイジはぽんと手を打った。

「あー、爆発するって話ね。まだ信じてたのか。──それ嘘うそだから」

「は？」

「普通のチョーカーだよそれ」

「──ええええええ!?」

「まさかずっと信じてたとはなー。びっくりだわー」

「こ、こっちがびっくりですよ!?　なんでもっと早く言ってくれなかったんですか！」

「いやー、信じてると思わなかったし。というか──きちんと考えれば爆弾なわけないって気づけるはずなんだけどな」

　当然のように。続ける。

「たとえば首輪に爆弾つけたとして。なんの理由があってそんなことすんの？」

「え……そ、それは…………爆発させるから言うことを聞けと脅す、とか……」

「そんなこと俺言った？」

「──」

　言っていない。

　あのとき以来ただの一度も──首輪に爆弾があるなどと言ったことはなかった。

「じゃ、じゃあ、あのとき首輪をつけたのは──」

「いやー美少女エルフに首輪って最高だよね！」

　いい笑みを浮かべたレイジに、ティファリシアはがくっと肩を落とす。

　ひどい……。

　ひどすぎるが、レイジの言っていたことはもっともだった。

　あのとき、きちんと考えていれば──気づけたこと。

　そしてそれは先ほど行った勝負についても言える。

「なぜわたしは勝負の方法を相手に委ゆだねるなどということを……っ」

　ティファリシアから挑んだにもかかわらず、勝負方法をレイジに選ばせるという愚行。

　あのときはそうしなければレイジが勝負を受けてくれないからと自然にそう切り出していたが、冷静になった今ならわかる。

　そう思わせ、勝負方法を自分に委ねさせることこそがレイジの作戦だったのだ。

「勝つためなら手段を選ぶ必要はない。どんな卑ひ怯きような手も、勝利のためなら正当化される。禁止されていなければ道具を使ったとしても責められるいわれはないわけだ」

「……ぅううっ」

　自分でもわかっているがゆえに言い返せないティファリシアをニヤニヤと見ていたレイジは、不意にぱんと手を打つ。

「ま、今日はここまでだな。いやー楽しかった」

　その言葉で『罰ゲーム』の終了を知ったティファリシアがすごすごとベッドから降り、肩を落としながら部屋を出ていく。

「んじゃ、また明日。いい暇つぶしになってくれよ、ご主人様？」

「ぐ……あなたこそ明日は目にもの──」

「はい、おやすみー」

　最後まで言わせずに扉を閉じた。

〝な──だ、だからそういう態度は失礼に当たると何度言えば!!〟

〝……あの、ティファリシアお嬢様？　なにを叫ばれて……〟

〝……!?　べ、別に──なんでもないわ〟

〝その頭につけていらっしゃるのは……？〟

〝あっ!?　ち、ちち違うのっ、これは、ええと──〟

　ティファリシアが使用人にしどろもどろの言い訳をしているのを聞いていたレイジは、その声が次第に遠ざかっていくのを確認してから大きくため息をついた。

「……あー疲れる」

　自分で選んだとはいえ、やはり一つのキャラクターを演じ続けるのはなかなかに骨だ。

「とはいえ──おおむね予定通りだな」

　あえて口に出し、にやりと笑うことで『極悪非道なニート《英雄》』を意識したレイジは、次の瞬間表情を消した。

　そのまま広い、広すぎる自室を見渡す。

　部屋を飾る調度品は、一般人の目から見れば豪ごう奢しやだが、王族であることを考慮すると質素だろう。

　こちらの世界に召喚されてひと月。

　すでに見慣れた部屋の中をゆっくりと歩くレイジは、天てん蓋がい付きの巨大なベッドの前で立ち止まる。

　先ほどまでティファリシアが寝ていたふわふわの寝具。

　そこに飛び込む──と見せかけて。

　静かに言った。




「バレてるっつーの──レウ」




　レウというフレーズに反応し。

　もぞもぞと布団が動き、ぴょこんと顔を出したのは。

　恐ろしいまでに完かん璧べきに整ととのった顔立ちの美少女。

　陶器のような白い肌に、紅玉の瞳ひとみを瞬またたかせた彼女──レウは、純白のシーツに広げていた銀髪を揺らしながら首を傾かしげる。

「……なんで、わかったの？」

　言葉と裏腹に、声にはまったく抑揚がなかった。

　容姿と相まって人形のように見える彼女に、レイジはため息をつく。

「その質問に意味はあんのか？」

「どういう、こと？」

　あくまでシラを切るつもりらしい彼女に、仕方なく続けた。

「……お前が今使えるのは、任意の影から影へ移動する力だけだ。この部屋にあるもので影ができ、自然に隠れられる場所は極めて限定されている」

「……なるほど」

「というのは建前で──お前、最初から俺がいるって言った場所に現れるつもりだったろ？」

「──！」

　それまでぴくりとも表情を動かしていなかった彼女が、はじめて驚きらしきものを浮かべる。

　そうして、瞳ひとみに陶酔したような色を滲にじませて言った。

「……さすが、ご主人さま」

　その見慣れたリアクションを確認してから、レイジはげんなりしたように長く息を吐いた。

「あのね……これと同じようなやりとり、昨日も一昨日もやった気がすんだけど。あと何回繰り返せばいいんですかね、レウさん」

「なんどでも」

「おい……」

「ご主人さまのすばらしさをきょうもあしたも──まいにちかくしんしたい」

　徹頭徹尾無表情でそんなことを言われても冗談にしか聞こえないのだが、大変残念なことに彼女が本気でそう言っていることをレイジは知っていた。

「──だめ？」

　クールな彼女がそうやって小首を傾かしげてお願いしてくる仕草は反則的に可愛かわいらしい。

　おまけに彼女が無防備に寝転がっているのはベッドだ。

　純白のシーツに広がる銀髪。ちらちらと見え隠れする細い太ももや、触れれば壊れてしまいそうな陶器のような白い肌がどうしようもなくレイジを誘惑する。

　ともすると魅み入いられそうになる紅あかい瞳から視線をそらし、レイジはガリガリと頭をかいて意図的に思考を飛ばすためにひと月前を思い出す。

　おおむね予定通りに進んでいるレイジの計画。

　その唯一と言ってもいい例外。

　レウという少女──〈幻魔族ストレーガ〉の姫と出で逢あったときのことを。





　　　　◇◆◇◆◇






《万象の楽園アクアテラリウム》に来て七日目。

　レイジはことあるごとに【勝負】を挑んでくるティファリシアをあしらう一方、《英雄》の職務をいっさい放ほう棄きしていた。

　それでいて、他国の偵察が潜んでいるかもしれないという理由で注意を飛ばす彼女を無視して、城外にも平気で足を延ばす。

　ようするに、宣言通りに好きなように生きていた。

　やりたくないことはやらず、やりたいことだけをやる──。

　だから。

　それが行われるこの場所に来たのも決して《英雄》としての義務感からではなかった。

「……ふーん。これが《英雄戦争》ね」

　独りごちたレイジは、高台の大きな岩に座り込み、眼下で繰り広げられている派手な魔法合戦を観察する。

《大誓約魔法》によって他者を害すること暴力が不可能なこの世界で、唯一非暴力の制限を取り払われる《英雄戦争》。

　頭上を見上げれば、そこには正六面体キユーブを中心とした巨大な魔法陣が広がっており、その周囲を渦巻くように《概念言語イデアラング》でこう書かれていた。




《英雄戦争》




〈獣妖族ベステイア〉ナポレオン・ボナパルト


ＶＳ



〈海精族シーレーナ〉太たい公こう望ぼう





　主戦場フイールド：トルセル岩石地

勝利条件：敵《英雄》の討伐

勝利報酬：〈獣妖族ベステイア〉レンディアの統とう治ち




〈海精族シーレーナ〉テアトロの割かつ譲じよう






　さながらゲームの対戦画面のような形になっているのは、当事者たちだけでなくそれ以外の者たちにも周知することで公平性を期きしているようだ。

　また死者の出ない戦いで討伐もなにもないという点は、ティファリシアに確認したところ、『相手の刻印に触れる』ことで達成されるらしい。なかなか徹底されている。

「それにしても──ナポレオンと太公望ねー」

　事前に情報があったとはいえ、とんでもない夢の共演だ。歴史家なら卒そつ倒とうしている。

　太公望はわからないが、ナポレオンのほうは馬に乗り、戦場の中心で自軍を鼓舞している屈強な男だろう。教科書などで見た姿とは微妙に異なるようだが、いかにもそれっぽい。

　彼らが率いる〈獣妖族ベステイア〉と〈海精族シーレーナ〉の違いも興味深かった。

　獣耳や尻尾しつぽの生えている亜人〈獣妖族ベステイア〉とよく見るとヒレのようなものがある亜人〈海精族シーレーナ〉との外見的特徴はもちろん、戦い方も相当に異なっている。

　しっかりと防御陣を組み、牽けん制せいするように水系の遠距離魔法を放ち続けている〈海精族シーレーナ〉に対し、〈獣妖族ベステイア〉のほうは［自己強化魔法］で身体能力を向上させ、多少の犠牲は厭いとわずにひたすら攻め続けている。

　相性を考えれば〈獣妖族ベステイア〉は無謀に見えるが、押されているのは〈海精族シーレーナ〉だし、実際に勝つのも〈獣妖族ベステイア〉だろう。

　レイジが見る限り、士気の違いが顕著すぎる。

　というより──〈海精族シーレーナ〉のほうは真面目まじめに戦う気があるんだろうか。

「……まあ、そこはどうでもいいけどな」

　言いながらレイジはポケットから取り出したスマホの電源を入れ、戦闘の様子を録画しつつあらためて考える。

　この一週間。

　ティファリシアや、城内の使用人から聞いた話で、この世界のだいたいのことは把握できた。

　食文化への適応が一番心配だったが、幸いなことに杞き憂ゆうに終わり、その他カルチャーギャップのようなものも埋まり始め、計画への準備も着々と進んでいる。

　だから、問題は。

「ネットがないのがなー」

　召喚されたのが外出時学校帰りだったので、最低限必要な電子機器は揃そろっているが、当然電波などはない。

　日頃から電源がなかったり電波が遮断された状況を想定して、ソーラー充電器や本当に必要なアプリやツールはインストールしてあるが、ＧＰＳなどの機能が使えないのは痛い。

　そもそも異世界だろうがあの世だろうが、情報こそがすべてを制する。その最適な収集手段であるネットが使えないなら、次善の代替案を探るのは必須だ。

　すでに一つ考えているものはあるが、より適切な別の方法がほしい。

　だから──




「積極的に動くべきだと──そう思わん？」




　誰かいるのが当然であるかのように。

　振り返り、深い森に向かって話しかけたレイジに。

　静かな森の中から返ってくる声はない。

　どころか、少なくともレイジの視界に人の姿は映ってすらいない。

　この場にティファリシアがいれば、さぞレイジのその反応を不思議がったことだろう。場合によっては正気を疑うかもしれない。だが次の瞬間、彼女は驚きよう愕がくの声をあげるはずだ。

　なぜなら一瞬前までなにもなかったその場所から、人影が生えてくるように現れたから。

　目を見張る銀糸の髪。冷たい紅玉の瞳ひとみ。完かん璧べきに整ととのった貌かお。

　病的に白い肌をしているのに、闇を塗ぬり固めたような黒のローブに全身を包んだ彼女は静かに口を開いた。

「──なぜ、わかったの？」

　本当に疑問に思っているのか疑問を抱きたくなるような無感情な声に。

　レイジはさらりと答えた。

「なにが？」

「……なぜ私がここでていさつしているとわかったの」

「ああ偵察してたのか」

「…………」

　背筋に走る冷たい感覚。

　レイジは、それが殺気と呼ばれるものだと冷静に理解し、その上で軽く肩をすくめてみせる。

「俺はただ、誰かが俺を見ようとしたらそこしかないと思っただけだぜ？　そのためにここに移動したんだし」

　その答えに、彼女はほんのわずかに目を見開いた。

　敵味方関係なく、誰かがレイジを尾行していたと仮定して。

　もし様子を窺うかがおうとしたらそこしかないという場所にあえて移動し、あたかも気づいていたという体ていを装よそおって声をかける。

　そこに人がいれば答えずにはいられず、人がいなければただそれだけのこと。

　なんのデメリットもない防衛手段。

「ま、尾行する奴やつがいたとしたら、他種族の偵察は一番可能性が高かったけどな」

　──そして、それはレイジにとって大変都合がいい。

　内心でにやりと笑ったレイジは、それをおくびにも出さず、へらっと言う。

「なんにせよ、せっかく会ったんだ。ちょっと話していかないか？　ちょうど暇して──」

「そのひつようはない」

　ばっさりと遮さえぎって。

　地面──いや自らの影の中に入っていった彼女は、あっという間にレイジの眼前、彼の影の中から現れた。

　近い距離で見ると、彼女の怜れい悧りな美び貌ぼうはいっそう際立つ。

　コンマ数秒未満見入ったレイジは、次の瞬間彼女のまとうローブがうごめき、まっすぐ首元に伸びてきたのを確認して、息を止める。

　ネックウォーマー越しにも伝わる、ピリピリとした、鋭利なものを突き当てられた感覚。

「…………は？　なにこれ？」

「あなたの──《英雄》のいのちをうばうもの」

　さらりと物騒なことをのたまった彼女に、レイジは焦りというより困惑する。

[image: ]

「いやいや、こんなことしても意味は」

「私はいみがないことはしない」

　はっきりと断言した彼女は、淡々と続ける。

「《大誓約魔法》が、すべてのむちつじょなぼうりょくをはいじょした……もしそのとおりだとおもっているのなら」

　突きつけられたローブがさらに食い込む。

「おろか」

「……おいおい、『その通り』だって聞いてたんですけど？」

「《大誓約魔法》をまもったうえで、おいこむほうほうはいくらでもある」

　彼女の言葉に、レイジは否いや応おうもなく考える。

〈森霊族エルフ〉の《英雄》はなぜ不在になったのか？

　その理由を、方法を。

　目の前の少女が知っているとしたら。

「……なーるほど。《英雄》と言えど、ノーリスクってことはないと」

　黙ったまま答えない少女に、レイジはため息。

「そりゃしゃあないなー」

　思いっきり脱力し、ん、と顔をそらし首を突き出して。




「んじゃひと思いに頼むわ」




　レイジのその行動と言動に、彼女はわずかに間をとって言った。

「……あきらめるの……？　《英雄》なのに」

《英雄》なのにというフレーズに、レイジは「またそれか」とため息をつき。

「あのな、あんたが《英雄》ってものにどんな理想を抱いてるのか知らんけど、俺はニートなの。やりたくないことはしない、やりたいことしかしない。無理なことは諦あきらめる！」

「…………」

「あ、お前今呆あきれたろ？」

「……べつに」

「いーや、呆れたね。隠そうとしてもわかる。つーか逆にあんたが俺の状況だったらどうよ？　ちょっと観戦にきたらいきなり敵と遭遇。それも敵地のこんな深くにまで余裕で入り込める力を持ってて、魔法の系統と外見的特徴、言動の内容から推測するに、おそらく〈幻魔族ストレーガ〉のエリートさまで、《大誓約魔法》の穴についてこれだけ把握してるってことはそういうことに慣れていて──」

　つらつらとレイジが並べ立てた推測に。

　彼女は表向きなんのリアクションも示さなかった。

　ただ、こちらを見つめる瞳ひとみがかすかに動き、まばたきの回数がわずかに増えただけ。

　普通に見ていてもまず気づかないその変化は、レイジの推測を確信に変えるのに十分すぎた。

「──そんなん相手に力比べとかまず常識的に考えて無理ゲーじゃん」

「…………」

　そこまで続けてもなんの言葉も返さなかった彼女は。

「ただし」

「……ただし？」

　レイジがそう続けた瞬間、声を返してきて。

　──かかった

　ネックウォーマーに隠した口元でにやりと笑ったレイジは、芝居がかった仕草で言う。




「力比べ以外の方法なら絶対に負けないけどな」




　肩をすくめ、両手を広げ。

　みなぎる自信を隠さず、さも残念そうに少女を見下ろす。

　明確な挑発に、少女はほんの一瞬視線を落としてから言った。

「いうだけならだれにでもできる」

「そうだな。今の俺にできるのはそれだけだし」

「…………」

　見つめていたのは数秒。

　やがて、彼女はなんの予備動作もなく喉のど元の凶器を引くと、一歩距離をとって。

「……これで、それいがいのこともできる」

　だから負かせられるものなら負かせてみせろ。

　暗にそう言った彼女に、レイジはほくそ笑んだ。

「ああ──それじゃあ、なんの危険もない簡単な【勝負】でもするか」





　　　　◇◆◇






「……【勝負】？」

「方法はあんたが決めていい。なんでもいいぜ？　コイントスコインの裏表を当てるでも、ハイアンドローカードの数字の上下で競うでも」

　さも持ち歩いているのが当然であるかのように、ポケットからコインとカードを取り出したレイジは、続けて言う。

「あー魔法とか使うのはなしな。派手に動くと向こうの連中に気づかれる可能性もあるし。穏便なもの、なるべく早く決着がつけられるものがよさそうだな」

　レイジの言葉を聞き、周囲を見回した彼女は、すぐにまっすぐこちらを見て。

「……じゃあ、カード」

「オーケー、ハイアンドローな。単純で簡単でイカサマの余地がないからちょうどいい」

　右手のカードセットを慣れた手つきで開けた彼は、そこではじめて気づいたように言う。

「おっと、このカード俺の世界のやつだから、あんたには難しいか。数字とか読めないよな？」

「それくらいなら、わかる。《英雄》とはなんにんもあってきたから」

「……へえ、あんた意外といい年？」

「そうでもない。一〇〇ちょっとしかいきていない」

「それはだいぶそうでもあるけどな……」

　見た目だけならレイジより年下としか思えないのだが。

　レイジのリアクションに、彼女はかすかに首を横に振った。

「ただいきてけいけんをつみかさねているだけの生に、いみはない」

　相変わらず淡泊な口調。

　そこに交じったかすかな感情を読み取り、レイジは内心で笑みを大きくしながら、切り替えるように言う。

「さて、俺はあんたに力比べ以外の方法なら絶対に負けないと言った。絶対に負けないということを証明するのは実は非常に難しい。いくら勝ち続けても次に負ける可能性というものはそれこそ絶対に消えないからな」

　勝ち続けるのと絶対に負けないは同義ではない。

　次のゲームというものが存在する限り、常に負ける可能性は存在するからだ。

「だから、俺はそれをあんたに納得させる、という形で証明したいと思う」

「なっとく？」

「あんたが、俺は絶対に負けない──俺には絶対に勝てないと思ったら、その時点で勝負ありってことだ。俺が負ければ命も含めて好きにしてもらっていい。その代わり、俺が勝ったら協力してほしいことがある」

「…………」

　少女自身の表情は変わらなかったが、彼女のローブが警戒するようにぴくりと動く。

「ああ、そう難しいことじゃない。簡単に言えば情報の提供だな。ほら、知ってると思うけど俺こっちの世界来たばっかだからさ。ここじゃ得られる情報は限られてるし、あんたは相当に他国に詳しいだろ？　そんなもの持ってるくらいだからな」

　レイジがローブを指さすと、ローブは少女の背後に隠れるように移動した。

　感情が希薄な少女の代わりをしているようで少し面白い。

　それから少女はじっとこちらを見つめ、

「……ルールは？」

　その言葉と共に、うっすらと二人を包み込むように光を帯びた小さな魔法陣が広がった。

　つまりそれは彼女がレイジの【勝負】を受けたということで。

　レイジは手に持ったカードの山を裏返し、少女にだけ絵柄と数字が見えるようにする。

「見てのとおり、普通のカードだ。もちろん表のマークに細工もしてない。この五二枚のカードからあんたに一枚引いてもらい、そのあとで俺が一枚引いて、数字の高い方が勝ち。簡単だろ？」

「……おなじすうじだったら？」

「その場合は引き分けだな。ただハイアンドローの場合、特別にＡエースが一番強いことになっててな。２からはじまり、３、４……Ｋキング、Ａエースとなる。ちなみに俺が配るんじゃなく、あんたに直接引いてもらうのは公平を期きすためだ。好きに選んだカードならイカサマの余地はないだろ？」

　イカサマ、というフレーズにローブが反応した。

　再び少女の前に出てきて、注意深くこちらを見ている気がする。

　彼女自身はレイジの言葉にイエスともノーとも答えず、ただ黙ってシャッフルされ、裏返されたカードの山から一枚を選んだ。

　そのまま自身のカードの数字を確認した彼女は、すぐにレイジに視線を戻し、手を伸ばす。

「……私が、カードをくばる。イカサマできないように」

「おう、頼むわ」

　当然だと言わんばかりにカードを渡され、少女はレイジの仕草をそっくりそのまま真ま似ねるようにカードを差し出す。

　──もし彼がイカサマを考えているのならこの瞬間。

　ローブにも命じ、一際注意深く見つめる少女に、レイジは素知らぬふうで悩むそぶりを見せ、

「んー、これかな」

　あっさりと少女の手から一枚のカードを引いた。

　イカサマは……していない？

　では、どうやって。

　考え込むあいだに、レイジはカードを引いた手をそのままに言う。

「それじゃ、いっせーのでオープンな。いっせーの──せ」

　少女が開いたのは『ハートのＱクイーン』

　レイジが開いたのは『スペードのＡエース』

「お、我ながら強運だなー。あ、違うわ、ほら負けないだろ？　か」

　へらっと笑ったレイジはすぐにこう続けた。

「じゃ、もう一回やるか」

　この【勝負】は少女が『レイジには絶対に勝てない』と思うまで続く。

　一発目でいきなりスペードのエースを引いてきたのは強運と呼ぶほかないが、もちろんそれだけで『絶対に勝てない』とまでは思わない。

　せめて数回は勝ち続けてもらわないと──そう考える少女に、二回目の結果は。

　少女『クローバーの７』

　レイジ『スペードのＡエース』

「……ふ、これが《英雄》の力ってやつだな」

　三回目。

　少女『クローバーの５』

　レイジ『スペードのＡエース』

「俺すげー」

　四回目。

　少女『ダイヤのＫキング』

　レイジ『スペードのＡ』

「楽勝だわー」

　五回目。少女『スペードの10』レイジ『スペードのＡ』。六回目。少女『ハートの５』レイジ『スペードのＡ』。七回目。少女『クローバーのＪジヤツク』レイジ『スペードのＡ』。レイジ『スペードのＡ』、レイジ『スペードのＡ』──




　──単純で簡単でイカサマの余地がないゲーム？




　よくそんな言葉を口にできたものだ。

　ちょうど二〇回目。

　レイジの開いた『スペードのＡエース』を見ながら、少女は思う。

　レイジは明らかにイカサマをしている。

　しかもそれを隠す気がない。

　すでに寒々しい芝居すらしなくなった彼は、表向き表情を変えない少女を見ながらいけしゃあしゃあと言う。

「これで俺の二〇連勝だけど。まだ続ける？」

　ざわり、とローブが鋭く波打った。

　無表情の少女に代わって敵意をむき出しにしたそれに、レイジは大げさに怯おびえてみせる。

「おお怖い怖い。……で、わかったの？」

　なにを。とは言わない。

　この状況でそれが指し示すのは一つしかない。

　もちろん少女も彼がイカサマをしていることはわかっている。

　注意深く彼の挙きよ措そを観察してもいた。

　一挙手一投足、一瞬たりとも見逃さないように。

　ときおり無む理り矢や理り行動を止めさせては、軽い身体検査なども行った。

　だがそこまでしてなお──彼は一切のボロを出さなかったのだ。

　証拠がなければイカサマの立証はできない。彼女には打つ手がない。

　…………打つ手がない？

　唐突に、ローブが破裂するように激しく波打った。

　先ほどと違って、一切驚いた様子を見せない彼は、ただ薄い笑みを浮かべて少女を見続けている。

　──力比べ以外の方法なら絶対に負けない。

　だが、それは立証するのが非常に難しい。

　彼自身が言ったように、どれだけ勝ち続けても絶対に負けないことの証明にはならないのだ。

　だから、少女が『勝てない』と彼に思うことでその証明に変えると言った。

　そのときは、筋が通っていると思った。その通りだと納得した。

　そう思った時点で罠にかけられていたと気づくこともなく。

　なぜ。

　なぜ彼は自らイカサマの余地がないゲームなどと強調したのか。

　あの瞬間、確かに少女の意識にイカサマを注意しなければ、という考えが埋め込まれた。

　そうして、いざ勝負が始まったときに、イカサマをされているとしか思えない状況を見せられ、けれど、その方法に気づけないという事態に陥おちいった。

　ここまでくれば、まともに思考のできる者であればこう思わざるをえない。

〝イカサマを使われるのが問題なのではない。イカサマを見抜けないのが問題なのだ──〟

　そして、そのイカサマを見抜けない限り──絶対に勝てない。

「……いつから」

　気づけば。

　少女は、自身の意志と関係なくつぶやいていた。

「いつから──これをかんがえていたの」

　この策を。

　少女が納得するかどうかだけの、結末の決まった勝負を。

　その問いに、彼はあっさりと言う。

「あんたが俺に期待していると気づいたときから」

「きたい──？」

「居場所がバレたとき、あんたは表向きこちらを排除するようなそぶりを見せながら、一切それを実行しようとしなかった。俺が話しかければ答え、反応を示し、耳を傾けた。なぜそんなことをした？」

「それは……」

「前提がズレてたんだよ。敵対する種族の《英雄》は排除しなければならない、それができなければ情報を収集しなければならないなんて誰が決めた？　あんたは別に《英雄》を害がいしに来たわけじゃない。情報を集めに来たわけでもない。ただ個人的に興味があったんだ。この《英雄》はどんな人間なのかと」

　まるで最初からすべてわかっていたとばかりに。

「だから俺が抵抗しないと言ったときにがっかりした。暴力以外の方法なら絶対に負けないと言ったとき期待した。──期待。なんの期待だ？」

「…………ふかのうなことを、やってのけるかもしれない、という──きたい」

　半なかば無意識につぶやいた少女に、彼は口元だけに笑みを浮かべて。




「期待されたら応えるのが当然だろ？」




　冗談めかして肩をすくめた彼に。

「────────」

　少女は、自分でも気づいていなかった想おもいを、意識する。

　はじめから。

　はじめから、彼女には負ける準備ができていたのだ。

　さながらトリックがあると知っていて手品師の出し物に感嘆する観客のように。

　彼女の負けたいという想いを見抜かれた時点で、決着はすでについていた。

　そう、だからこの勝負は──

「さて……そろそろ納得できたか？」

　最初から、少女が納得するかどうかだけの話。

　その答えは、すでに少女にとっても明白で。

　ざわついていたローブが嘘うそのように沈黙し。

　一度目を閉じた少女は、静かにその言葉を口にした。




「……わたしの、まけ」





　　　　◇◆◇






　──よし、情報収集手段ゲット。

　内心でそんなことを思ったレイジは、しっかりと二種類のトランプデツキをしまう。

　──人の肉体は自分で思っている以上に思い通りに動いていない。

　もちろんそれは手や足だけでなく、視覚や聴覚などのいわゆる五感といわれるものも含まれる。

　たとえばサッケードと呼ばれる、視覚信号を脳に送る眼球運動。

　サッケード時に、人間は必ずコンマ以下のラグを生じさせている。

　見ているつもりで見ていなかったり、聞いているつもりで聞こえていなかったりするのは、そういった不随意の肉体現象が原因だ。

　その現象を正確に把握し、利用することができれば、はじめから二種類のトランプがあって、目の前で堂々と入れ替え続けても気づかせることはない。

　少女が引くときは普通のトランプに、レイジが引くときはスペードのＡエースのみのイカサマトランプにすり替える。種を明かしてしまえばレイジのやったことはそれだけだ。

　人はどれだけ意識的に集中しようとしても、いやむしろ意識的に集中しようとすればするほど、無意識の肉体の動きに気づかなくなる。

　手品師や詐欺師というのはこの手法を理解し、駆く使しする。必要なのは技術の習熟と、それを堂々と行う度胸だけ。

　そういった技術の体系化もなされていない異世界であれば、その行使は驚くほど容易だ。

　皮肉げに笑ったレイジは、一度頭を振ると、あらためて少女に向き直って。

「さて、んじゃ早速だが、〈幻魔族ストレーガ〉の情報を──」

「………………すごい」

「ん？」

「すごい……すごかった……あなたはこれまでに私がみてきた《英雄》のなかでも──《英雄》なんてかんけいなく、すばらしいひと」

「だろー？　いやー照れるわーはっはっはっは」

「ほんとうに、ほんとうに。こころから、こころのそこから──すばらしいとおもう」

「……あ、うん………………そう？」

　そんなことなくない？　と思わず返したくなるくらいの大プッシュに、さしものレイジもたじろぐ。

　というか。

　さっきまで無表情だったはずの彼女が、いや無表情なのは変わらないのだが、やたらと近くに寄っている気がして。

「って、マジで近──うおっ!?」

　逃げようとしたレイジの足をローブが引っ張り、すでに額ひたいもくっつきそうなほど接近していた少女ごと仰あお向むけに倒れる。

「痛……くは、ないな」

　かなり勢いよく転んだにもかかわらず、ふわりと着地したのはローブが受け止めてくれたからだろう。

　……このローブにときめきそう。

　などという冗談は、少女が馬乗りの体勢でこちらを見下ろしていることに気づいた瞬間に吹っ飛んだ。

　レイジの背中の緩かん衝しよう材ざいに使っているからか、完全にローブの取れた彼女は──どこからどう見ても下着姿だった。

　胸と下腹部を申し訳程度に覆おおっているのは、ローブと同じ漆黒のブラとショーツ。

　目の覚めるような白い肌が、黒の下着とのコントラストでまぶしい。

「ちょ──」

　反射的に立ち上がろうとしたレイジの肩を、布団かベッドにでもなったつもりらしいローブが器用に押さえつける。

　完かん璧べきに身動きの取れない体勢で、レイジは今さらながら気づく。

　──勝ったときの条件、なんでも言うことを聞くにしときゃよかった……！

　もちろん、その条件をこいつが受け入れるかどうかはまた別の話だが。

　むしろ普通に無理な気がするが！

　焦るレイジに、少女はさらなる暴ぼう挙きよに出る。

　ローブの補助を得て、無む理り矢や理りレイジの右手を上げさせると、その手を自分の胸に──押し当てさせた。




「ここが……こんなにあつくなったのは……うまれて、はじめて」




　……無表情なのに。

　無表情なはずなのに、その顔から照れのようなものが読み取れてしまって。

　レイジは、右手が伝えてくる、小ぶりだが確かな弾力とふにょふにょとしたやわらかな感触を。

「……お……落ち着け？」

　必死に無視して、言う。

「は、話せばわかる。いや、お前はたぶんわかってないんだ。これは──」




「これが──恋というもの？」




　違う。断じて違う。そう否定したいのに、今それを言っても絶対に納得してもらえない気がして、レイジはただ首を横に振る。

　予想していなかった展開を。

　ありえない現実を、否定するように。

　だが、彼女はそんなレイジなど意に介さない。

　あくまで無表情に。

　けれど、かすかに紅あかい瞳ひとみを揺らがせ。

　艶なまめいた吐息をもらし。

　ゆっくりと──顔を近づけてきて。

「ま──お、おち……ちょ、は、早まるなあああああ──むぐっ」

　叫ぶレイジの口をふさいで。

　キスを、した。

　長く長く。

　懸命にもがいていたレイジが諦あきらめるくらいに長く口づけをした彼女は、やがて唇をはなすと、ぐったりとしたレイジを見下ろして言う。

「──ところで。わたしは、たしかにあなたにまけた」

「………………あ？」

「けれどそのほうほうはイカサマによるもので、げんみつにいえば【勝負】のじょうけんにふくまれていない」

　なにを今さら。そう投げやりに思うレイジを尻目に、少女は続ける。

「イカサマはしょうこがなければイカサマにならない。そういうりくつがあるいっぽうで、せいじょうなじょうたいでのじはくというものはじゅうぶんなしょうこになりうる。そして、あなたはイカサマをじはくしていた」

　確かに、レイジはイカサマをしていることを認めた発言をしている。彼女に見み破やぶれないと思わせさえすればそれでよかったからだ。

「つまりあなたは、わたしとの【勝負】にはかったけれど、ゲームにはまけたともいえる」

　まあハイアンドローというゲームで考えれば、反則負けと言われても仕方がないものではあった。

「……だからなんだよ？」
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　そうレイジが言ったと同時に、目の前に淡く魔法陣が描かれた。

「は!?」

　とっさにレイジは空を見上げて、変わらずゆっくりと回るキューブを確認する。

　魔法陣が描かれたということは──《大誓約魔法》の下、共通の認識と同意が得られた証あかしということ。

「いまわたしからはなしをきいたことで、あなたもりかいした。わたしのしょうりじょうけんもみたしうると」

　そんなつもりはない。そんなつもりはないはずだが──無意識下での同意までは自信がない。

　いずれにせよ、契約が成されたということは、彼女が出した勝利時の条件──『レイジを好きにしていい』という願いが実現したということ。

「ふ、ふざけんなっ、勝負に勝ったのは俺のはずだ！」

　声をあげるレイジを無視して、再び密着してきた少女は耳元でささやくように言う。

「【我、クランレウ・シミシカは《大誓約魔法》の下、主従契約を結ぶことを誓う──】」

「なに──？」

《英雄》は召喚した人間以外と主従契約は結べないはず──。

　だが。

「【クランレウ・シミシカを従者、ホウバミレイジを主人とし、主人の命に従者は基本的に服従を誓う】」

　レイジが主人で、クランレウが従者となる契約。

　これなら、他種族への協力禁止を目的とした《英雄召喚》の主従契約は関係ない。

　もちろん、自分の言うことを聞く従者ができることをレイジが拒む理由もない。

　そうして、共通の認識と同意に基もとづき、彼女との主従契約は結ばれた。

　魔法陣の光が収まると同時に立ち上がったレウは、

「そういうことだから」

　太陽の光にきらめく銀髪を押さえ、突飛な展開に呆あつ気けにとられるレイジを見つめて。

「これからよろしく、ご主人さま」

　微笑ほほえんだ。





　　　　◇◆◇◆◇






　──レウと遭遇したあの日。

　レイジがあの場所を訪れたのは、情報収集のためだった。

　ネットワークという電子の網が使えないのなら、人の網を利用する。

　そのために、自らを餌えさにして他国の間諜スパイを釣り上げる──。

　結果として〈幻魔族ストレーガ〉という、太古の［七滅戦セブンス］以来、他種族と交流を絶った種族が引っかかったのは僥ぎよう倖こうだったはずなのだが。

「どう、したの？」

　ベッドに腰掛けるレイジは、近い距離から不思議そうに尋ねてくるレウにため息をつく。

「なんでこうなったんだろうな……」

　他種族からすれば謎なぞに包まれた〈幻魔族ストレーガ〉の少女、それも［高貴なる四血姫ノーブルブラツド］という正しよう真しん正しよう銘めいの姫である彼女は、見た目ただの黒いローブである《魔神器》『かたわらの闇』を使ってティステルに侵入してきた。

　その理由は、新しく召喚された《英雄》レイジがどんな人間か見てみたかったという極めて個人的なもので、〈幻魔族ストレーガ〉の思惑どころか、間諜ともまったく関係がなかった。

「そもそも〈幻魔族ストレーガ〉のおもわくなんて、そんざいしない。おなじせかいからきたから、くにというかたちでまとまっているけど、もともとわたしたちはこべつしゅぎ」

「その理屈が他種族よそにも通じると思うなよ……？」

　他国からすれば内部で敵対してようが関知してなかろうがみんなまとめて〈幻魔族ストレーガ〉だ。問題が起きればディリド〈幻魔族〉の国に追及するに決まっている。

「……？　ちゃんと、ご主人さまのいうことはきいてる」

　確かに、レウはレイジの言うことを聞いている。

　たとえば主従契約が続く限り、彼女はすべての魔法が使用できない。レイジが契約で封じさせたのだ。

　そんな手足をもがれるような無む茶ちや苦く茶ちやな要求は、レイジなら絶対に受け入れられない。

　だが、彼女はそれについてはあっさりと受け入れたにもかかわらず──

「で。その、お利口さんは、さっきから、なにしてくれて、やがるんですかねえっ？」

　ややキレ気味に言ったのは、レウがいそいそとレイジの服を脱がそうとしているからだ。

　レイジは全力で抵抗しているのだが、彼女は『かたわらの闇』に手伝わせて、その目標を半なかば達成しかけている。

「ご主人さまがつかれてるみたいだから。らくにしてあげようとおもって」

「誰がそんなこと頼んだ……っ？」

　レイジの抵抗もむなしく、制服の上着とパーカーを奪い取ったレウは、そのまま戦利品をじっと見つめると、なにを思ったのか──そこに顔を突っ込んだ。

「やめんかアホ!!」

　なんの捻ひねりもなく素で突っ込みを入れ、奪い返そうとしたレイジを『かたわらの闇』がしっかりホールドする。

「ちょ、おま、おい放せこら！　放せって！　ご主人様の命令だぞ!?」

　思わず叫んだレイジに、レイジのパーカーと制服の上着に顔を埋めたレウはくぐもった声で言う。

「それはきけない」

「聞けないじゃないよねえ!?　そういうもんじゃねえだろ命令って！」

「基本的というじょうけんにひっかかる」

　──主人の命に従者は基本的に服従を誓う──

　……確かにそう言っていた。言っていたが。

「ふっざけんなよ!!　それならせめて魔法禁止されたときに使えよこら！」

「それは、べつにいい。こまらないし。というか──ことわったら、こまったのはご主人さま」

「そっ…………くっ」

　それは確かに事実だ。

　レイジの計画に、レウの強大な魔法ははっきりと邪魔になる。

「だから、これくらいはみのがしてほしい。──だめ？」

　そう言われれば、レイジは黙って彼女の暴ぼう挙きよを見逃す他にない。

　レイジにのみ有効な交換条件。

　──そう、レイジにとって最大の誤算だったのは、情報収集手段を手に入れるにあたって、クランレウ・シミシカその情報収集手段そのものがこちらの想定をはるかにこえて賢かったということ。

　ひと月前の勝負も、彼女が本気でレイジに負けたいと思っていなければ、かなり厳しいものになっていただろう。

　……だが。

「んなこと知るかー!!　俺は自由人ニートだ！　やりたくないことはやらないし、やらせたくないことはやらせねえっ!!」

　レイジは捨て身で突っ込み、『かたわらの闇』が戸惑うように引いたところで本体に向かおうとし──その行動を読んでいたらしいレウにカウンターの形で押し倒される。

「けいかくどおり」

「──うるせーっ、ご主人様とか言いながら結局好き放題してるだけじゃねえかお前！」

「そんなことない。──それに」

　そこで一度言葉を切ったレウは、淡々と続ける。

「ご主人さまも私とてきたいしなくてよかったとおもってるはず」

　ぴくりとも変わらない表情。

　その人形のように整ととのった顔を見あげながら、レイジは目を細める。

「……そればっかりは冗談抜きでそのとおりとしか言いようがないな」

「よかった。じゃあ──」

「じゃあじゃねえ、つーか執しつ拗ように俺の胸を撫なでるのをやめろ!!　痴女かお前!?」

「きいてほしい」

「君ほんと清すが々すがしいまでに人の話聞かないね……いいけどさ。俺も聞かないし」

「いままでいきてきたひゃくすうねん。わたしはかんじょうというものがずっとわからなかった」

　聞かないと言っているのに無視して話し始める。

　その自由気ままさは、残念ながら割と嫌いではなかった。

「私のしゅぞくは、ほかの知的そんざいのたいえき──血をもらうことで智ちをてにいれる。私もさまざまなものからちをすった。けれど、どうしてもかんじょうというものがわからなかった」

「……そりゃ感情は知識じゃないからな。自分の内から湧わき上がる感覚経験を他人に求めても意味ないだろ」

「そう。どれだけちをすおうと、どれだけせかいのちしきをえようと、私のうちからわきあがるかんかくけいけんなどおきなかった。それは《英雄》あいてでもおなじ。だから、私もはんぶんはあきらめていた。じぶんにはもともとそんなものはないのだと。でも──」

　熱っぽい眼まな差ざしが、こちらを見おろす。

「あなたに──ご主人さまは私のそれをほりおこしてくれた」

「掘り起こすって……あのな。そもそもお前感情なんて最初から持ってるじゃねえか」

「…………え」

「感情が知りたい。感情というものがどういうものなのか、理由などなく求めずにいられない──その知的欲求、知りたいと強く思う気持ち、知への愛フイロソフイア。それが感情じゃなくてなんだっていうんだよ」

「────」

　レウが、わずかに目を見開いて。

「わかったか？　それは最初からお前の中にあったものなの。つまり俺との出で来き事ごとに特別なこだわりを持つ必要なんてない。以上証明終わり！」

　さーどけ。すぐどけ。さっさとどけ。そそくさと体を起こそうとしたレイジに。

　レウはがんとして動かないまま、首を横に振る。

「いまのことばで、よりかくしんできた。やっぱり──私はご主人さまをあいしてる」

「はあ？　なんでそうな──だっ、ちょ、胸に顔を寄せるな！　つーか俺はその愛ってやつが一番信用できねえんだよ!!」

「……なんで？」

「────言う必要あるか」

　底そこ冷びえする声。

　人には誰しも触れてはならない場所がある。

　そのことは、彼女と言えどすぐに察せたらしく。

　レウは一度開きかけた口を閉じ。

「……それなら、それでいい」

　レウはあっさりとそう言って。

「私が──ご主人さまにおしえてあげるから」

「は？　教え──って、下はやめろ!!」

　最初から下着姿同然の彼女が。

　言動や行動はともかく、容姿は抜群に整ととのっている少女が。

　その細くしなやかな肉体を押しつけ、絡からませ、触り、触らせてくるのは──

　健全な男子であるレイジにはどうしようもなく問題があるわけで。

「そもそもお前のそれは本当に愛なのか!?　ただの性欲じゃないのか!?」

「……？　あいとせいよくにちがいがある？」

「あ、お前全然わかってねえわ。それだけは俺でも確信できるわ」

「それならそれで。私といっしょにまなべばいい」

「どうあっても襲う気満々じゃねえかっ!!　──もういいっ、主人命令だ！　やめろ!!」

「──きゅうにご主人さまのことばがわからなくなった。きっと《概念言語イデアラング》がふちょう。きこえない」

「俺にはお前の言葉がばっちりわかるんだけど!?」

「じゅしんだけだめになった」

「聞こえてんじゃねえか……！」

「でも」

　と、彼女は急にその手を止めて。

「ほんとうに、うまれてはじめて──せいよくをいだいた」

　変わらない無表情で、滔とう々とうと語る。

「ご主人さまと……レイジと、えっちなことをしたいとおもった。あなたのこどもがほしいとかんじた。だから──」

「……わかった。それならしょうがないな──ってなるわけあるか!!　アホか!!」

「じゃあもうりくつぬきでおそう。だいじょうぶ。ちしきだけはあるから……がんばってきもちよくする」

「お前もうほんと帰れよ……！」

　ちっとも主人レイジの言うことを聞かない従レ者ウに、レイジは自身がまったく言うことを聞いていない、自分の主人テイフアリシアのことを考える。

　今なら彼女の気持ちがわかる気がする。わかったところでなにを変えるわけでもないが。

「……まあ、あいつのことでわからないことなんてそもそもないけどな」

「あいつ？　──《英雄》のしょうかんしゃなのにじゅうしゃみたいなこ？」

「なんかお前に言われると妙に釈しやく然ぜんとしねえな……」

　レイジはもやっとした表情を浮かべ、すぐに口元をゆるめる。

「あいつはちゃんと俺のご主人様だよ。いや正確にはご主人様になる人間だ」

「…………？　どうみても、ご主人さまのほうがご主人さま」

「違うね。あいつは本当の意味で俺に服従なんてしていないし、俺も服従させるつもりはない。むしろそれじゃ困るからな」

「どういう、いみ？」

　知識欲を前面に出し、真剣に尋ねてきたレウに、レイジはそそくさと体を起こして。

「それは──」

　そうして《英雄》レイジが語った内容は、〈幻魔族ストレーガ〉の姫クランレウ・シミシカを驚かせるのにあまりあるものだった──。








三章　ニートの調教









「今日こそ──今日こそ勝ってこの首輪を外してもらいます！」

　明くる日の朝。

　ノックと共に入室してきたティファリシアは、びしっと右手で首輪を指さす。

「あーうん。がんばれ」

　首輪どころかティファリシアすら見ず、ベッドに寝転がって手元のスマホをいじるレイジに、ぴくぴくと頬ほおを引きつらせた。

「く……っ、ふ、ふん……そうやって余裕ぶっていればいいんです。今日のわたしは本当にひと味違うんですから」

「んー？」

　そこでようやく顔をあげたレイジは。

「あー言われてみれば……下着の色がいつもと違う？」

　じっと、豊満な二つの膨らみを見つめる。

「な──なっ、な」

　顔を赤くしたティファリシアは、慌てて胸元を両手で隠す。

「慌てすぎ。隠してた左手のもの、見えてんぞ」

「──！」

　なにやら本らしきものを手にしていたティファリシアは、すぐにまたそれを背中に隠す。

「い、今のは、別に、今日の勝負と関係は──」

「それを何に使うかなんて、訊きいてないぞ？」

「…………う」

「ま、その様子じゃ今回も楽勝みたいだなー。さーて、今日はなにしてもらおうかな」

「──な、なにを言われようと絶対に、絶対に負けませんからっ！」

「勝つんじゃなかったのかよ」

「……え？」

「負けないのと勝つのは別のことだろ」

「～っ、もう屁へ理り屈くつで惑わされたりしません！　今日は必勝の【勝負】方法を考えてきたんですから!!」

　と、もう隠すのはやめたらしく左手の本を目の前に掲げるティファリシア。

　その本ではなく、彼女の余裕のない表情を見ながら、レイジはにやりと笑って。

「へえ、そりゃ楽しみだ」

　──数分後。

「……まあこうなるよなー」

　ティファリシアの必勝の【勝負】とやらにあっさり勝ったレイジは、敗北感と『罰ゲーム』の屈辱で震える少女を見下ろす。

「もうこれ言うの何回目かわからんけど──君フラグ回収うまいね？」

「うぅぅ……」

　言い返す元気もないらしく、うなだれたままのティファリシア。

　そこへさらなる追い打ちがかかる。

「失礼します。お部屋のお掃除に──……え？　ティファリシアお嬢さま……？」

　ノックと共に使用人が部屋に入ってきて。

「はぅっ!?」

「『よりによってこのタイミングで!?』とか思ってんだろうけど」

「ま、まさか──」

「いやー偶然って怖いなあ」

　空そら々ぞらしくレイジが言い、ティファリシアはゆっくりと使用人に振り返る。

　かのお嬢さまは床に手と膝ひざをつき、豊満な胸を揺らし。

　首には首輪、その先には鎖と──誰がどう見ても『プレイ』の最中で。




「……あの……なにを、なさって……？」




　その言葉はティファリシアにトドメをさした。

　薄く光る魔法陣が彼女に契約の履り行こうを強制する。

《大誓約魔法》の命じるままに、片手をあげ、引きつった笑みを浮かべたティファリシアは。




「──ご……ご主人様に、奉仕中です──みゃ♡」




　時が止まった。




　レイジはベッドの上で笑いを堪こらえ。

　ティファリシアは片手をあげたまま恥ずかしさで死にそうな顔をし。

　使用人は表情を失ったまま、なにも言わずにそっと部屋を出ていった。

　それは彼女の優しさだったのかそれ以外のなにかだったのか。

　どちらにせよ、言えることは。

「あ──ああ、あなたは！　鬼ですか悪魔ですかオークですかぁ!?」

「いいえ、ニートです」
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　そのまったく恥じることがないという表情に、ティファリシアは圧倒され、呆あつ気けにとられ、うなだれる。

「……っ、うう……なぜ、なぜ、あんな恥ずかしいことを、使用人に見せたりして……」

「もちろん、その必要があったからだな」

「なぜキメ顔!?」

　腕を組み、びしっとポーズを決めたレイジに、ティファリシアが突っ込み。

「なんの必要ですかっ、嫌がらせですかっ、当てつけですかっ、あなたの趣味ですか!?」

「まあそれもなくはない」

「こ、この……人でなし！」

「おいおいひでえなー。俺もこれで結構いろいろ考えてるんだよ？」

「ぅぅ……どうせひどいお仕置きの仕方とかでしょう……」

「まあそうなんだけど」

「────天にましますお母さま。どうかお願い致します。この悪あつ鬼き羅ら刹せつに天罰を……！」

　ついに祈りはじめたティファリシアに、レイジはため息をついて。

「いやいや最後まで聞けって。ほら、最近のお前、マッサージとかさせられるくらいのことは慣れちゃっただろ？　罰ゲームが嫌なことじゃなくなったらダメじゃん」

「それのなにが──」

「失敗して嫌なことが待ってるって思えなくなったら、学習しないだろ」

「…………え？」

　学習？

　つまり。

　彼は。

　──わたしのことを考えて罰を与えてくれている？

　そんなことを考えたティファリシアに。

「なにより、恥辱に顔を歪ゆがませる美少女エルフって最高だろ？」

　レイジは再びのキメ顔を見せて。

「──……あなたは最低の《英雄》、最低のにーとです」

「ありがとう」

「褒めてません！」

「ま、冗談はともかく。今回の【勝負】、発想はなかなかよかったぜ？」

　ティファリシアがレイジに挑んできた必勝の【勝負】とは、有り体に言えばこちらの世界の知識問題だった。

　それも本にしか載っていないような、こちらの世界の人間でさえ簡単には答えられないもの。

　当然、《万象の楽園アクアテラリウム》に来てまだたったひと月のレイジではまず答えられない──はずだったのだが。

「……でも、あなたはすらすらと答えていたじゃないですか。一つも間違えずに」

　拗すねたように言うティファリシアが、アンチョコにしていた本を恨みがましげに見る。

　そんな彼女に、レイジは片手に持ったスマホを軽く振ってみせた。

「そりゃまあ、ここに全部答え入ってたからな」

「……は？」

「さすがにその本と同じ内容見ながら間違える奴やつはいないだろ」

「な、なっ──同じ内容って」

「ん？　ああ写メだよ写メ。手打ちはさすがに無理」

「そ、そうではなく！　わざわざこの本をすべて写したというのですか!?」

「おいおい俺がこっちの世界来てどんだけ時間経たったと思ってんだよ？　ひと月だぞひと月。そんだけあれば城中の書物くらい全部コピって目を通せるわ」

　さらりと口にされたそんな言葉に、絶句する。

　ティファリシアにもスマホとその機能の一つである写メくらいはわかる。レイジがよく使っていたからだ。

　だが、彼が本の中身を写真で撮るような姿は一度も見たことがなかった。

　そして、その行為を目にしなかったことよりも、城中の何百冊とある本をすべて写していたという事実にただただ驚きよう愕がくせざるをえない。

「実際に使うときが来るかもわからないのに……」

「使ったじゃん今回」

「そ、そうですけど、でも──」

「何度も言ってるだろ。情報が勝敗を決める。──そもそもお前、今回の勝負、最初から最後まで全部自分で決めたと思ってんの？」

　もちろん、そのつもりだ。

　そのつもりだけれど。

　あらためて言われてみれば、なぜこのタイミングで本を使って問題を出そうと思ったのかと言えば──前日のレイジの言葉があったからだ。




　──勝つためなら手段を選ぶ必要はない。どんな卑ひ怯きような手も、勝利のためなら正当化される。禁止されていなければ道具を使ったとしても責められるいわれはない




　道具。卑怯な手。

　本を使ったこちらの世界の知識問題では、彼も答えられないのでは？

　その閃ひらめきが、発想が──

「ぜんぶ……今日この勝負を挑ませるため、だった……？」

「さー？」

　へらっと笑ったレイジは、軽く肩をすくめる。

「ま、それはそれとして。俺が今回勝った方法もあからさまなイカサマチーテイングだったわけだけど、そこは責めなくていいわけ？」

　以前までのティファリシアなら、負けたという事実を認めるより先に、レイジの手段の卑ひ怯きようさをあげつらっていただろう。

　だが。

「…………負けは、負けです」

　ぐっとなにかを堪こらえるように。

　手を握りしめ、床に視線を落としたティファリシアに、レイジは目を細める。

　どうやら毎日こんなことを続けていくうちに彼女も気づいたらしい。

　卑怯だとそしるその言葉は、思し慮りよの欠けた自らにそのまま返ってくるのだと。

　……状況は思った以上に順調に進んでいる。

　あとは──そうレイジが思いかけたそのとき。

「ですが」

　きっと顔をあげた彼女は、まっすぐレイジを見つめ、

「いつかきっと、あなたの掌てのひらの上から出て、堂々と勝利の宣言をしてみせます」

　それは。

　その表情は、彼女の意志の強さをなによりも表していて──

　意図して加虐的に笑ったレイジは、あらかじめ準備していた言葉を口に出す。

「ごたいそうな言葉だな」

　あくまで軽く。

　いつものふざけた調子で続ける。

「ああ、分不相応で壮大な願いは得意分野だったっけか。本来備わっているはずの力の代わりに、唯一持ち合わせているものだもんな」

「本来備わっているはずの、力……？」

「〈森霊族エルフ〉なら誰でも使えるはずのそれさえあれば、もっと【勝負】にも多様性が持たせられるだろ？」

「──まさか」

「どうした？　なにか訊ききたいことでもあるのか？　［劣血種アブセンス］のお姫さま」

　瞬間。

　ティファリシアのまとう空気が変わった。

　怒りでも哀かなしみでもなければ、無感情でも虚無感でもない。

　周囲のすべてを拒絶するような、強烈な孤立感。

「………………なぜ、あなたが、それを」

「逆に訊きくけどさ、なんで知られていないと思った？」

　城中の書物をチェックし、周囲の制止を振り切って城外にまで勝手に出かける《英雄》。

　集まってくる情報は当然膨大なものになる。

　ティファリシアの想像を超えるほどに。

「先代ティステル領主クレアリシア。お前の母親は聡そう明めいで、現国王〈森霊族〉《誓約者》ですら頼りにするほど有能極まりなかったらしいが、たった一つ決定的で重大な禁忌を犯した。──それは」

　ぴくりと反応するティファリシアの長い耳を見つめながら、レイジは言う。




「この世界で唯一魔法が使えず、他種族に隷れい従じゆうして生きる〈隷人族インフイルマ〉の男を夫としたんだ。そうして生まれた娘は持つべきはずの力も持たず、寄よる辺べとなる種族から見限られた。その娘──つまりお前は、〈森霊族〉と〈隷人族〉のハーフだ」




　異世界出身であるレイジにはわからないが、〈隷人族インフイルマ〉と子を生なすことは種族の垣根を越えて共通する最大の重罪であるらしい。

　国王の相談役であり、とある重要な役割を持つティファリシアの母クレアリシアは、極刑こそ免れたもの、その超一級の咎とがでこのような僻へき地ちへと追いやられた。

　クレアリシアが驚異的だったのは、そのような状況にあってなお、この領地を存続させるだけの政治力を持っていたということだ。

　彼女はティステルに生産力がないと知るや、独自のルートを使って隣のエンターラ〈獣妖族〉連合国との交易を成功させ、少なくはない使用人たちを養やしない、一人娘に王族にふさわしいまともな教育を施し、暮らしていくのに十分な蓄えを遺のこした。

　そう、彼女はすでにこの世にいない。

　カリスマだった母が亡くなり、ティファリシアが家か督とくを継いで以降、ティステルは目に見えて衰えていった。

　もとより、本国の援助もなく自活するのは無む理り筋すじの領地だったのだ。

　母親の政治力でどうにかしていたところで、彼女が亡くなってしまえば衰退は必至。

　クレアリシアが治めていた頃に比べて使用人の数は減り、エンターラとの付き合いもなくなりつつある。

「誰がどう見てもジリ貧ってやつだ。俺でも諦あきらめる。だが──お前は下を向かなかった」

　母の愛情をたっぷり受け、まっすぐ真面目まじめに育ったティファリシア・クリアグリンは〈森霊族エルフ〉に無視され〈獣妖族ベステイア〉に足元を見られても、卑屈にならず、ただ前を見続けた。

　母から継いだ遺志を成し遂げるために。

「そもそもお前の目的は二つ。一つは母親の汚名を雪そそぐこと。そしてもう一つは〈隷人族インフイルマ〉を救うこと」

〈隷人族インフイルマ〉を救う。

　それはクレアリシアの悲願で、この世界においては禁忌という言葉でも足りない妄想。

〈隷人族インフイルマ〉は《大誓約魔法》が成立する前からずっと続く、奴隷種族だ。魔法を持たないがゆえに圧倒的に劣っていて、他種族に頼って生きざるをえない。

　この世界で唯一完全敗北した種族。

　かの種族を救い、解放する──。

　その誇大妄想を、娘であり、［劣血種アブセンス］であるティファリシアは受け継いだ。

　母の切なる願い。そして消息不明となった〈隷人族インフイルマ〉の父のために。

「そうしてお前はゆるやかに死んでいく領地で必死に息をひそめながら、その準備をしてきた。王族の血を引く名ばかりの王位継承権を持つティファリシア・クリアグリンにできる、起死回生の一手。《英雄召喚》という最後の手段を」

《英雄召喚》には非常に複雑な儀式と特定の刻印を持つ人間──巫み女こが必要だ。

　儀式の方法はともかく、特定の刻印──『召喚の刻印』は、基本的に各種族同時代に一人ずつしか継承できず、単に王族の血を引いていれ適性があればいいというわけではない。

「だが、その難問をお前は簡単に超えることができた。なにせ、他ならぬクレアリシアが当代の巫女で、一人娘のお前にこっそりと『召喚の刻印』を継承したんだからな」

「──！　どうして……」

「尋ねる前に考える癖をつけろよ。……〈森霊族エルフ〉の《英雄》が長く不在のままだった理由、クレアリシアが絶対の禁忌を犯しながら辺境の地に追いやられるだけですんだ理由、そして正当な王家の者ではなく、《誓約者ルーラー》の姪めいが《英雄》を召喚できた状況。これらの裏を探れば、事実なんて勝手に浮き上がる」

「……………………そんなことができるのは、あなただけです」

　思わず愚痴るように言ったティファリシアに肩をすくめ、レイジは意図して軽く言う。

「ともあれ、お前は母親の企たくらんだとおり、無事《英雄》を召喚することができた」

《英雄》さえ喚よび出してしまえば、〈森霊族エルフ〉は召喚者テイフアリシアを無視できない。

　ほどなく〈森霊族エルフ〉はティファリシアとレイジをグランレム本国に呼ぶことになるだろう。

　腐ってもティファリシアは〈森霊族エルフ〉の王族だ。あとは功績さえあげれば、いくらでも出世の道はある──。

「──とか考えていたんだろうが、どっこい現実はそんなうまくいかない。喚び出した《英雄》はエリートニートさまで、やることと言えば主従関係の逆転と悠々自適のニート生活。当然その噂うわさを聞いた本国が俺らを呼ぶことはなく、憐あわれ、ティファリシアちゃんの計画は瓦が解かいしてしまったとさ。めでたしめでたし」

「それほとんどあなたのせいでしょう!?」

　いけしゃあしゃあと言ってのけたレイジにティファリシアが激しく突っ込む。

「どうかな」

　レイジは鋭く目を細める。

「たとえ俺がマジメに《英雄》をするつもりがあったとしても、〈森霊族エルフ〉がお前の功績を認めたと思うか？」

「それは…………わたしが、［劣血種アブセンス］だからですか」

「いいや。この俺、ニート《英雄》レイジ様が驚異の《運命力》ゼロで、《英雄》なら誰でも使えるはずの《偉能レアルタ》も使えないからだ！」

「……なぜ誇らしげに」

「いやほら、オンリーワンってよくない？」

「《偉能レアルタ》が使えなかったら普通の種族と一緒なんですが……」

　むしろ〈隷人族インフイルマ〉を除く種族が魔法を使えると考えれば、普通以下だ。

「──ふ、いつからニートが普通以上だと思っていた？」

「ダメさをさらにアピールしないでください……！」

「ちなみにそのダメ《英雄》を召喚したのはお前だからね？」

「う」

「しかも喚よび出せる《英雄》は召喚者巫女本人と共通点がなければ無理らしいじゃん？」

「うう……」

　レイジに対する失望と呆あきれがまとめて自分に返ってきて、ティファリシアは座ったままよろめく。

「やっぱりわたし自体に落ち度が……」

「ふはははは、どうだ、自分に対する不満をそっくりそのまま人に移し替える究極の責せき任にん転てん嫁かの味は！」

「最低です……この人最低すぎます……っ」

「ま、冗談はともかく。ようするに俺がこのひと月で調べた情報からすれば、割とお前絶望的状況だぜ、って話」

　ぴっとレイジに指をさされ、ティファリシアはその人差し指が本物の刃物かなにかのような錯覚をする。

　レイジが調べ上げ、考察し、指摘した事柄は、すべて的を射ていた。

　ティファリシア自身考えていたことだけでなく、無意識に見ないようにしていたことまで、かの《英雄》は残らず口に出し、その上でくだされた絶望的状況という判断に、なんの反論も思いつかない。

　彼の言うとおり、ティファリシアの置かれている場所は、断だん崖がい絶壁という言葉でも足りないのだろう。

　自身が［劣血種禁忌の存在］であるにもかかわらず、〈隷人族インフイルマ〉解放という誇大妄想を抱いている。

　その上、頼みの綱である《英雄》は《運命力》ゼロでやる気のかけらもない。

　この状況で絶望を抱かないとすれば、それはもう異常者とすら言える。

　無理。無謀。不可能。いくらでも言葉は尽くせる。







　────────けれど。







「それでも……それでも、わたしは──」

　顔をあげ、立ち上がった彼女が、先を続けようとしたそのとき。




　突然、部屋の天井に空が見え、そこに巨大な魔法陣が描かれた。




「え……!?」

　驚くティファリシアの前で、透過した天井の向こう、空に描かれた魔法陣の中に、次々と文字が表示されていく。

　レイジの目にも映るそれは。




「《英雄戦争》──〈獣妖族ベステイア〉ナポレオン・ボナパルトＶＳ〈森霊族エルフ〉ホウバミレイジ!?」




　ティファリシアの声によって、その驚きよう愕がくの内容をあらわにした。





　　　　◇◆◇










　　《英雄戦争》




　　〈獣妖族ベステイア〉ナポレオン・ボナパルト




　　　　ＶＳ




　　〈森霊族エルフ〉ホウバミレイジ







　　　　主戦場フイールド：ティステル

　　　勝利条件：敵《英雄》の討伐

　　　勝利報酬：ティステルの統とう治ち権









　突然はじまった《英雄戦争》。

　部屋を飛び出し、廊下を走り、直接空を見あげたティファリシアは、見間違いなどではなく、確かにそこに《英雄戦争》の概要が書かれているのを確認する。

「フィールドは……ティステル……勝利、報酬は──ティステルの統治権……」

　魔法陣の文字を読むたびに、彼女の声は小さくなっていく。

　そこにあるのは純粋な困惑だった。

　疑問はいくつもある。

　なぜ急に《英雄戦争》がはじまったのか。

　相手がどうして〈獣妖族ベステイア〉なのか。

　勝利報酬が〈獣妖族ベステイア〉だけでなく〈森霊族エルフ〉まで、どうしてティステルなのか──。

「なぜ……こんな、ことが……」

　そうつぶやいたティファリシアが、レイジを見てはっとなにかに気がついたように押し黙る。

　そのまま眉み間けんに皺しわを寄せているのは、深く考えこんでいるときの癖くせだ。

　──尋ねる前に考える癖をつけろ

　つい先ほどレイジが口にした言葉を早速実践しているらしい。

　その傾向に内心だけで笑みを浮かべて、レイジはあえて空そら々ぞらしく言う。

「なにが疑問なんだ？　口に出してみろよ」

「…………疑問は、たくさんありすぎて……」

「思いついた端からでいい。考えを口に出すことで整理にもなるだろ」

「では……まず対戦相手の謎なぞです。〈獣妖族ベステイア〉とは母の頃から友好的なお付き合いをしてきました。領主が私になってからは、その、少し距離を置かれましたけど、敵対するような間柄ではなかったはずです。それにティステルを今必要とする理由がわかりません」

「ずっとここが欲しかったけど前領主が邪魔でできなかった。今なら心おきなく奪えるし、そういうチャンスが現に巡ってきたから、で一応の説明は通るぞ」

「……それは……確かに〈獣妖族ベステイア〉からすれば筋が通るかもしれませんが、〈森霊族エルフ〉側の筋が通りません。《誓約者ルーラー》同士が契約を結ばなければ《英雄戦争》はできませんし、ここを主戦場にするのであれば、最低限事前の連絡があるはずです」

「だが、現実にはそれらはなく、《英雄戦争》がはじまった。なら少なくとも《誓約者ルーラー》同士の契約は確実に結ばれたってことだな」

「そ──そうだとすれば勝利報酬がおかしすぎます！　百歩譲って〈獣妖族ベステイア〉はティステルの支配権が欲しいで説明がつきますが、〈森霊族エルフ〉はすでに持っている支配権を賭かけているんですよ？　そもそも〈森霊族エルフ〉の《英雄》は現在あなたです。〈獣妖族ベステイア〉と戦って勝てるわけが──」

　そこまで言いかけて、ティファリシアがなにかを思いついたかのように止まる。

　やがてその目が大きく見開かれていって。

　レイジがその先を引ひき継つぐように言った。

「たとえば。非戦闘的な外交で失敗した〈森霊族エルフ〉が、〈獣妖族ベステイア〉に《英雄戦争》を拒否できない形で呑のまされたとして。不完全な《英雄》しかおらず、絶対に勝つことのできない〈森霊族エルフ〉はどうすればもっとも被害を小さくできる？」

　あたかも他人事のように。

「戦争はあくまで交渉手段だ。一国の《誓約者ルーラー》は冷徹に損得勘定をし、一つの領地に目をつけた。そこには役に立たない《英雄》と邪魔な王族がいる。おあつらえ向きに〈獣妖族ベステイア〉の領地と接している上、〈森霊族エルフ〉からしても失うことにそれほど痛みがない。むしろ邪魔なものをまとめて処分できてプラス収支がつくくらいだ」

「そん──な、こと──」

　感情的に。

　首を横に振りかけたティファリシアを遮さえぎって、レイジはことさら軽薄に言った。




「売られたんだよ、ようするに」




　ずん、と言葉が重みを持ったかのように、ティファリシアの肩が落ちる。

　そんな彼女を見ても、レイジは止まらない。

「それと、気づいてるか？　さっきから使用人が見当たらない」

　いつもなら掃除に炊事に洗濯にと、忙せわしなく動き回っている使用人たち。

　その姿は部屋の中ならともかく、外に出ればいやでも目にする。

　だが、今。

　中庭を見ても、厨ちゆう房ぼうを覗のぞいても、物見台から城外を見透かしても──彼らの一人も見つけられない。

　しん、と静まりかえっている。

　まるでこの城にいるのはティファリシアとレイジの二人だけだというかのように。

　ティファリシアが疑問を抱く前に、レイジがその推測を、答えを口にする。

「ここの使用人は〈隷人族インフイルマ〉だよな。そして本国にはここの何千倍も〈隷人族インフイルマ〉がいる。その本国の使用人が、この情報を事前にここの連中に伝えていたとしたら？　普通なら契約で主人は裏切れないが、ここの使用人が主従契約を結んでいたのはお前の母ってのもポイントになりそうだな」

　娘であるティファリシアに契約の《大誓約魔法》による強制力はない。

　未来のない主人を捨てて。

　別の土地へ行くのは、使用人の自由だ。

「…………」

　震えるティファリシアの耳に聞こえてきたのは、たくさんの怒号と足音。

　すでに《英雄戦争》の火ぶたは切って落とされている。

　戦場として設定されたティステル領内に入りこんだ〈獣妖族ベステイア〉は、なんの抵抗もうけないがゆえにあっというまに本丸であるこの城を囲み。

　レイジたちの眼下にまで迫ってきていて。

「──」

　ティファリシアは力が抜けたようにその場に膝ひざをついた。

　彼女を支えるものは、もうなにもない。

　祖国には売られ。

　使用人には見限られ。

　現実として敵に蹂じゆう躙りんされる。

　絶対的な絶望に、手をつき、頭こうべを垂れ、顔を伏せた彼女の。

　その耳元に。

　レイジはそっとささやいた。

「もう諦あきらめれば？」

　無慈悲な悪魔の言葉。

　追い打ちにすらならないそれは、彼女になんの選択の余地もないことを冷徹に告げる。

　終わったのだ。

　母の理想も、父への希望も。

　ここで、潰ついえる。







　────────けれど。







「諦め、ません」







　弱々しく。

　今にも折れそうで。

　絞り出しただけのその声は。

　まっすぐに──彼女の想おもいを示す。

「たとえ、ここでお母様の……ティステルを奪われ、住む場所をなくして、立場をなくして、誰もついてこず、すべてを失ったとしても──わたしには、まだ、この命があります」

　命ある限り、目標を捨てることなんてできない。

　だって、それは。

　その願いは、ティファリシアの生そのものなのだから。

　だから、それ以外のあらゆるものを失っても。

「私は──前を見続けます」

　その真しん摯しな言葉。

　決して怯ひるまない決意。

　想い以外のなにもない無謀さに。




「──くっくっくっく」




　レイジは笑う。

　笑って。笑って。

　凄せい絶ぜつに笑って──言った。




「その言葉が聞きたかったんだよ」




　──ずっと。

　ずっと、レイジはティファリシア・クリアグリンを見ていた。

　彼女がどこまで本気なのか、試し続けていた。

　妄想は誰でも抱ける。

　妄言は誰でも言える。

　だがそれらをやり遂げる覚悟と意志は──誰でも持てるわけではない。

「普通の奴やつは知らんと思うが──自由人ニートやるのだって相当の覚悟と意志がいるんだぜ？」

「……は？」

　急になにを。

　そう言いたげなティファリシアに、軽く肩をすくめて。

「ようするに無知で無謀で向こう見ずなあんたの力になってやるって言ったんだよ。ご主人様」

　馬鹿みたいに晴れた青空の下で。

　ぱちくりまばたくティファリシアにそう宣言すると。

　レイジは城下に群がる敵を見おろし。

「てなわけで、とりあえず──」

　ニタリと笑って、言った。




「降参だ」





　　　　◇◆◇






《英雄戦争》において。

　勝利条件である《英雄》の討伐は、相手の刻印を奪う刻印に触れることで達成される。それは、旧《誓約戦争》における種族の旗を奪うことに対応しており、相手を屈服させた証明になるからだ。

　よって、当事者である《英雄》が刻印を差し出すに等しいその宣告をするのは十分に有効とされている。

　──つまるところ、ようするに。





　　　勝者：〈獣妖族ベステイア〉ナポレオン・ボナパルト

　　　敗者：〈森霊族エルフ〉ホウバミレイジ






　上空の魔法陣が示したその文字に。

「おー、結果が出るのは一瞬なんだな。すげえすげえ」

「あ、あ──あああなたはなにをしているんですかっ!?」

　立ち上がり、胸元を掴つかみあげんばかりに詰め寄ってきたティファリシアに、レイジはのんきに空を見あげた格好のまま言う。

「えー？　なにがー？」

「なにがではなく!!　今ので《英雄戦争》は終わってしまったんですよ？　敗北が確定してしまったんですよ!?」

「あーうん、それは上見ればわかるわ」

「そういうことを言っているのではなく……！」

「んじゃ逆に訊きくけどさ。この状況でどうやったらあいつらに勝てたと思う？」

　親指で城下の〈獣妖族ベステイア〉たちを指したレイジに、ティファリシアは途端に勢いを失った。

「そ、それは……」

「まさか、全部俺頼みってわけじゃないよな」

　図星をつかれたように顔を赤くした彼女に、レイジは口元だけを緩ませて。

「おいおいらしくねえなー。人に頼りきるなんて、本来のお前の趣味じゃないだろ。──つーか、俺がいつ負けたって言った？」

「え……？　降参って──」

「そりゃ《英雄戦争》だけの話だ。〝すべてを失ってもいい〟んだろ？　なら」

　言いながら、体の向きを変えたレイジは。

「〈森霊族〉という種族寄る辺だって失ってもいいよな」

　力一杯息を吸って。

　大音声で、頭上の《大誓約魔法キユーブ》に、城下の〈獣妖族ベステイア〉に向かって、言い放った。




「ティファリシア・クリアグリンは、今ここに〈隷人族インフイルマ〉たちを解放する国──〈解放者寄る辺なき者たち〉の国を建国する!!」




　静寂と、沈黙。

[image: ]

　この場にいる誰もが呆ぼう然ぜんとせざるをえない、途方もない宣言は。




「だからまあ──さっさと出ていってくれる？」




　しっしっと笑顔で追い払うような仕草を見せるレイジに。

「────ふ──ふざけるなああああ!!」

「馬鹿にしてんのか!?」「誰に向かって言ってんだ!!」「勝ったのはどっちだと思ってる!?」「寝言は寝て言え!!」「引きずり回すぞ!?」

　いっせいに噴出する怒号、罵ば声せい、エトセトラ。

　それら〈獣妖族ベステイア〉のブーイングを、レイジは心地よいサウンドとでも感じているかのような表情で聞き流す。

　そんな態度が昂たかぶっていた彼らの感情を逆さか撫なでし、ついに強制的な武力行使へとつなげた。

　元々攻城戦に入ろうとしていた彼らは、中断していた作業を再開する。

「あーやめておいたほうがいいと思うぜ？」

　レイジの忠告など聞く耳持たず、閉じていた門扉へとっておきの一撃をかまし──

　瞬間。

　魔法陣が広がって、攻撃を仕掛けた彼らは残らず数メートル吹き飛んだ。

「「なっ!?」」

《大誓約魔法》下における、強制防御魔法の発動。

　その効力をしっかりと確認して、レイジは驚きに声を失う彼らを悠々と眺める。

「だから言ったじゃん。《英雄戦争》時でもないのに、そんな無秩序な暴力振るったら、《大誓約魔法》ちゃんに怒られちゃうよー？」

「な──なにを妄言を！　貴様はその《英雄戦争》でたった今降参したではないか!!」

「あーうん。確かに降参したねー。んでその結果〈森霊族エルフ〉は負けて〈獣妖族ベステイア〉は勝った。賭かけられてたのはティステルの統とう治ち権だったから、ここはもう〈獣妖族ベステイア〉の土地になってるだろうね。──で？」

「は……？　……い、いやだから、貴様ら〈森霊族エルフ〉はさっさと──」

「え？　〈森霊族エルフ〉って誰のこと？」

　にやにやと笑うレイジは、ようやくコトの重大さに気づいたらしい〈獣妖族ベステイア〉を見ながら言う。

「ほらほらよく考えてみ。ここは名目上〈獣妖族あんたたち〉の土地になったのかもしれない。でもさ、〈獣妖族ベステイア〉は今現に居座ってる俺たちをどうやって排除すんの？」

　ティステルを賭けた戦いに勝利した以上、この土地の統とう治ち権は〈獣妖族ベステイア〉が持っているのだろう。

　だがそこに建つ城に関しては別の話だ。

　事前に城の所有権も自動的に譲るという合意があったのならともかく、今回の件は〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》が一方的に決めた、ティファリシアにとっては寝耳に水の事態。

　つまりティステル城はあくまでティファリシアの所有物のままだ。

　したがって《英雄戦争》が終結した以上、それを害がいする目的での介入は何なん人ぴとたりとも許されない。無む理り矢や理り実行しようとすれば《大誓約魔法》の強制防御魔法が発動する。

　つまり、現状においてレイジたちの不法占拠を咎とがめる方法が存在しない。

「ば──馬鹿か貴様、こんなこと〈森霊族エルフ〉に訴うつたえれば──」

「馬鹿はお前だろ。さっきの俺の宣言聞いてなかった？」

〈隷人族インフイルマ〉を解放する国──〈解放者〉の建国宣言。

　そう、レイジたちはもう〈森霊族エルフ〉と関係がない。

　もちろん、それは名目だけのものだ。だから〈獣妖族ベステイア〉はそれでも話が違うと訴えることはできる。だが、同じように〈森霊族〉もまたそんなことは知らないと白を切ることができる。悪いのはすべて［劣血種テイフアリシア］だと言い逃れることができてしまう。

　本来、まともな国を持つ種族同士の争いでこのようなことは起こらない。

　それは彼らの背後には明確な《誓約者後ろ盾》が存在し、種族同士の付き合いはその後も存在するから、いわば国同士のメンツにおいて約束が担保されるのだ。

　だからどのような感情があろうと、戦いの後には握手を交わし、勝敗はその場限りのものとしなければならない。

　だが、〈隷人族インフイルマ〉は違う。彼らが勝敗を反ほ故ごにするような行いをし、種族に責任を問おうとしても、その立場の人間はいない。

　それが問題にならなかったのは、〈隷人族インフイルマ〉が各種族と《英雄戦争》をするような事態がまったく想定されていなかったから。

　いわば他の種族に隷属することで生きる彼らが、蔑ないがしろにされ、忘れられていたからこその穴を、レイジは突いたのだ。

「馬鹿な……〈隷人族インフイルマ〉の国など認められるわけが──」

「ああ、あんた建国ってのがどういうものか知らないの？　なんか儀式とか調印とかそういうの必要だと思った？　──残念、言ったもん勝ちなんだよこういうのは。事実あれにも認められてるだろ」

　親指で頭上の《六面魔法体キユーブ》を指さしたレイジは、薄い笑みを浮かべて。

「それと〈隷人族インフイルマ〉じゃなくて〈解放者〉の国ね？　そこんとこよろしく」

「──っ」

　為なすすべなく、悔しげに歯は噛がみする彼らは、やがて口々に恨み言を繰りながら渋々引き上げていく。

　そうしてその最後の一人の姿が完全に見えなくなったところで。

「──はいよお待たせ。もう出てきていいぜ」

　レイジのその言葉を合図に、そこかしこから使用人たちがわらわらと現れた。

「ティファリシアお嬢さま……」「お嬢さま……ご無事で……！」

「あ……な、なんで……逃げたんじゃ……」

「いいえいいえ……！　逃げるだなんてとんでもない！」

　使用人の一人が感極まったようにティファリシアに抱きつくのを合図に、他の使用人たちも彼女の傍そばに集まってくる。

「あらかじめ声をかけてたんだよ。万が一戦いになったときの可能性を考えて、裏手の森に──って言えば聞こえはいいけどな。ま、いざってときの保険だ」

　しれっと口にしたレイジの声など聞こえていないように、使用人たちと再会を喜び合うティファリシア。

　その今にも泣いてしまいそうなくしゃくしゃな顔にため息をついて、レイジは少し間を置いてから言った。

「まだ感動には早いだろ。ほれ、気づくことが他にもあるんじゃねーか？」

「ほ、他にも……？」

　顔をあげたティファリシアは、きょろきょろと周囲を見まわして、すぐにそのことに気づいた。

「ティファリシアお嬢さま……お久しゅうございます」

　恭うやうやしく頭を下げた初老の男。そして彼の背後に整列した、年かさの人間たち。

「え……あ、あなたたち……」

　それは、クレアリシアからティファリシアに領主が変わった際に暇いとまを出さざるを得なかった、あるいは自ら察してここを去っていった、かつての使用人たち。

「お嬢さまがクレアリシア様のご遺志をお継ぎになる決断を下したと聞き及び、微力ながら参上致しました」

　クレアリシア母の遺志を継ぐ決断。力添えを申し出た使用人。

　そこからティファリシアは、レイジが先ほど行ったとてつもない宣言を思いだし、彼がこの状況を意図的に起こしたのだと気づく。

「いつから……こんなことを」

　思わずそんなつぶやきを口にしたティファリシアに、レイジはいつものようにへらっと笑って。

「最初から」

　さも簡単そうに彼は言う。

「言っただろ？　勝負の結果というものは始まる前から決まってる。そのために必要なのは情報だ。ひと月の間の主従逆転ニート生活、その大半を情報収集に費やしてきたんだから、これくらいのことで驚かれても困るわー」

「──!?　ずっと一緒にいたのに、そんな動きは全然──」

「そりゃまあ……そのほとんどは俺が直接動いていたわけじゃないからな」

　ほんの一瞬。

　レイジの表情に苦みのようなものが交じり、無意識に自身の影へと視線を落とした、そのとき。




　その影の中から、少女が現れた。




「「な──!?」」

　使用人やティファリシアだけでなく、レイジまで驚きよう愕がくするその前で。

　黒いローブに包まれた銀髪の少女──レウは、ふわりと浮き上がり、薄い胸を張ると。

「……そのほとんどは、私のしごと」

　人形のように整ととのった顔にはわずかな感情も浮かばなかったが、彼女を包むローブがそこはかとなく誇らしげにうごめく。

「──いやいやなんで出てきたお前！」

　普通に突っ込んだレイジに、レウが答えようとして。

「〈幻魔族ストレーガ〉!?」

　ティファリシアに遮さえぎられる。

　銀髪紅眼という、幽鬼のような特徴的な外見の少女。

　太古の［七滅戦セブンス］の引き金となり、現在も表舞台に出ることはまずない、ほとんどの種族にとって謎なぞに包まれた〈幻魔族ストレーガ〉。

「ど、どうして〈幻魔族ストレーガ〉と……」

　後あと退ずさるティファリシアと、露骨に恐怖の表情を浮かべる使用人たち。

「あーそりゃまあそうなるよな……」

　レイジが書物や使用人たちから聞いた話によると、〈幻魔族ストレーガ〉は得体の知れない恐怖の対象として捉とらえられていることが多かった。子供をしつけたり、寝かしつける際の脅し文句などに使われてすらいる。

　そんな存在と、〈森霊族エルフ〉の《英雄》がどうやって知り合ったのか、誰だって疑問に思うだろう。

　レイジはガリガリと頭をかくと、一度ため息をついて。

「話すと長くなるんだが、ごく簡単に言うと、まあ──拾った」

「……は？」

「拾ったんだよ。向こうで」

　そう言って指さした先は城の裏手。

「ふざけないでください……！　今は真面目まじめな話を──」

「ひろわれた」

　今度はレウがティファリシアの声を遮さえぎり、

「だから、わたしはレイジの──ご主人さまのどれい」

　ふわりとレイジに抱きつく。

　その際、黒のローブが剥はがれ、彼女が下着同然の姿であることがあらわになると共に。

「契約の刻印……」

　彼女の太ももには、はっきりと《咲き誇る六花》の刻印が浮いていた。

「まさか本当に契約を……？　ど、どういうことですか」

「……レウお前マジでな」

「ご主人さまのどれいだから──こんなこともできる」

「ば──むぐっ」

　目の前で口づけをしてみせたレウに。

「────」

　ティファリシアが凍りつき。

「──っ、……だぁ！　だからそういうことはやめろって言ってんだろ！」

　しかしその行為は使用人たちを別の意味で沸き立たせた。

「ほ、本当にあの〈幻魔族ストレーガ〉を従えていらっしゃる……」「す、すごい！」「確か〈幻魔族ストレーガ〉は他の種族を寄せつけない強力な魔法が使えたんじゃ」「これなら正面から戦って勝つことも──！」




「あー盛り上がってるところ悪いが、それはない」




「……え？」

　にわかに盛り上がっていた使用人たちが、いっせいにレイジに注目する。

　彼らを前に、レイジはやれやれと言いたげに頭をかいて。

「あのなあ、新しく種族に囚とらわれない国を作るって言ってるのに〈幻魔族ストレーガ〉の力だけで勝ってどうする？　そんなもの仮に為なしえたとしても第二の〈幻魔族ストレーガ〉の国を作るだけじゃねえか。だから戦うならあくまで〈隷人族インフイルマ〉たちをメインに、魔法を使わないやり方で、だ」

「で、でも、使えるのなら使ったほうが──」

「と、そんなことを言う奴やつらが出てくることを予期して、あらかじめこいつ──レウとは魔法を使わせない契約を結んでる。……一応言っとくとそのための主従契約だからな」

　最後の言葉はティファリシアに向けたもので。

「というめいもく」

　レウがそう付け加えたことで、レイジは顔を覆おおう。

「……けど、それなら逆に〈幻魔族ストレーガ〉は邪魔になるんじゃ？」「……確かに」「ティファリシアさまと違って我々と同じ血が入っているわけでもないし……」

「はい、それも言われると思ってた」

　パンと手を打ったレイジは、両手をくっつけたまま言う。

「俺はなにを作ると言った？　〈解放者〉の国だ。あんたたちが慕ったクレアリシアの言葉を思いだしてみろよ。〈隷人族インフイルマ〉の解放をうたっても〈隷人族インフイルマ〉の国を作ろうとは決して言わなかったはずだ」

「…………確かに」

「それはクレアリシアがわかってたからだ。そんなもの作ったところで意味がないことを」

「意味が、ない……？」

「国を作れば国家間での争いは必ず生まれる。争いは勝者と敗者を必然的に生み出す。その敗者はいずれ今の〈隷人族インフイルマ〉と同じ末路を辿たどる。クレアリシアがなくしたかったのはそういう敗者を生み出す構造そのものだ。だから〈隷人族インフイルマ〉の国を作ろうとは言わなかった」

　そして、その理屈なら〈幻魔族ストレーガ〉であるレウがこちら側の陣営にいることにも問題はなくなる。

「もちろん勝算なしに言ってるわけじゃない。なにせ〈隷人族インフイルマ〉は世界中にいる。全員が全員この国に集まれるってわけじゃないが、数の暴力は俺の世界では最強の力だったぜ？　それに──なにも持っていないからこその強みってのもある」

　しん、と静まり返った使用人たちが完全に納得しているとは思えない。

　だが、それでも納得してもらう必要がある。

　レイジは口を閉ざしたままだった、彼らの代表──ティファリシアに水を向ける。

「納得いったか？」

「…………納得はいきません」

　──ダメか。

　もう一度ため息をつきそうになったレイジは、彼女が決意の眼まな差ざしを向けていることに気づいて。

「納得はいきませんが……今のわたしに──わたしたちに必要なのは納得ではないこともわかっています」

　その言葉に。

　彼女の表情に。

　レイジは震えるような確信を得る。

「──わかってんじゃん」

　口元に浮かぶのは、抑えようのない笑み。

　それはハッキングに成功したときのような、相手の行動を完全に手中に収めたときのような、得も言われぬ興奮を伴ともなった感覚。

　その体の芯から湧わき上がる最上の悦よろこびに一瞬だけ浸ひたって。

　すぐにまた気だるげにへらっと笑ってみせる。

「ちなみにその国の《誓約者ルーラー》はお前だからな。んで、俺はその裏でニートをやる」

「……は？　にーと？」

「え？　なんのために力を貸すと思ってんの？」

「ま……まさか……まさか……！」

「この世界を統一した誓約者ルーラーの裏でなら、やりたいことはなんでもできるし、やりたくないことは絶対にやらないですむ──つまり最高のニート環境が整ととのう！」

　力強く拳こぶしを握りしめ、最低の願いを堂々と口にした《英雄》は、

「ま、そんなわけで俺のためにがんばってな」

　ぽんと肩を叩たたいてきて。

　元〈森霊族エルフ〉の王族の少女は、震える体から渾こん身しんの力を振り絞って言った。

「あなたは──本当に、ほっんとーにっ、最っ低です!!」








四章　ニートと《英雄》









　翌日。

　ひとまずの勝利と新たな展望を得たティファリシアたち〈解放者〉の国は、束つかの間まの平穏を得る──かと思いきや。

　予想だにしない展開が待ちうけていた。




〈獣妖族ベステイア〉が〈解放者〉に対して《英雄戦争》を仕掛けてきたのだ。




「そんな馬鹿な……！」

　謁見の間で使用人たちと話をしていたティファリシアは、上空に広がる魔法陣を見やりながら信じられないという面持ちでつぶやく。




〈獣妖族ベステイア〉ナポレオン・ボナパルト


ＶＳ



〈解放者〉ホウバミレイジ





　主戦場：ティステル




勝利条件：敵《英雄》の討伐

勝利報酬：〈獣妖族ベステイア〉ティステル城の統とう治ち権




〈解放者〉ティステル城の統治権









「お、お嬢様……！」「そ、そんな」「《英雄戦争》をお受けになられたのですか!?」「なぜこのような無む茶ちやを──」

「ち、違……わたしは承認していません……！」

　一瞬にして大混乱に陥おちいる城内で、ティファリシアは使用人たち以上に混乱する。

《英雄戦争》は《誓約者ルーラー》間の合意がなければ決して起こることがない。

　それは《大誓約魔法》において保ほ証しようされている。

　そして現状、〈隷人族インフイルマ〉──〈解放者〉の国の《誓約者ルーラー》はティファリシアだ。

　少なくともこの城にいる人間たちはそう思っているはずだ。

　では、そのティファリシア自身が合意どころか、対戦を申し込まれた覚おぼえすらないのに、《英雄戦争》が起きたのはなぜか──？

　思考はそこで袋小路に行き着き、先に進むことがない。

　あとに残るのは単純な言葉の羅列。

　なぜ。どうして。わからない──。

　混乱するティファリシアが無意識に傍かたわらの《英雄》を見ようとしたそのとき。




「──あらあらお困りみたいですわね」




　その声は。

　さして大きかったわけでも、奇き異いであったわけでもない。

　にもかかわらず、一瞬でこの場にいる人間の口を閉ざし、すべての注目を声の主へと向けさせた。

　謁見の間の入り口。

　いつの間にか、そこに小柄な少女が立っている。

　燃え立つ赤い髪と、白と金を基調としたミニのドレス。

　年は十を少し超えたところといった風なのに、幼さの残る顔に浮かべた笑みは泰たい然ぜんとしていて、女王のような威厳を感じさせる。

　そして、なによりも──

「な……」

　とあることに気づいたティファリシアは、どうして彼女の声が力を持っていたのか、幼いその姿に途方もなく威圧されるのか──たちどころに理解する。

　その事実を周知する前に、赤髪の少女はゆっくりとこちらに向かって歩いてきた。

《英雄戦争》時に謁見の間に現れた侵入者。

　それもまっすぐにレイジとティファリシアに向かって歩く彼女に。

「──」

　黒のローブを翻らせたレウが立ちふさがろうとするが。

「【邪魔しないでくださる】？」

　瞬間、少女の額ひたいに刻印が浮かび、魔法陣が出現すると同時に、ぴたりとレウの動きを止める。

　そのまま止まったままのレウに微笑ほほえみかけ、

「あら。魔法も使わず直接襲いかかるだなんて、本当に力を封印されていらっしゃるのね」

　そう言って周囲を見回した彼女は、レウの動きに触発されて構えをとっていた使用人たちにも告げる。

「【あなたがたも】」

　同じように不自然に体を固まらせる彼らを見て。

　ティファリシアは驚嘆と共につぶやいた。

「《偉能レアルタ》──」

　額に浮いた《協調する五牙〈獣妖族〉》の刻印、隠しようもない莫ばく大だいな《運命力》、そして〈幻魔族ストレーガ〉の姫でさえたった一言で行動を制限してしまう強力な《偉能レアルタ》──もう間違いない。

　彼女は。彼女こそは──

「……あんたが〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》か？」

　目の前。ほんの数メートル先で止まった少女に、レイジが確認するように訊きいて。

　彼女はその言葉にはうなずかないまま言った。

「お初にお目にかかりますわ。〈森霊族エルフ〉──いえ、今は〈隷人族インフイルマ〉……〈解放者〉の《英雄》でしたかしら？　ホウバミレイジさま」

　そっとドレスの裾すそをつまみ、優雅に一礼。

　その洗練された仕草に目を奪われたのも一瞬。

　ティファリシアはレイジの異変に気がつく。

　どんなときも飄ひよう々ひようとしている彼が、らしくなく眉まゆをひそめていたのだ。

　視線は上空の魔法陣と目の前の少女を行き来し、そこにある差異のようなものに疑問を感じているように思える。

　こんなレイジは、今までに見たことがない。

　ティファリシアの知るニート英雄レイジは、だらしなさと気だるさとどんなときにも動じない図太さだけで構成された人間だったはずなのに。

　今〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》を前にして、困惑している。

　確かに彼女は《英雄》としてありえない、幼い少女という容姿をしている。

　だがその見かけと裏腹の莫ばく大だいな《運命力》は、どうしようもなく彼女が〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》だと物語っていて──

　とそこまで考えたところで。

　気づく。

「え？　〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》？」

　上空の魔法陣にもあるように、〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》とはナポレオン・ボナパルトに他ならない。

　だが、ティファリシアが聞き及んでいる《英雄》ナポレオン・ボナパルトとは、《英雄》としては比較的よく見かける、種族の先頭に立って軍を率いるタイプの屈強な中年の男性だった。

　目の前の少女とは似ても似つかない。

「あら、どうかされまして？」

　目を細め、口元に年相応に見える無邪気な笑みを浮かべた少女が白々しく訊きいてきて。

　レイジがいっそう険しい表情を浮かべたのも束つかの間ま、すぐに人を食ったように笑う。

「いやいやなんでこんなことになったのかさっぱりわからなくてな。ひょっとして《英雄戦争》もあんたが起こしたとか？」

「ええ──【そこのあなた、わたくしの椅い子すにおなりなさい】」

　少女に指さされた使用人は一度戸惑うように首を傾かしげると、自らの意図と関係なく体が動くことに驚きよう愕がくする。

　そうして少女は、目の前で四よつん這ばいになった使用人の背中に腰掛けると、優雅に笑う。

「この通り、わたくしの《偉能レアルタ》はどんな不可能事も可能にできますの」

「……だから、身代わりを《英雄》に仕立てあげることも、《誓約者ルーラー》なしに《英雄戦争》を起こすこともできた、と」

「理解が早くて助かりますわ」

　余裕の微笑ほほえみを崩さない少女に、ティファリシアは驚愕する。

「で、では、この人が本物の〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》ナポレオン──」

「それはないな」

「……え？」

　ティファリシアの疑問には答えず、レイジはへらっと笑いながら続ける。

「で。そのなんでもできる〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》さまが、いったいなにをしに？」

　わざとらしく肩をすくめたレイジに、少女は微笑ほほえみ、




「もちろん、ここを征圧しに」




　わたくし一人で──。

　付け加えられた言葉を聞いた瞬間、ティファリシアは彼女の口元に浮かべられた笑みが嗜し虐ぎやく的に歪ゆがんだ気がして、背筋を冷たくした。

　こんな小さな少女が。たった一人で。

　その字面だけなら、ティファリシアとて『そんな馬鹿なことできるわけがない』と思ったことだろう。

　だが、莫ばく大だいな《運命力》を持った《英雄》が単独で征せい圧あつしに来たというのは、ハッタリでもなんでもない。

　理性ではなく、肉体がどうしようもなくそう理解してしまう。

　そんな空気を理解しているのか、少女はゆっくりとレイジたちを指さし。

「あなた──いえ、あなたたちはやりすぎましたわ。〈獣妖族ベステイア〉の地を不法占拠し〈隷人族インフイルマ〉──〈解放者〉の建国宣言。どれだけ温厚な種族でもカチンときてしまいますわよ？」

　小首を傾かしげ、可愛かわいらしく口にする仕草。
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　本来なら微笑ほほえましいはずのその行動が、この上なく空恐ろしい。

　それはティファリシアだけでなく、この場で彼女の力に呑のみ込まれている人間全員の総意。

「そういうわけで、今から征圧させていただきますわね」

　屈託のない言葉とは裏腹に、その途方もない気概。圧力。

《英雄》の《英雄》たる所以ゆえんを目の当たりにして。

　言葉を、失う。呑み込まれる──空気の中で。




「──くっはっ、あはははははははっ」




　ただ一人。彼女の威圧をまったく意に介さなかったレイジが、笑う。

　笑う。笑う。

　心から。腹の底から。

　笑って笑って──静かに、言った。




「やってみろよ、やれるもんならな」




　それは明確な挑発。

　ただ相手の神経を逆なでするためだけに発せられた言葉。

　そうだと理解した瞬間、その場にいる者は総じて戦せん慄りつし、思った。

　──終わった。

　なぜ、レイジがそんなことを言ったのか。

　心から理解できず、場合によっては憤りさえ感じて、彼を見つめ──

　そのどこまでも冷え切った眼まな差ざしに、目を見開く。

　冷徹な視線はただ少女だけに向けられ。

　投げやりに、つぶやかれる。

「つーかさ、その程度のハッタリで終わらせられると本気で思ってんの？」

「………………ハッ、タリ？」

　ティファリシアのつぶやきに、少女は悲しそうに眉まゆをひそめ。

「あらあら、それは心外ですわ」

　一転して寒々しい笑みを浮かべる。

「わたくしにあなたが倒せないと？」

「なわけねーじゃん」

　即座の否定。

　さも当然のように、レイジはさらりと続ける。

「ここにいる奴やつらを操って俺を押さえつければ、あんたは簡単に俺の刻印を奪える。刻印を奪われればこの《英雄戦争》は〈獣妖族ベステイア〉の勝ちだ。余裕にもほどがあるだろ」

「え……そ、それはつまり」

「ま、こっちからすれば詰んでるってやつだな」

「な──」

「普通ならな」

　にやりと笑って、レイジはどういうことかと問いたげなティファリシアにやんわりと言う。

「よく考えてみろよ。そもそも勝かち確かくの《英雄戦争》に、本物の〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》さまがどうして直接ここに乗り込んでくる必要があった？」

「それは……勝利が確実だからこそ危険はないと」

「替え玉使用なんつーとんでもない秘密を明らかにしてるのに？　これを別の種族にリークしたら〈獣妖族ベステイア〉にとってはリスク以外のなにものでもないんじゃねーの」

「あ──」

　そうだ。あまりにあっさりと明かされたのと、それ以上に彼女の圧倒的な《運命力》のせいで忘れかけていたが、確かにその情報は相当に重要であったはずだ。

「差し出がましいことですけれど」

　ティファリシアの疑問に答えるように、少女が静かに声を挟む。

「わたくしの能力をお忘れかしら？」

　視線を外に向けた彼女は「【おすわり】」その一言で、使用人の一人をその場に座らせてみせ──

「はいそれ」

　レイジに指さされる。

「それが普通なら詰んでるのに、現に詰んでない理由な」

　呆ほうけるティファリシアから、意味深な笑みを浮かべる少女へ。

　視線を移したレイジは、薄く笑う。




「不可能事を可能にするというあんたの《偉能レアルタ》は、知性を持つ存在のみを対象とし、かつそいつがあんたに対して恐怖や畏怖といった感情を抱いていなければ発動できないんだろ？」




「…………は？　感情が、条件……？」

　少女の代わりに言葉を発したティファリシアに。

　レイジは言う。

「気づかなかったか？　登場の仕方、能力の使い方、言い回し、こいつがしてたのはずっと威圧行為──自分を大きく見せるためのハッタリだ。もちろん無意味にそんなことをするわけがない。当然理由がある」

　その理由は──

「俺に《偉能レアルタ》を使うため。もっと言えば、《偉能レアルタ》を使って自分の存在を公おおやけにさせないためだな。ま、こっちの世界の奴やつは無条件で《英雄》を畏い怖ふしてるし、こいつの《運命力》とやらは俺でもわかるくらいに絶大だ。元々条件は十分に──」

「ちょ……ちょっと待ってください！」

　思考が、追いつかない。

　胸に手を当てたティファリシアは、動どう悸きが激しくなっていることに気づいて、深く深呼吸する。

　そうして震える声で訊きいた。

「なぜ……なぜ、《偉能レアルタ》にそのような条件があるとわかったんですか……？」

「逆に考えてみろよ。無条件に使えるのなら、どうして《英雄戦争》なんて起こす必要があった？」

「それは……で、ですが、結局なぜ《英雄戦争》が起きたのかも──」

「《英雄》の替え玉」

「え？」

「《英雄》の替え玉を作れるのに、どうして《誓約者ルーラー》の替え玉は作れないと思う？」

　その発想の着眼に。

　ティファリシアは目を見開き。

「ま、細かい理屈は省くが──それらを加味した上で、《偉能レアルタ》を使ったシーンを思い返してみろよ。人間以外に使えると思うか？」

　すべて疑問の形で提示された言葉は。

　疑いようもなく答えが出ていて。

「ここまでくれば感情が発動の条件で、そのためにハッタリを使っていたのだと絞れた理由も自おのずと明らかになるよな」

　促されるような視線に、ティファリシアは無意識にその言葉を口にしていた。

「《偉能レアルタ》があなたに使えるのなら、すでに使っている……」

　使用人たちに使ったのと同じように。

　最初からレイジに使えるのなら、使わない理由がない──。

　ふっと息を抜くような笑みをもらしたレイジは、まっすぐに少女を見る。

「ま、一度目の《英雄戦争》が効いてたんだろうな。あの出来レースで〈獣妖族ベステイア〉は勝ったにもかかわらず、奪った領地を不法占拠された上、〈解放者〉の建国宣言を許すという大失態を犯した。おおかた焦って次は確実を期きせとか言われたんだろ」

「焦った……？」

　怒る、ではなく？

　不可解な思考に疑問を差し挟んだティファリシアに、レイジはさらりと言う。

「〈獣妖族ベステイア〉が見てるのはここじゃねーよ。〈解放者〉なんてとるに足りない存在じゃない。それ以外のすべての種族だ」

「それ以外のすべての種族……あ」

　ティファリシアも気づく。

〈獣妖族ベステイア〉が犯した、本当の意味での失態に。

「《英雄戦争》なんて公式の戦いを挑んだんだ。当然すべての種族がこの事態を耳じ目もくにしている。〈獣妖族ベステイア〉は［劣血種アブセンス］と欠陥品の《英雄》、数十の〈隷人族インフイルマ〉ごときに遅れをとった、とな」

　その失態を、他の種族は決して見逃さない。評価シートがあったのなら、確実に失点をつける。

「もちろん、そういう外面的なことだけじゃなく、たとえば〈獣妖族ベステイア〉をのぞくすべての種族が〈解放者〉の独立を認め、この地を〈解放者〉のものだと認めるような決定を下したら、この地は〈獣妖族ベステイア〉の領地を攻略するための橋きよう頭とう堡ほになりうる」

　ティファリシアたちからすれば、〈解放者〉の国を公式に認められるということは願ってもないことだし、仮にその承認の代わりに他種族から〈獣妖族ベステイア〉を攻める際に協力してほしいと言われても、さほど悪い条件ではない。

　そして他種族からすれば、現状小国とすら呼べないただの集まりの独立を認めたところで、いざとなれば簡単につぶせるのだから、まったく問題はない。

　つまり〈解放者〉と他の種族には利益があり、〈獣妖族ベステイア〉にのみ不利益がある話。

「そんな背景を持った〈獣妖族ベステイア〉が取った、たった一人の《英雄》での征せい圧あつという手。なぜそんなことをする必要があったのか──もうわかるだろ？」

「《英雄》一人での圧倒的勝利を収めることで、すべての問題を解決するため……」

　──そう。それらの失態を払ふつ拭しよくするためには、即座の完かん璧べきなリカバリー、すべての種族が黙らざるをえないような絶対的勝利が必要だ。

　そのための手段として、彼女は替え玉を使っているという秘密があらわになるリスクを犯してでも、単独での征圧を義務づけられていた──。

「違うってんなら、ほれ。この通り逃げも隠れもしないから俺に言うことを聞かせてみろよ」

　ほれほれと軽い調子で挑発してみせるレイジに。

　少女は上品に口元に人差し指を当てて。

「──やっぱり面白いですわ、あなた」

　毒の棘いばらを持った薔ば薇らのように──凄せい絶ぜつに笑う。

　笑って笑って。

　口元に当てた人差し指をまっすぐ伸ばし。

　上向きに掌てのひらを向けると。




「【この場にいるすべての人間は、わたくしの配下となりなさい】」




　額ひたいの刻印が強く光を放ち──レイジとティファリシアをのぞくすべての者が少女の背後に並んだ。

　彼らの瞳ひとみにはすでに彼ら自身の意志は宿っていない。

　整然と並ぶ彼らの前で、相変わらず使用人の背に座ったままの少女は、

「残念ながら、あなたの言葉に心から同意された方は一人しかいなかったようですわね」

　くすりと笑って、小首を傾かしげる。

「あなたの言葉が事実で、秘密があらわになるというリスクを負うとして──それでもわたくし一人でこの場を征圧できるという事実は変わっていませんけれど？」

　少女の言葉に、レイジは苦笑して言う。

「その有様で自分一人って言い切るのもどうかと思うが──それでもあんたはこのまま強引に押し切る気はないと断言できるね」

「あら、どうして？」

「どうしてもなにも、秘密を堅守しつつ〈解放者〉を倒すことのできるベストな可能性は残されたままだろ。だからこそ今もまだ俺とこうしてだべってる」

「あなたとお話しするのは楽しいですもの」

「そりゃ光栄だが──このまま膠こう着ちやく状態ってのも退屈なんじゃないか？」

　膠着状態。

　少女はあくまでレイジを屈服させた上でのリスクのない勝利を目指している。

　そのための手段を模索し続け、その先に進めない。

　一方でレイジたちもまた絶望的な状況でありながら、彼女の秘密を握ることで首の皮一枚残してとどまっている。

　両者は絶妙なバランスで、均衡を保っていると言えなくもない。

「そんなことはありませんけれど──これ以上の素敵な時間がすごせるというのでしたら、それにこしたことはありませんわね」

　条件によっては、誘いに乗ってもいい。

　暗にそう口にした彼女に、レイジは笑みを浮かべて。

「保ほ証しようしてもいい。あんたと俺が【勝負】をすれば絶対に今より楽しくなる」

「【勝負】？」

「平たく言えば俺とあんたの二人きりでする文字通りの《英雄戦争》だ」

　その瞬間の少女の表情を、レイジは見逃さなかった。

「それは──素敵ですわね」

　その可愛かわいらしく上品な姿からは想像もつかないような、心からの悦よろこびを滲にじませた──暴力的な笑み。

「でしたら、その【勝負】においてわたくしが勝てばあなたに無条件の降伏を──」

「俺が勝てばあんたには無条件でここを退いてもらう……ってなことが《大誓約魔法》の名において保証される」

　そこまで聞いたところで、いっそう笑みを大きくした彼女は、すぐにその素振りを消し去って。

「それで、どんな【勝負】をするんですの？」

　高貴なドレスを揺らし、穏やかに尋ねた少女に。

「なんでも」

「……は？」

　レイジもまた。

　彼女に負けない獰どう猛もうな笑みを見せつける。




「ん？　聞こえなかったか？　俺はどんな勝負方法でも負けないから、あんたが決めていいって言ってんだよ」




　その申し出は。

　圧倒的な《運命力》を持ち、泰たい然ぜん自じ若じやくの態度を保ってきた彼女でも、真顔にならざるをえなかった。

「……それは。わたくしを侮っていらっしゃるのかしら。それともわたくしを苛いら立だたせて、あなたに有利な勝負を挑ませようとしている？」

「さーどっちだろうなー？　どっちでもないかもなー？」

　わざとふざけた口調で答えたレイジに、少女は一瞬冷たく目を細め、すぐに破顔。

「いいですわ」

　契約の締結を知らせる淡い光の魔法陣を目視すると同時に。

　一瞬の迷いもなく、言った。




「では、わたくしが何者か当ててくださる？」





　　　　◇◆◇






　白と金のドレスに身を包み、その小柄な体に信じられないほどの《運命力》を持つ少女。

〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》としてこの場に立つ彼女が、何者か──？

「そんなの、ナポレオン──」

　そこまで言いかけたティファリシアは、はたと止まる。

　本当に、そうなのか？

　頭上には確かにナポレオン・ボナパルトと表示されており、目の前の少女は《英雄》にふさわしい《運命力》を発している。

　彼女がナポレオン〈獣妖族〉の《英雄》であることはこの上なく明白で──だからこそ途方もなく疑わしい。

　常識的に考えて、誰が見ても明らかなことを問題にするわけがないからだ。

　では。

　だとすれば。

　彼女はいったい何者なのか──？

「はい正解」

　考えこむティファリシアを見て、レイジはさながらその中身をすべて理解しているかのように言う。

「お前のその考えは正しい。さっきも言ったようにこいつがナポレオンというのはありえない」

　──そう。同じ異世界からの来訪者であり、その名前の偉人を知っているレイジにだけはわかる。わかってしまう。

　ナポレオン・ボナパルト。

　義務教育を受けた人間なら誰でも知っている、一九世紀フランスの英雄。

　当時世界の中心だったヨーロッパ大陸の大半を支配した、世界の王は。

「男だからな、ナポレオンは」

「え……で、ですが──」

　ティファリシアが見るのは、空に描かれた〈獣妖族ベステイア〉ナポレオン・ボナパルトの表記と目の前の小柄な幼い少女。

　少女は艶あでやかに微笑ほほえむと。

「言い忘れていましたけれど、相談は自由、解答権は一度ということでよろしいかしら？　目的が膠こう着ちやく状態の打破ということを考えれば、あまり長引くのも好ましくないですから、できれば制限時間も設けたいのですけれど」

　すらすらと言い添えた彼女は、相変わらず圧倒的な存在感を──《運命力》を見せつけている。

　そして彼女の額ひたいに浮かぶ『協調する五牙』の刻印が、〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》であることをどうしようもなく証明する。




　つまり──彼女はナポレオン・ボナパルトでしかないにもかかわらず、ナポレオン・ボナパルトではありえない。




　……もしかして、このことに気づいていたからレイジは彼女を見たときに不可解そうな顔をしていた？

　今さらながらそのことに思い至ったティファリシアは、だからこそ少女がこの問いを【勝負】の内容にしたのだと理解する。

　少女は、レイジが少女の正体がわからないのだと最初から勘づいていた。

　だから【勝負】の内容を即座に決めることができたのだ。

　いわば、それは彼女にとっての必勝問題。

【勝負】はその方法を指定される前に決していた──。




「いかがかしら──〈解放者〉の《英雄》さま？」




　小首を傾かしげた彼女が、可か憐れんであるがゆえの毒々しい笑みを浮かべる。

　勝利を確信し、失態を演じたレイジを責め立てる。

　幼い少女《英雄》の、その嗜し虐ぎやく的な挙きよ措そに。

「……その必要はないだろ」

〈解放者〉の《英雄》はさながら敗北を認めるかのように顔を伏せ、小声で答える。

　……まさか。

　本当に、負けを認めるんじゃ──。

　そうティファリシアが思ってしまうのを読んでいたかのように。

「すぐ決着するし」

　ニヤリと。

　レイジは会心の笑みを浮かべて言う。

「あんた『奇術師の選択マジシヤンズチヨイス』って知ってる？」

　言葉を投げながら、少女の返答を待たずに続ける。

「ま、見てもらうのが一番早いな。おい、ティファ」

「──!?」

「ちょっとこっち来て手伝え──ってなに。なんで急に顔真っ赤にしてんの？」

「い、いい、今……今、ティ、ティ、ティファ、って……！」

「……？　言ったけど」

　いまいち要領を得ず、首を傾かしげるレイジの前に。

　唐突に黒いローブをまとった少女が現れる。

「ご主人さま」

「うお!?　──レウ、おま、なんで動いてんのっ？　たとえ《偉能レアルタ》から逃れられてもそのままじっとしてろって言ってただろ！」

「それどころじゃない」

「……いや、それどころじゃないってね……結構大事な話なんですけど？」

　レイジの訴うつたえは華麗にスルーされ、レウは一層顔を近づけて言った。

「ご主人さまは、たぶんしらない」

「なにが？」

「いせいをあだ名でよんでいいのはこんやくしゃだけ」

「……ん？」

　それは、つまり。
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「あだ名でいせいをよぶのは、こんやくをもうしこむのとどうぎ」




　……。

　…………。

　レイジはポリポリと頭をかくと。

「まあ、それはそれとして」

「──それはそれとして!?」

　ティファリシアの叫び声に、軽く言う。

「いやだって、ティファリシアっていちいち呼ぶのめんどいから略しただけだし」

「めん……」

「いいからちょっと手伝え。今から俺が予知能力を持ってるってことを証明してやるから」

「なぜわたしはこんな人を召喚して──って、予知、能力？」

　レイジのとんでも発言に真剣に考えこみかけていたティファリシアは、それ以上の聞き逃せないワードに顔をあげる。

「ああ。常々不思議そうにしてただろ？　その種明かしをしてやるよ。このカードを使ってな」

　表向きにしたカードの山を取り出したレイジは、そこに細工がないことを確認させた上で言う。

「ちなみに、俺はここでこいつ相手にカード当てをすることも予知していた。当然、こいつが今から選ぶカードも。その証拠に──」

　レイジが胸ポケットから取り出したのは、真ん中で二つに折ったノートの切れ端小さな紙片。

「この通り、答えもあらかじめ書いてある。──これはあんたに持っててもらおうか」

　誰にもわからないようにした紙片を、レイジは少女に渡す。

「さて。じゃあ──この適当に二分割した山の好きな方を指さしてくれ。簡単だろ？」

　二分割した山の片方を指さしたら、さらに適当に二分割し、またどちらかを選ばせる。

　それをひたすら繰り返し、最後の二枚──ハートのＱクイーンとスペードのＫキングになったところで。

「ほい、どっちを選ぶ？」

「……こちらで」

「オッケー、んじゃこのハートのＱクイーンがお前の選んだ運命のカードってわけだ。──さっき預けた紙を開いてくれるか」

　レイジの問いかけに、少女は黙って紙片を開き──目を見開く。

　そこに書かれていたのは──ハートのＱクイーン。

「え……な、なんで……!?　確かにわたしが選んだのに……！」

「だから予知能力だって言ってるだろー」

　へらへらと笑うレイジに、少女もまた薄く笑って言う。

「──わたくしがやってみてもよろしくて？」

「ん？」

「今のではあなた方が共謀していたという可能性が排除できませんもの」

「ああ、いいぜ。そう言うと思ってお前の予言もここにしてあるから」

　さらりと言ったレイジが取り出したのは、同じようなノートの紙片。

「もちろん、これはあんたが持っていていい。なにせ、あんたが引くカードはそれだってすでに決定しているからな」

　不敵に笑うレイジに、少女もまた同じような笑みを返し。

「──それは楽しみですわ」

　そうして、レイジは機械的にカードを二分割すると、どちらかを少女に指ささせ続け──ティファリシアのときと同じように二枚のカード、スペードのＡエースとハートの２が残った状態にする。

「ラストだ。どっちにする？」

「……ではこちらのハートの２を」

「了解。んじゃこっちは取り除いて、最後に残ったこれがお前の選んだカード──」

「お待ちになって」

「ん？　どうした？」

「ちなみに──わたくしがこちらのスペードのＡエースを選んでいたら、あなたはなんておっしゃるつもりでしたの？」

　不可解な疑問。そんな意味のないことを訊きいてどうするのか──。

　そう思ったティファリシアに、レイジはにやりと笑って。

「もちろん指さしたこのカードが、お前の選んだ運命のカードだと答えるに決まってるだろ」

「………………え？」

　スペードのＡエースを選ばなければそれを取り除いて最後に残ったカードが運命のカード。

　スペードのＡエースを選べば、それが運命のカード？

　それは。

　それは、つまり──。




「その紙に書いてあるとおり、誰がなにをどう指さそうと、最終的にスペードのＡエースになるようこちらで分けてるだけだからな」




　スペードのＡエースが入っているほうを選べばそちらを残し。

　スペードのＡエースが入っていないほうを選べばそちらを取り除く。

　最初から最後まで、選んでいるのはティファリシアたちのように見えて実際はレイジなのだから、どんなカードを予言しようが当たるに決まっている。

「な──そ、そんなのただのイカサマっ」

　思わず不平を訴うつたえるように言ったティファリシアと裏腹に。

「──ふ、ふふ、あはははははははっ！」

　少女は顔を押さえるようにして笑う。笑う。

「自らの意志で選んでいるように思わせて、実際にはあらかじめ決められていた答えを選ばされている……ふ、ふ、奇術師の選択マジシヤンズチヨイスとは言い得て妙ですわね」

「だろー？」

　レイジもまたさわやかな笑みを浮かべて。




「あんたが挑んだ【勝負】もこれと同じだってわかった？」




　その笑みに皮肉めいた色が交じる。

　即座に笑みをしまい込んだ少女は、挑戦的に唇をつり上げ、




「つまり、わたくしは必勝の【勝負】を挑んだつもりで必敗の【勝負】を挑まされていたと？」




「──え？」

　レイジの思考に。少女の返答に、ついていけなくなりそうになる。

　レイジは今見せた未来予知のイカサマを、少女との【勝負】にも使っていた？

　──いや、違う。

【勝負】を挑ませたということは。

「名前がわからない素振りを見せていたときから、こうなることを考えていた……？」

「ちがう」

　ティファリシアのつぶやきを否定したのは、黒いローブをまとった銀髪の少女。

　少女に最初に挑み、その自由を奪われた──奪わせたレウ。

　人形じみた無表情をティファリシアに向けた彼女は、静かに告げる。

「ご主人さまはもっとまえから──〈獣妖族〉に《英雄戦争》をいどまれるまえからこのてんかいをそうていしていた」

「────は？」

　さすがに。

　さすがに、それは、嘘うそだろう。

　ハッタリに、誇張に決まってる。

　そんな非常識なことが、馬鹿げたことが、現実にありえたら。

　それこそ未来予知も同然ではないか──。

「ま、強力な情報収集手段があったおかげで、事前にいろいろと把握できたからな」

　軽く肩をすくめたレイジは、レウの言葉を否定しないままに続ける。

「たとえその段階で把握してた〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》と目の前に現れた人間が似ても似つかなくてもそうなることをあらかじめ想定しておけばいいだけ。だから──俺がやっていたのは最初から答え合わせなんだよ」

「答え、合わせ……？」

「答え、ずっとあっただろあそこに」

　人差し指を上に向けてみせて。

　そこに堂々と表示されている《英雄》の名前を指さす。

「えっ？　でもそれは──」

「ああ、こいつがナポレオンってのはありえない。事実、俺が事前に見た〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》もむさい男だったしな」

　そこまで言ってのけた上で、レイジは笑う。




「だが、ありえないという部分さえのぞけば答えはナポレオン以外ありえない」




　矛盾した言動。

　絡からまった論理の糸を解きほぐすように、レイジは優しく言う。

「ま、そいつが《偉能レアルタ》の説明をしてた段階で、ほぼ確定してたんだけどな。《偉能レアルタ》はその《英雄》の本質を表すらしいし」

「それは……」

　ティファリシアの言ったこと。

「〝どんな不可能事も可能にできますわ〟──そいつは自分の《偉能レアルタ》のことをそう表現した。それを聞いた瞬間、異世界人俺たちなら誰もが知っている、歴史上の偉人が言ったとされる超有名なフレーズが頭を過よぎる」

　それは──




「我が輩の辞書に不可能という文字はない」




　その偉人が口にした格言として、おそらくもっとも有名なものだろう。

　だからこそ、それは彼──彼女の《偉能レアルタ》になりえた。

「あらゆる不可能を可能にする。その格言を口にした人間は──」

　レイジは、一連のあいだ一切口を挟まなかった少女をまっすぐ指さして言った。

「ナポレオン・ボナパルトだ」





　　　　◇◆◇






「──ふ。ふふ、うふふふふふふ……」

　答えを突きつけられた少女は、不気味に笑い、笑い。

　優雅に続けた。




「違いますわ、わたくしの名はナポレオンではありません」




「──えっ!?」

　驚き焦ったのはティファリシアだけで。

「名前はな」

　レイジはそんなことは当然のことであると言わんばかりに即答する。

「ふふ、そこまでお見通しでしたのね」

　少女は不敵に笑うと、いかにも仕方なさそうに肩をすくめてみせた。

「わたくしの名はナポレオンではありません──ですけれど、ナポレオンという存在かと言われれば、そうouiとしか答えようがありませんわね」

　わざとらしいため息に、歪いびつな笑みを添えて言う。




「貴方あなたがご存ぞん知じのナポレオン・ボナパルトはわたくしが創り演じさせたものですから」




　幼い顔に見合わない、凄せい絶ぜつな笑みが妙にしっくりきて。

「創り、演じさせた……？」

　反射的に問い返したレイジに、少女は再び天使のような笑顔に戻って言う。

「ええ。わたくしの国は象徴としての女性の偉人を輩出する環境がありましたけれど、皇帝という肩書きは殿方のほうが断然映えますもの」

「……そういう、問題なのですか」

　ティファリシアの恐々としたつぶやきに、少女は穏やかに答える。

「そういう問題ですわ。別にわたくし自身が表に立ってもよかったのですけど──」

「それは嘘うそだな」

　すっぱりと言い切ったレイジは、鋭く指摘する。

「本当にそう思っている人間が、こっちの世界でも身代わりを創るか？　あんたの本質はどこまでもプロデュースした人間を裏から操る黒幕だよ」

「あら、そんな人間がこうして敵地に一人で乗り込んだりしますかしら？」

「するね。計算高く好戦的、享きよう楽らく的てきで嗜し虐ぎやく性に富んでるあんたは、自らがそうしたいと思うことに貪どん欲よくだ。そうした人間は独自の価値観を持ち、客観的な失敗も本人にとってはそうでないことが多い。どうせ史実の最後ワーテルローもそこら辺が影響してんだろ？」

「さあ、どうでしょう？　あれはお兄さまの独断によるものが大きかったと思いますわ。まあわたくしがそう仕向けたと言われれば否定はしませんけれど」

　頬ほおに人差し指を当て、可愛かわいらしく微笑ほほえむ少女は。

「お兄、さま……？」

　ティファリシアのつぶやきに、「あらあら、わたくしとしたことが」そう白々しく口元に手を当てると、使用人の背中椅子から降りて、優雅にドレスの裾すそをつまみ上げる。




「ポーレット・ボナパルト。それがわたくしの名前ですわ」




　上品な微笑。

　そのとてつもないうさんくささに、レイジはたまらず唇の端をつり上げる。

「──なるほどね。そういうことか」

　続柄上はナポレオンの二番目の妹に当たるポーレット・ボナパルト。

　兄と比べれば知名度などないに等しい彼女こそが、著名な芸術家から英雄と讃たたえられ、敵国の人間からコルシカの悪魔と恐れられ、自国の民から人命の浪費家と罵ののしられた、フランス皇帝ナポレオン・ボナパルトを影から操っていた人間。

「そしてそれゆえに、兄のナポレオン本人ではなく、妹のポーレットが『英雄ナポレオン』としてこの世界に召喚されたわけだ」

「『ナポレオン』として喚よばれたことは光栄ですけれど、【不可能は存在しないImpossible n'est pas francais】という、わたくしの《偉能レアルタ》に条件が付与されているのはやや納得がいきませんわね」

「それも嘘だよな？　あんたは自分の本質を理解してる。確かにあんたにとって不可能なことは存在しないかもしれない。だがそれは、『英雄ナポレオン』という存在を創りあげるのに兄という実在する人間を必要としたように、条件付きでの話だ」

　だから、〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》として召喚された彼女は、最初に身代わりを立てた。

【不可能は存在しないImpossible n'est pas francais】という《偉能レアルタ》を使用し、自らこそがナポレオンだと思い込む人間を創った。

　元の世界のしがらみがないにもかかわらず、そのような行動を取ったのは、自分がそういう人間だと、そうすることで最大限に力を発揮するのだと、理解していたからだ。

「〝不可能は存在しないImpossible n'est pas francais。ただしポーレットという黒幕ハツタリに気づかない人間に限って〟──つくづくあんたにぴったりじゃねーか」

　嘲あざけるように言ったレイジに。

「人を動かすには二つの梃て子こが必要なのはご存ぞん知じ？」

　ポーレット・ボナパルトは薄く微笑ほほえんで。

「恐怖と利益。この二つを与えて差し上げれば、一切表舞台に立たずとも簡単に人を動かすことができますの。そのことに気づきさえすれば、どなたにだって可能なことですわ」

「────」

　平然とそんなことを口にする少女に、ティファリシアはおののく。

　理屈がわかったからといって、誰もができることではない。

　そして【勝負】に負け、レイジによってここまで手の内を晒さらされながら、少しも焦らず、余裕を漂わせ続けるその精神。

　そもそも彼女の《偉能レアルタ》がわかったところで脅威であることには変わりないのだ。

　事実として絶対法である《大誓約魔法》は、彼女のその力によって〈隷人族インフイルマ〉の《誓約者ルーラー》を誤認したままなのだから。

「いずれにせよ」

　不意に口を開いた少女に、ティファリシアはびくりと震え、慌てて視線をそらす。

　ポーレットはそんなティファリシアにくすりと笑みをこぼし、言う。

「この場でのわたくしの敗北は揺るぎないですから、契約通り退かせていただきますわ」

　踵きびすを返し。

　あっさりと歩み去ろうとする潔い態度に。

「…………え？」

　ティファリシアが声を出したと同時。

「ああ、そうそう」

　足を止めた彼女は、肩越しにレイジを見て、笑う。




「この場での目的は達しましたから、正式な形での《英雄戦争》も楽しませていただきますわね」




　はじめからここで決着をつけるつもりはなかった。

　本当の目的は別にあり、そちらは達成した。

　そしてすでに再戦の用意もしてある。

　今までの流れをすべて覆くつがえすようなことを言ってのけたポーレットに。

「それはこっちのセリフだ」

　レイジは不敵に笑って、隣のティファリシアの肩に手を置き。

「ってさっき言ってたぜ、ティファこいつが」

「!?」

　驚きよう愕がくしすぎて、声も出なかったティファリシアの代わりに。

　最後にしてはじめて目を丸くしたポーレットが、ふきだすようにして笑い。

「それは──ますます楽しみですわね」

　冷徹な言葉と眼まな差ざしを残して。

　世界の王を操った黒幕は、堂々とその場を辞していった。





　　　　◇◆◇






「あーやばいわ」

〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》が去り、ひとまずの解散を告げたあとで。

　自室に戻ったレイジは、だらしなくベッドに寝転がると、傍かたわらで唖あ然ぜんとしているティファリシアを前にして言う。

「ハッタリ効かせてあわよくば……って思ってんだけどなー。相当しんどいなこれ」

「──え？　ちょ、ちょっと待ってください……先ほど言っていたことはっ？」

「だからハッタリに決まってるだろ。つーかさっきの話聞いてたらわかったと思うけど、あいつの目的──〈解放者〉の《英雄俺》とその《誓約者テイフアリシア》の思考パターンを把握するってのは達成されちまったし」

「え……え？　わたしたちを知ることが、本当の目的……？」

「ま、正確にはそれもあった、だろうな。倒せるならあの場で倒す、倒せなくてもより有利な条件で再戦できるよう状況を整ととのえる……まいったなー、向こうの現《誓約者ルーラー》って単純馬鹿でかなりこっちの思い通りに動いてくれてたけど、あいつが裏で糸引いてたって考えると話が変わってくるわ。試合に勝っても勝負に負けたら意味ないんだよねー」

　まったく深刻そうではない言葉に騙だまされそうになる。

　騙されたくなるが。

「あいても、そうとうのさくしだった」

　いつの間にか部屋に入っていたらしいレウが、当然のようにベッドに腰掛けながら言う。

「あの《英雄》がいっていたように、〈獣妖族ベステイア〉とまともにたたかったらぜったいにかてない。だからご主人さまはたたかわないほうほうをさぐっていた」

「戦わない、方法？」

「俺たちを相手取るのは割に合わないって思わせれば、引いてくれるだろ？　〈獣妖族ベステイア〉の中でそう思うように誘導してたんだよ。無む理り筋すじの戦いを挑もうとする代表なんてただの暴君だからな。種族内で勝手に降ろしてくれる──と思ってたんだが」

「あの《英雄》はすでにたたかいのじゅんびができているといった。つまり、〈獣妖族ベステイア〉のなかでいしはとういつされているということ。そのために単純馬鹿の《誓約者ルーラー》をりようした」

「平時の短慮で好戦的な愚王は戦時という状況では勇猛果敢な名君に見える。そのための絶対引かない単純馬鹿《誓約者ルーラー》だったんだろうな。表の『ナポレオン』ともぴったり合うし。わかってやがるわ」

「え……え？」

「ようするにぜったいぜつめい」

「いやーダメだわー終わってるわー」

「そ、そんな他人事のように……」

「そもそもこっちは軍の体裁もできてないじゃん？　それでどうやって《英雄戦争》を戦うんだよ。いくら擬似的だっつっても、戦争だぜ？」

「そ、それは……まだ、できたばかりの国で……」

「そんなのが言い訳になると思ってんのか!?」

「うぅ……す、すみません…………」

「くにをつくるってせんげんしたのはご主人さま」

「──!?　そ、そうです！」

「にぶすぎ」

　レウに突っ込まれて、ティファリシアは釈しやく然ぜんとしないまま口をついて出そうになった不満を呑のみ込む。

　指摘が正しいのであれば、そこに異を唱えるのは愚者の行いに他ならない。

　そんなティファリシアの様子を横目に見ていたレイジは、口元にうっすらと微笑を浮かべると、すぐにまたやる気のない口調で言う。

「ま、だからこそやりようはあるわけだけどな」

「……え？」

「おいおい、ちゃん聞いてたか？　レウも言ってただろ。まともに戦ったらってな」

　ベッドから身を起こしたレイジは、そうしてにやりと笑うと。

　そのやりようについてすらすらと語り出した──。








五章　ニートの手段









　──ポーレット・ボナパルトにとって。

《万象の楽園アクアテラリウム》という新たな戦場は元の世界のそれとさしたる違いのないものだった。

　ポーレットを喚よび出した〈獣妖族ベステイア〉は、様々な獣を祖そとした種が混在しており、他の種族と比べてもことさら多様な外見的な特徴や種族特性を持つ。

　だが、そんなことは彼女にとって関係なかった。

　魔法があろうが、尻尾しつぽや獣耳が生えていようが。

　結局のところ彼らは理性と感情を持った『人』なのだから。

『人』であるのなら、従わせ、操ることはたやすい──。

　この世界に来たことで備わった【不可能は存在しない絶対命令権】という《偉能レアルタ》も彼女のその思想を後押しした。

　そうして思うままに影から暗躍し、《英雄戦争》を戦い続けていたポーレットは、名だたる《英雄》たちを相手に十分な戦果をあげた。

　どれだけ伝説的な《英雄》であろうと、単純な力比べでは到底勝てない相手であっても。

　こちらの想定を超えることがなければいくらでも御せる。

　すべては彼女の思い通り。狙ねらい通り。

　そうして『ナポレオン』はやがて異世界全土をも掌しよう握あくする──

　そう考えていた彼女にとって、だからこの事態ははじめてとも言える想定外だった。




「──〈解放者〉が〈獣妖族〉に宣戦布告？」




　召喚者にして連絡係としている〈獣妖族ベステイア〉の巫み女こが、困惑しながらそう伝えてくるのを聞き、ポーレットは表向き表情を一切変えずに言った。

「それは、こちらに正式に届けられたものですの？」

「はい……《大誓約魔法》を通した形でエドラスさま〈獣妖族〉の《誓約者》宛あてに……今朝このような内容で」

「今朝……」

「エドラスさまは〈隷人族インフイルマ〉から《英雄戦争》を申し込まれたことに、その、ひどくお怒りになられて即座に承諾されそうになったのですが……」

「お止めして、本当に受けるべきかわたくしの意見を聞きにきてくださったのね？」

「は、はい……失礼ながら現《誓約者ルーラー》のエドラスさまは［猫楓種コーシカ］の例に漏れず、やや感情的で、早急にことを進められますので……」

「前《誓約者ルーラー》のテリシネさまは深い思し慮りよをお持ちでしたものね。──そういえばテリシネさまは［狐蓮あなたの種］でしたかしら？」

「あ──い、いえ、そういうつもりでは……」

　少女が気まずげに言い繕うのを見て、ポーレットは内心で苦笑する。

　犬、猫、狐きつね、兎うさぎ、羊のような特徴を持つ［犬桜ペリート］［猫楓コーシカ］［狐蓮ルナール］［兎蘭クニークルス］［羊杏シヤーフ］の五種。

　出身世界は同じであるものの、ルーツとなる種を別とする〈獣妖族ベステイア〉では、彼ら五種がそれぞれ独立した領地の主を務め、持ち回りで〈獣妖族ベステイア〉の代表を請け負う。

　当然五種間での対立や好こう悪おもあり、このようなやりとりをよく見聞きする。

　同じ国の中でも言葉や種、文化風俗の違いで生まれる派閥やグループ。

　こういったものはどの世界でも同じものらしい。

　もちろん、同じだからこそポーレットからすればやりやすいのだが。

「──心配なさらないで。わたくしも同じ思いですもの。エドラスさまは少々短慮で好戦的すぎますわ」

「そ、そうですよね……！」

　そう──だからこそ利用しやすい。

　冷静な人間が感情というノイズに振り回される可能性を考えれば、常に感情的な人間に燃料を投下して、こちらの思い通りに誘導する方がはるかに楽で安全だ。

「ナポレオンさまが同じように考えてくださっていてよかったです」

　ほっと胸を撫なで下ろした彼女はぴょこぴょこと尻尾しつぽを振って好意を示す。

　わかりやすい少女を横目にしながら、ポーレットはわかりにくい敵について考える。

　ポーレットが単独でティステルに乗り込んでからまだ一日も経たっていない。

　おまけに〈獣妖族こちら〉からではなく〈解放者あちら〉から《英雄戦争》を申し込まれるという不可解な事態。

「あの、でも、どういうことでしょう？　魔法の一つも使えない〈隷人族インフイルマ〉が──それも素人たちが我々に勝てるわけないと思うのですが。向こうから《英雄戦争》を申し込んでくるなんて……」

　狐耳をぴくぴくさせながら心底意味がわからないという表情を浮かべている巫み女この少女。

　当然だろう。

《英雄戦争》の規定によって不可能だが仮に世界中の〈隷人族インフイルマ〉が決起し、〈獣妖族ベステイア〉の一〇〇倍以上の兵を得たとしても、まともに戦って勝てる目はない。

　だからこそ〈隷人族インフイルマ〉は他種族に隷属する道を選んだのだ。

　兵力ですら〈獣妖族ベステイア〉を到底上回ることがなく、寄せ集めとすら言えない〈解放者〉は、戦おうとすること自体が自殺行為と言える。

　だが。

「おそらくこちら側にいる替え玉の《誓約者ルーラー》を無効にするためでしょう」

「え？」

「言うまでもなく本来の《誓約者ルーラー》はティファリシア・クリアグリンですわ。ただし彼女は建国を宣言しただけの人間でしかありませんでした。つまり対外的な信用がなく、そこに替え玉を仕立て上げる隙すきがあったわけですけれど──」

《英雄戦争》を〈解放者〉側から挑むことで、その対外的な実績を作る。

〈獣妖族ベステイア〉は《大誓約魔法》を通し、ティファリシア・クリアグリンという〈解放者〉の《誓約者ルーラー》から《英雄戦争》を挑まれたことで、彼女をその立場にある者として認めざるをえない。

「一度知ってしまえば、もう替え玉を新たに《誓約者ルーラー》として立てることはできませんわ」

「な──なるほど」

　こくこくとうなずく巫み女こを横目に見ながら、ポーレットは紙片に書き留められた《英雄戦争》の内容を確認する。

「まあ偽者の《誓約者ルーラー》は元々あちらに《英雄戦争》を無む理り矢や理り呑のませるために用意したものですから、それを回避するために向こうから挑んだのでは本末転倒ですけれど」

「確かに……圧倒的戦力差は変わりませんよね」

「ええ。この内容を見た限りでは何度《英雄戦争》を繰り返してもこちらが勝ちますわ」

　今回〈解放者〉から提出された《英雄戦争》の勝利条件は《英雄》の討伐ではなく、特定地点への到達。

　具体的には『《英雄戦争》開始から日没までにティステル城の領主の間に到達すれば〈獣妖族ベステイア〉の勝ち、守りきれば〈隷人族インフイルマ〉の勝ち』というものだ。

　通常の『《英雄》討伐戦』では、《偉能レアルタ》のないレイジは圧倒的に不利だ。当然、どちらかの兵が全滅するまでの『殲せん滅めつ戦』や、互いに相手の領土を奪いあう『攻防戦』などは論外だから、やむなく選んだ形だと推測できるが。

「この程度の条件では話になりませんわね」

〈解放者〉から追記された条件は二つ。

　一つは『直接的な暴力行為の禁止』で、おそらく肉体強化の魔法体系を持つ〈獣妖族ベステイア〉の強みを少しでも消そうというものだろうが、元々の肉体に著しい差がある〈隷人族インフイルマ〉が相手ならほぼ関係ない。

　むしろ魔法のない〈解放者〉はこれで攻撃手段がなくなったと言ってもいい。

「どうせやるなら魔法の禁止くらいのことは言ってきてほしかったものですけれど」

「それは……さすがに」

「まあそこまで極端なものでは受けてもらえないと思ったのかもしれませんわね」

　実際には現〈獣妖族ベステイア〉《誓約者ルーラー》であるエドラスなら激げつ昂こうして即決していただろう。

　魔法自体を禁止されれば、少なくともポーレットが考えていた作戦の一つは使用できなくなる。

　そうなればそれなりに面倒になっていたが──裏を返せばあちらにそこまでの情報はなかったということだ。

「どちらかといえばもう一つの条件、『ティステルから〈獣妖族ベステイア〉連合国首都レドラまでを戦場フイールドとする』。こちらのほうが問題ですわね」

「……？　戦場フイールドの指定は通常の《英雄戦争》でもあるものですが」

「ティステル攻城戦で、どうしてレドラを戦場フイールドに含む必要がありますの？」

「あ……ま、まさかこちらに攻め入ろうと──」

「と、普通なら思いますわね」

「は？」

「ティステル城の攻城戦なのにレドラが戦場フイールドに指定されている。つまりレドラへの奇襲を考えている可能性がある。可能性があるのなら、今のあなたのように防備に人数を割かなければならないと思う。すると当然攻城戦に回す戦力が削られる。──さて、今回の敵の勝利条件はなんだったかしら？」

「…………時間いっぱいの籠ろう城じよう、です」

「籠城を崩すのに必要なのは数。ぴったり目的に合いますわね」

　すらすらと答え合わせをしてみせたポーレットに、少女は目を見開く。

「す、すごい……攻城戦であることから目をそらさせるための条件ということなのですね」

「そもそも向こうがこちらに攻め入る可能性があるからといって、防備を増やす必要は本来ありませんわ。普通の相手ならともかく、〈隷人族インフイルマ〉なのですから」

「た、確かに……」

「人は戦いにおいて未知を恐れる。つまり『なにがくるかわからない』という不安が絶大な効果を発揮するわけですけれど、必要のないものにまで恐怖を抱くのは愚かですわね」

　呆あつ気けにとられたように口を開いたままにした少女を見て、ポーレットは穏やかに微笑ほほえむ。

「お口が開いたままでしてよ？」

「──っ、し、失礼しました」

　顔を赤くして、恥ずかしそうに口を押さえる彼女は、もごもごと言う。

「そ、それにしても……向こうの《英雄》は《運命力》皆無という割に、小こ癪しやくな考えをしているようですね。《運命力》がないから策士気取りになるのでしょうか」

　もちろんその頭脳もナポレオンさまには到底敵かないませんが、と付け加えた少女に。

　ポーレットは笑う。

「そうとは限りませんわ」

「……え？」

「ああいえ。策士であることは間違いありませんわよ」

　頭と口を回し、状況を思うままに廻まわすタイプ。

　だから、違うのは──ポーレットには到底敵かなわないという部分。

　歴史のどこにも痕こん跡せきを残さず、ナポレオン・ボナパルトという人間を動かしてきたポーレット・ボナパルトでも、彼という人間は警戒せざるをえない。

　いや、あるいは──

「ナポレオンさま？」

「──いえ、なんでもありませんわ。いずれにせよ、心配するようなことはなにもありませんわね」

「では……！」

「ええ、お受けしましょう。あちらの条件どおりに」

　ポーレットのその言葉に、巫み女こは明らかに安あん堵どした。

　おそらく彼女は──〈獣妖族ベステイア〉は常勝の《英雄》ナポレオンが了承したことで、こたびの戦いも字面通りにたやすいものだと捉とらえたことだろう。

　ポーレット自身の想定と反して。

《英雄》ホウバミレイジ。

　彼がいる限り、きっと今回の戦いにもなにかが起きるだろう。

　少なくともポーレットにはその確信がある。

　だがこの確信は彼に実際に会って話をしなければわからない類たぐいのものだ。

　だから〈獣妖族ベステイア〉の他の人間には説明できない。

　あくまで『愚かな〈隷人族インフイルマ〉の自暴自棄の行動』として処理しなければならない。

　油断した兵を率いて、捉えどころのない敵と相対する。

　そこまで考えて、彼女はふと気づく。

　──もし。

　もしそれも彼の策略のうちだとしたら？

　ぶるりと興奮に体を震わせたポーレットは、傍そばにいた巫女が目を見張るほどの凄せい絶ぜつな笑みを浮かべて。

「……本当に、楽しみですわ」

　心からの言葉を、陶とう然ぜんとつぶやいた。
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〈解放者〉という新たな国から申し込まれた《英雄戦争》。

　その口火は驚くほど静かに切られた。

　空に魔法陣が広がると同時。

　雄お叫たけびをあげたナポレオン軍は、いっせいにティステル領内へと足を踏み入れる。

　通常なら、整ととのえられた道ではなく、敵からの罠わなや待ち伏せのない森の中を通るが、相手は〈隷人族インフイルマ〉だ。

　襲われたところで、やられる前にやるだけ。

　悠々と最速の道を行く彼らは、やがて少しずつ違和感に気づきはじめる。

「なんだ？　なんの反応もないぞ？」「そもそも人の気配がまったくない」「どういうことだ？」

　なにをされようがかまわない。跳ね返し、返り討ちにしてやるだけ──そう息巻いていていた彼らも、なんのリアクションもないというのは想定外だ。

　戸惑い、迷い、少しずつ歩をゆるめ──




「狼狽うろたえる必要はない！」




《英雄》の言葉に振り返る。

　馬に乗り、一段高い位置から見おろしてくる『ナポレオン』は、先頭に立ち、左手を突き出して力強く言う。

「諸君らはすでに他種族の勇者たちを何度も破っている。魔法も使えぬ劣等種族相手になにを気にすることがあろうか？　我らを阻むものはなにもない！　進め進め進め！　さすればそこに勝利がある!!」

「お──おおお！」「《英雄》に続け！」「ぶっつぶしてやる!!」

　一際大きな鬨ときの声こえと共に、道を駆け抜ける速度が上がっていく。




「──どうやらうまく伝わったようですわね」




　その、後方。

　ゆっくりと兵たちを追走する馬車の中で、猛たける兵たちの声を耳にしたポーレットは、優雅に椅い子すに腰掛けながら虚空に向かってつぶやく。

「あなたのおかげですわ」

　独り言のようなその言葉に、返す声があった。

〝──い、いえ〟

　まるですぐ近くで囁ささやかれたような声。

　その声が遠く離れたレドラ城で待機する巫み女この少女によって発されたことを、ポーレットは知っている。

〝わたしは、ナポレオンさまのおっしゃられたことをそのまま伝えただけですから……〟

　彼女の使う、対象の音声に志向性を持たせ、相互伝達を可能にするという共有魔法。

　これがなければ替え玉への指示はもう少し面倒なことになっていただろう。

「あら謙けん遜そんなさらないで。あなたのおかげであることは事実なのだから」

〝は、はい…………ですが、あの──〟

「〝どうして今回はわざわざ兵たちに同行したのか。いつもならあらかじめいくつかのパターンに合わせた指示を出すだけで戦場には同行しないのに〟──ですかしら？」

〝──〟

　図星をつかれて息を呑のむ反応に、ポーレットは微笑ほほえましく思う。

　彼女は本当にわかりやすい。

「簡単なことですわ。今回はいつもと違いますもの」

〝え……でもそれは〟

「〝〈隷人族インフイルマ〉などという弱者が相手だからで、むしろ楽なのでは？〟──いいえ、この場において強い弱いは関係ありませんの。戦場において、勝利という栄光を掴めるのは、強い者でも素晴らしい者でもなく、自らを信じる者なのだから」

　それが、ポーレット・ボナパルトの、いやナポレオン・ボナパルトという世界の覇権をとった人間の経験則。

　胸に手を当て、彼女は堂々と言う。

「わたくしは誰よりもわたくし自身を信じていますわ。そのわたくしが思いましたの。この《英雄戦争》は、いつものようにレドラの自室でお茶をいただきながらわたくしの思い通りに進行する遠い戦場に想おもいを馳はせるのではなく、自ら参じて直接指示を出すべきだと」

　再びの沈黙は、先ほどより戸惑いを強くしている。

　その様子を手に取るように理解しながら、ポーレットは努めて穏やかに言う。

「もちろん、そんな感覚じみたものだけで動いているわけではありませんわよ？　もっと明確な──ああ、ちょうど始まったみたいですわね」

　ポーレットは外から聞こえてくるこれまでと質の違った喧けん噪そうに目を細める。

〝始まった、ですか？〟

「ええ。これでわたくしがこの場にいる意味が出てきますわ」

　言いながら馬車を止め、外に出たポーレットは、このときのために選よりすぐった兵を伴ともない、虚空に向かって話しかけた。

「さあ、これからもう一働きしてもらいますわよ」
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　その異常は唐突に起きた。

　最短距離を進んでいたナポレオン軍。その先頭をひた走っていた兵たちが、突如目鼻耳を押さえ、足を止めはじめたのだ。

　ある者は止めどなく涙を流し、ある者は鼻び腔こうに灼しやく熱ねつの痛みを感じ、ある者は頭を叩たたかれるような圧迫感にその場で伏せる。

　それぞれにバラバラの症状。

　全員が全員同じ症状に襲われれば原因の究明もできる。

　だが、まるで無作為に別々の理由で苦しむ彼らに、無事だった兵たちは大いに惑った。

「な、なんだ、なにが起こった？」「なぜ急に苦しみだして……」「敵はどこだ!?」

「まさか──〈森霊族エルフ〉の魔法？」

〈森霊族エルフ〉が得意とするのは、知覚に作用する［認識魔法］だ。

　ティステルはもともと〈森霊族エルフ〉領であったし、現在独立を宣言しているのも［劣血種アブセンス］とは言え、半分は〈森霊族エルフ〉の王家の血だと聞いている。

　表向きはうっとうしい［劣血種アブセンス］の処分を謳うたっていたが、裏ではつながっているというのも十分にありえる話だ。

　なにより魔法であればこの場に敵の姿がない理由にもなる。

　そして、〈隷人族インフイルマ〉から出された《英雄戦争》の条件が『魔法の禁止』ではなかったのもこのためだったと考えれば──




「落ち着け諸君」




　声は、重苦しく響いた。

　馬上でどっしりと構える『ナポレオン』は冷静に語る。

「周りをよく見ろ。認識魔法にも効果範囲はある。つまり、使用者は近くにいる必要があるが──どこに〈森霊族エルフ〉の姿がある？」

　何度も確認したとおり、〈森霊族エルフ〉どころか人の姿自体ない。

「であるのなら、この現象の答えは一つしかなかろう。すなわち──自然現象だ。より正確に言うなら、人為的に起こされた自然現象」




〝──人為的に起こされた自然現象？〟

　巫み女この少女が思わず問い返すのを聞いて、ポーレットは笑う。

「矛盾するような言い方ですけれど、そうとしか言いようがありませんわ。深い森を切り開いて作られた道。前方にそびえる山から下りる風は、ティステルからレドラに向かって流れますわね。つまり──」




「風上であるティステルから流された毒は、すべて我々を襲う」

『ナポレオン』の言葉に、〈獣妖族ベステイア〉の兵たちがざわつく。

「ど、毒……？」「まさか……」「だが、それならこの惨状も納得がいくぞ」




「ポイントは、通常なら気にならない程度のものということと、自然現象を利用したということですわ」

〝通常なら気にならないものというのは……〟

「他の種族と比べて鋭敏な感覚を持つ〈獣妖族ベステイア〉──それも特定の五感に特化した種には十分な効果を発揮するもの、と言い換えてもいいですわね。自然現象を利用したのは完全に人の手で作り出したものだと『暴力禁止』の条件に引っかかる可能性がありますもの」

　どんな軍でも先頭を行くのは斥せつ候こうと呼ばれる、情報収集を主とした兵だ。

　情報収集に必要なのは目、鼻、耳──つまり〈獣妖族ベステイア〉であればそれらの知覚特化系の種が自然と前に行くことになる。

　彼らのみに症状が出ており、かつバラバラな苦しみ方をしているのはそれぞれに得意とする感覚が違うからだ。

「なかなかいい手ではありますけれど、相手が目鼻耳を潰つぶすというのであれば──」




「──足を使うまでだ」

『ナポレオン』のその言葉に、一人の少女兵が前に出る。

　先ほどポーレットの傍そばに控えていた彼女は、五感に特化した斥候が後ろに下がるのを横目に特徴的な兎うさぎ耳を揺らし、全速力で駆け出した。

　単独先行になるリスクをあえて犯し、脚力に長たけた［兎蘭種クニークルス］をあえて進ませる。

　その理由は。




「目鼻耳を潰した後にやることなんて、一つしかありませんわ。すなわち──」




　先頭を走る兎耳少女の足下が突如抜け落ちる。

「罠」

　あまりに突然のトラップ。

　足下を虚空にされた彼女は、巨大な落とし穴にそのまま真っ逆さまに──落ちなかった。

　事前にポーレットから設置されているであろう罠わなの詳細な形状などを知らされていた彼女は、そうだとわかった瞬間に跳躍し、間一髪危機から脱していたのだ。

　そのままさらに進んでいく少女が、次々と仕掛けられた罠を発動させ、綺き麗れいに避けていく。




〝──すごい〟

　感嘆する巫み女この少女に、ポーレットは涼やかに笑って。

「罠わなは一度発動させてしまえばそれで終わり。あらかじめ知っているということは、なによりも強力な武器になりますわ。そしてその強力な武器も使いどころを過あやまてば無用の長物となる」

〝……まさか、そのために〟

　ポーレットがナポレオン軍に同行した理由。

　それは現場に立ってより緊密な指示を出すことで、使いどころを見極めるため。

「あらかじめ知っているというのは、あの方にも当てはまる。事実、あの方の思い通りに目鼻耳は綺き麗れいに潰つぶされましたもの。ですから──」

　知っている者同士の戦いとなるなら、勝負を分けるのはその使いどころ。




「──見よ。相手の手の内がわかっていればどうということはない。さあ、幼き者が道を切り開いたぞ！　勇者たちよ続け!!」

　鼓舞する言葉を『ナポレオン』にしゃべらせながら、ポーレットは特別な教育をしてきた［兎蘭種クニークルス］を、［犬桜種ペリート］を、［猫楓種コーシカ］を、［羊杏種シヤーフ］を、適切かつ絶妙に投入し、何重にも張り巡らされていた〈隷人族インフイルマ〉の罠をくぐり抜けていく。

　やはり『直接的な暴力行為の禁止』という条件は、罠の使用のためにあったものだったらしい。

　これらを一晩で準備したのだとすれば驚嘆するより他にないが、裏を返せばただそれだけのこと。

「本当に、わかってしまえばどうということはありませんわ」

　人を操り、支配するポーレットだからこそ、人間を相対させず、罠だけで対処するというのは悪くない手だが、最善ではない。

　最善なのは、彼女の想定を超える人間が直接相対すること。

　だから──。

「早く──早く直接お相手してほしいものですわ、レイジさま」

　ポーレットがそうつぶやくと同時。

　ナポレオン軍はついにティステル城へと辿たどり着いた。
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　奇妙に静まりかえっている城内。

　もちろん道中のように人を配置しないということはあり得ない以上、〈隷人族インフイルマ〉の人間たちが息を潜めているのだろう。

　その不気味な静けさはしかし、数ある罠わなを突破し、息巻く〈獣妖族ベステイア〉たちには問題とならない。

　問題とならないからこそ、そこにつけいる隙すきがあるとも思えたのだが。

「うおおおお！」「ここまでくればこっちのもんだ！」「雑ざ魚こは無視して進め進め進め！」

　すでに門を開かせ、〈獣妖族ベステイア〉が城内へとなだれ込みはじめた現状、どんな手を打っても遅すぎる。

　圧倒的勢いで道を開き、攻め込んでいく彼らを見ながら、ポーレットもまたゆっくりと城内に歩を進めていく。

　城内に人はほとんど残っていなかった。

　残っていたとしても、使用人姿のままの彼ら、彼女たちは怯おびえたように〈獣妖族ベステイア〉の兵たちが進むのを遠巻きに見るだけで、なんの妨害行動も取ってこない。

　もちろん、直接的な暴力が禁じられているので、力ずくでどうこうできるものではないが、それはこちらにも当てはまることなのだ。人の壁を作るなり、バリケードを築くなり、やれることはあるはずなのに。

〈隷人族インフイルマ〉の名の通り、隷族することに慣れてしまったのか、一切の反抗をしてこない。

　そんな彼らを冷ややかに眺めつつ、ポーレットはほんの一日前にも通った道を進み──ついにそこに至る。

「……あらあら」

『領主の間』にも望むべき敵の姿はなかった。

　側近と思おぼしき少数の人間が残っているだけで、彼らもまたされるがままに侵入を許す。

　そうして。





　　　勝者：〈獣妖族ベステイア〉ナポレオン・ボナパルト






「「うおおおお！」」

　まごうことなき勝利条件の達成に、兵たちが勝ちどきをあげる中。

　彼女の胸に去来したのは、達成感ではなく物足りなさだった。

「──この程度、ですの」

　確かに。

　ポーレット自身この手を考えないこともなかった。

　元々ティステルは〈獣妖族ベステイア〉が〈森霊族エルフ〉から奪いとったものだ。

　それを不法占拠という形で乗っ取ったところで、遅かれ早かれ潰つぶされることは目に見えている。

　だからここでするのは〈解放者〉の国の建国宣言だけ。

　宣言さえすれば、それこそ世界中に〈解放者〉──〈隷人族インフイルマ〉は存在するのだ。彼らの何％かでも集めることができれば、抵抗勢力としての体裁は整ととのえられる。

　その目的が果たされた今、ティステルという領地にこだわる必要はない。

　つまり彼らが行ったのは──

「逃げるための時間稼ぎ」

〈解放者〉の《誓約者ルーラー》と《英雄》。

　彼らを逃がすために、ここにいる人間はあえて残ったのだろう。

　それはそれで策として悪くはないものだが。

「……つまらない、ですわね」

　はっきり言って興ざめだ。

　ポーレットの買いかぶりだったのだろうか。

　彼ならもっと素晴らしい、こちらの想像だにしないようなことを起こしてくれると思ったのに──

　そう思った、そのとき。

〝ナ──ナポレオンさまっ!!〟

　唐突な声。

　取り乱みだした巫み女この少女から告げられたのは、まさに想像だにしないようなことだった。




〝た、たった今──〈獣妖族ベステイア〉が〈解放者〉に屈しました!!〟
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　心からありえない事態に遭遇したとき、人は思考を止める。

　だからその心からありえない事態が起きる可能性をあらかじめ想定していたポーレットでも。

「…………いつ……どのような方法で？」

　そうつぶやくのが、精一杯で。




〝そんな難しい話じゃないぜ〟




　突然聞こえてきたその声は、聞き慣れた巫女少女のものではなかった。

　飄ひよう々ひようとしたその口調。

　なにより、この状況を作り出せる唯一の人間。

「ホウバミレイジ……！」

〈解放者〉の《英雄》。

　つぶやいたポーレットは、絶え間ない疑問に思考を走らせる。

　この世界で種族間の争いはすべて《英雄戦争》によって解決される。

　個人での契約とは違い、種族全体との契約はそれ以外に手段がない。

　だから〈獣妖族ベステイア〉が〈解放者〉に屈するためには《英雄戦争》を通さざるをえない。

　そして《英雄戦争》の開始は必ず上空に告知される。

　ポーレットが確認する限りそのようなものが起きた形跡はない。

　にもかかわらず、巫み女この少女は〈獣妖族ベステイア〉が〈解放者〉に屈したと言った。

　いったい、どうやって──

〝おいおい《英雄戦争》は軍と軍、種族と種族によるものなんかじゃないだろ〟

　……《英雄戦争》は軍と軍、種族と種族によるものじゃない？

　与えられた単語が、ポーレットの思考にパズルのピースのようにはまっていく。

《英雄戦争》を戦うのは軍ではない。種族という多数概念でもない。

《英雄戦争》を戦うのは──『個人』。

　そう理解した瞬間。

　目を、見開いた。

「──まさか」




〝《英雄戦争》の最中に直接《誓約者》と【勝負】をしちゃいけないなんてルールはないよな？〟




　レイジは〈獣妖族〉の玉座の間に乗り込んで、エドラスと直接【勝負】をした？

〈獣妖族ベステイア〉《誓約者ルーラー》の権限を賭かけさせて。

「馬鹿な……！」

　思わず口ずさんだポーレットに、レイジが笑う。

〝その言葉はおたくの《誓約者ルーラー》さんにでも送ってやれば？〟

〈獣妖族ベステイア〉は数でも力でも圧倒的に〈解放者〉を上回っている。

　だから〈獣妖族ベステイア〉は〈解放者〉を《英雄戦争》に巻き込みさえすればそれでよかった。

　その意味で〈解放者〉を徹底的に侮ぶ蔑べつし、どんな脅しも揺さぶりも理解せず、なにがあっても潰つぶそうとするエドラスは、最適な《誓約者ルーラー》だったのだが──。

〝いやー俺が負けたらこっちの命自由にしていいから、あんたが負けたら〈獣妖族ベステイア〉《誓約者ルーラー》の権限ちょうだいね？　って言ったら詳しい内容も聞かずに【勝負】にのってくれて助かったわー〟

　おどけたように言うレイジに、ポーレットは低くつぶやく。

「……そう答えるよう、あなたが仕向けたのでしょう？」

〝さあ？　──ま、でも〈解放者〉から《英雄戦争》を申し込まれること自体を屈辱と考える奴やつが、その〈解放者〉の《英雄》から目の前で【勝負】なんて挑まれれば──受けるに決まってるよな〟

　唇を、噛かむ。

《誓約者ルーラー》が持つ権限──《英雄戦争》の開戦権。

　その権限を敵に奪われたということは、どれだけ不利な条件の《英雄戦争》でも、〈獣妖族ベステイア〉は拒否することができなくなったということだ。

　極端な話、魔法禁止でこちらは一人、向こうは一〇〇〇人という絶対に勝てない条件の《英雄戦争》を挑まれても、受けるしかない。

　つまり──レイジは目の前の《英雄戦争》は無視し、《英雄戦争》の開戦権を持つ《誓約者ルーラー》自体を屈させることで、この《英雄戦争》には敗北しても、これ以降の〈獣妖族〉との《英雄戦争》を制したのだ。

「……やって、くれましたわね」

　ポーレットがあえて放置していた、エドラスという短慮で好戦的な名君。

　その配役を、見事に逆手にとられた。

《英雄戦争》は種族同士の戦いで、その戦いは種族の総意であるという常識を足あし蹴げにし、《英雄戦争》の開戦権を持つ《誓約者ルーラー》を狙ねらい打ちにするという予想外な手で。

　だが、それでもまだ疑問は残る。

「……参考までにお聞かせ願えますかしら。どうやってそこに侵入されましたの？」

　レドラへの直接侵入。

　その手段がわからない。

　なんの駆け引きもなく、直接尋ねたポーレットに。

〝人は隠されるとかえって探したくなる〟

「……は？」

〝カリギュラ効果とかストライサンド効果って言ってな。隠いん蔽ぺいされるとかえって気になるんだよ。だから──本当に隠したいものは堂々と晒さらすに限る〟

「なにを言って──」

〝思い出せよ。ティファが宣言したのは〈隷人族インフイルマ〉の国ではなく、〈解放者〉の国だぜ？〟

　その、言葉に。

　ポーレットは今の今までその可能性を無意識に排除していたことに、気づく。

〝どうやって侵入したか？〟

　もし、一切の魔法が使えない〈隷人族インフイルマ〉という前提が崩れるなら。

　魔法を禁じられているはずの彼女が、実は魔法以外の移動手段を持っていたら──




〝んなの決まってるだろ。影の中を移動してだよ〟




〈幻魔族ストレーガ〉の少女クランレウ・シミシカ。

　彼女がレイジの元にいたことは当然知っていた。

　謎なぞの多い〈幻魔族ストレーガ〉。

　その少女が《運命力》皆無の《英雄》に屈し、すべての能力を制限されて主従契約を結ばされたと、そう伝え聞いていた。

　強力な魔法を使う〈幻魔族ストレーガ〉が《偉能レアルタ》も持たない《英雄》に敗北する。

　ポーレットにとってその事実はレイジという《英雄》に興味を持つきっかけになったものだが、その際にすべての能力が制限されたということに疑問など抱きようがなかった。

　なぜなら、能力を制限されでもしない限り、単独で《英雄》にも匹敵しうる〈幻魔族ストレーガ〉が別の種族の《英雄》に従う主従契約を結ぶなどとは思えなかったから。

　事実、ポーレットが侵入したときにも、レウは一切能力を使えないようにみえた。

　だがそれが使えなかったではなく、使わなかったのだとしたら。

　彼女自身が使えなくても、彼女の持つモノまでは制限していなかったとしたら。

　そう思わせないためだけに、レイジは彼女をあえて人目につかせていた。

　切り札だからこそ、切り札だと思わせないために堂々と晒していたのだ。

「全部……全部、このために」

　そうしてポーレットが空っぽのティステル城を攻略しているあいだに、彼はあっさりとレドラへ侵入し、〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者ルーラー》を──〈獣妖族ベステイア〉そのものを敗北させてみせた。

　……戦いを回避するだなんて。

　逃げるだなんて、とんでもない。

　彼は、最初から。

　すべてを覆す絶対勝利しか狙っていなかった。




〝言わなかったか？　勝負ってのは、戦う前から結果が決まってるんだよ〟




　ぞくり、と。

　震えるような快楽を背中に感じて。

　ポーレットは口元が緩んでしまうのをこらえられない。

「本当に……本当にあなたは──最高ですわ……！」

　ことごとくこちらの予想を上回る。上回ってくれる。

　そのことが、たまらなく嬉うれしい。楽しい。──滾たぎる。

〝そりゃどーも。けど、この程度で満足なんてしてないよな？〟

　挑戦的な口調。

　絶対にこちらがうなずくとわかっている言葉。

「ええ──まだなにも決まっていませんもの」

〈獣妖族ベステイア〉が《英雄戦争》に勝ったことで、〈解放者〉は領地を失った。

　反面、〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者ルーラー》が【勝負】に負けたことで、〈獣妖族ベステイア〉は〈解放者〉に《英雄戦争》を行う権利を奪われた。

《英雄戦争》を行う権利は、他種族に売ることで〈獣妖族ベステイア〉そのものを根幹から揺るがす。

　つまり──どちらにとっても致命的な損失があり、それでいて決定打には欠けている。

　だから。

〝だから、あらためて【勝負】をしようか〟

〈獣妖族ベステイア〉と〈解放者〉──ポーレットとレイジの、双方の奪った領地と権利を賭かけた、勝者が総取りするオールオアナツシングの最後の【勝負】を。

「……絶対に退けない戦いというわけですわね」

　そんなもの、こちらから切り出したいくらいだ。

　心の底からふつふつと湧わき上がってくる強い感情に、ポーレットは唇を三日月の形に歪ゆがめる。

「それで、具体的にどんな方法で行いますの？　《英雄戦争》という形ではない以上、大規模なものは考えていませんのよね？　いえ、どちらにせよ一度あなたにはこちらに来ていただいて──」

〝あーちょっと待った、なんか勘違いしてるみたいだが〟

　一転してポーレットの言葉を軽く遮さえぎったレイジは。




〝戦うのは俺じゃないぜ？〟




　あっさりと、そう続けて。

「──え？」

〝つーかさ、いつからあんたの敵が俺になった？〟

　彼のその言葉が終わると同時に。

　ポーレットの目の前に現れたのは。

〝俺は最初から誰とも戦ってない。〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》であるあんたの相手は──そいつだろ〟

　美しい金髪。無骨な首輪。長い、耳。

「──ティファリシア・クリアグリン」

　ポーレットのつぶやきに、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》はまっすぐこちらを向く。

　緊張と、決意。

　わかりやすすぎる感情を貼はりつけた少女を見つめて。

「……ふ──ふ、ふふふふふふ」

　ポーレット・ボナパルトは、乾いた笑いをもらしながら遠く離れた彼に話しかける。

「わたくしの相手が彼女？　相変わらず冗談がお好きですのね」

〝いや？　言うほど冗談は好きじゃないけど？〟

「…………では、本気で彼女と戦えと、〈獣妖族ベステイア〉と〈隷人族インフイルマ〉の命運を賭かけた【勝負】をしろと、そうおっしゃるのかしら？」

〝別に強制はしないぜ。不戦敗がいいっていうなら、こっちとしても願ったりかなったりだしな〟

「……あなたはご自分が《英雄》としてこちらの世界に喚よばれた理由をご存じ？」

〝もちろん、究極のニート生活をするために決まってんだろ！〟

「………………は？」

　本気で意味がわからなくて目を丸くしたポーレットに。

「あの……」

　なぜか申し訳なさそうに、ティファリシアが口を挟む。

「すみません……あまり、その人の話を真に受けないほうがいいと思います」

〝おいこら、どっちの味方してんだよティファ〟

「だからティファって呼ばないでくださいっ」

　そのままあーだこーだと言い合う少女たちを目の当たりにして。




「【あまり苛いら々いらさせないでくださる】？」




　額ひたいに浮く刻印。

　びしりと固まる少女。

【不可能は存在しないImpossible n'est pas francais】という《偉能レアルタ》に晒さらされ、その身を凍りつかせた少女は。




〝それはできない相談だなー〟




　軽い口調でそう続けた彼に、すぐに安あん堵どしたような表情を浮かべ、体を弛し緩かんさせた。

　──どうやら、それなりの対応はしてきているらしい。

　圧倒的な《運命力》にものを言わせ、なすがままにするポーレットの《偉能レアルタ》。

　理屈ではない、心に訴うつたえかける力を防ぐためには、根拠のある安心感が必要になる。

　その安心感を起動させる鍵として、レイジという《英雄》は自らの存在を利用したのだろう。彼がしゃべっている限り心配はないという、言ってしまえば暗示だ。

　簡単ではないが、そこまで難しいものではない。人は未知のものを恐れ、既知のものは克服できるのだから。

「……最低限の準備はしてある、というわけですのね」

〝当然〟

　だが、そうは言ってもレイジと比べれば、ティファリシアという敵は何段も劣るだろう。

　血ち湧わき肉にく躍おどる、化かし合いは到底期待できない。

　そのことに失望を感じ、思わずため息をついたポーレットに。

〝あんたは一つ決定的なことを見落としてる〟

　レイジは、さも楽しそうに言う。

〝そしてそれゆえに、絶対にこいつには勝てない〟

　安い、挑発。

　そう、思いはすれど。

「──あくまで、あなたは戦わないとおっしゃいますのね」

〝そうそう。わかってくれた？〟

「ええ──十二分に」

　言葉と、笑み。

　向ける矛先はレイジではなく──ティファリシア。

　なにごとも。考え。考え。考えたのなら。

　あとは進み潰つぶし征せい圧あつするだけ。

「いいですわ。【勝負】をお受け致しましょう」





　　　　◇◆◇






　ポーレット・ボナパルトから向けられた、寒々しい笑みに。

「──」

　ティファリシアは体の芯が震えるような感覚に襲われる。

　彼女の持つ《運命力》とそれが発する圧力は、こちらの世界の人間であればどうしても畏い怖ふせざるをえない。

　そして、それ以上に。

〝いいねーその潔さ〟

　言葉巧みに煽あおり、煽り。

　結局、思い通りに事を動かしてしまうレイジに、心から呆あきれてしまう。

　自分も含めて、すべての事象が彼の狙ねらいどおりに動いているように思えてくる。

　それでいて、動かされているという感覚はないのだ。

　あくまで自らの意志で動いて、結果として彼の望むままの形になる。

　だから、本当に、端的に言って。

　──ズルい人です。

　ティファリシアがそう思うのを見抜いていたかのように。

〝んじゃあとはご自由に〟

　そう告げたのを最後に、レイジの声は聞こえなくなった。

　ここからは、すべて自分自身の意志で行動する必要がある。

　意識すると同時に、両肩が重くなるような緊張を感じて、ティファリシアは目を閉じた。

　思いだすのは、このひと月のこと。

　レイジという《英雄》を召喚し、振り回され、振り回され、振り回され続けた日々。

　考えるだに憂ゆう鬱うつにならざるをえない記憶の中で。

　挑み続け、負け続けたレイジとの【勝負】を意識的に呼び覚ます。

　彼が、このひと月、どうやって自分を負かし続けたのか──。

「そろそろよろしいですかしら？」

　ポーレットから声をかけられて。

　ティファリシアは目を開く。

「では、具体的な【勝負】の方法を決めたいのですけれど──」

「その前に」

〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》を遮さえぎって。

〈解放者〉の《誓約者ルーラー》である彼女は言う。

「あらためて宣言させてください」

　決意の眼まな差ざしを向けたティファリシアに、ポーレットは穏やかに応じた。

「──ええ。どうぞ」

　余裕に満ちた言葉。仕草。表情。

　どこまでいっても上位の《英雄》に、［劣血種アブセンス］の少女は言う。

「〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンは、〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》ポーレット・ボナパルトに【勝負】を挑みます。その【勝負】方法は──」

「……！」

　虚を衝つく先制攻撃。

　ただの宣言に見せた、勝負方法の提示。

　事前の打ち合わせ通り、右手を突き出したティファリシアは、拳こぶしの形にしていた手を上に向けて開き。

「一度限りのコイントスです」

　そこに置かれた異世界の銀のコインをポーレットに見せつけた。





　　　　◇◆◇






「勝負方法は、一度限りのコイントス……？」

　シンプルと言うには、あまりに簡単すぎる方法。

「そんな単純な方法に、国の、種族の命運を賭かけるというんですの？」

　ポーレットが訝いぶかしげにつぶやくと、ティファリシアはまだぎこちなさの残る仕草で、然しかりとうなずく。

「その疑問は、もっともなものだと思います。ですが、道具もなにもないこの場所で『直接的な暴力行為』に頼ることなく迅速に決着をつけるとなると、非常に方法が限られます」

『直接的な暴力行為の禁止』というのは、《英雄戦争》で適用されていたルールだ。

　今回の【勝負】でもその条件を引ひき継つぐということだろう。

「方法が限られると言っても、他にないわけではないですわよね？　なぜコイントスなのかしら」

「引き分けがなく、イカサマを仕掛けづらいからです」

　即答。

　つまり、あらかじめ用意されていた答え。

「確かに、他にも勝負方法はあるでしょう。ですが、単純かつ簡単、細かい取り決めをする必要がなく、イカサマの余地もまずない方法で、勝ち負けという二極がはっきりわかる形というと、非常に限られたものになると思います」

　それは、確かに一理ある。

　ポーレットがレイジとの勝負で行ったような『何者か当てる』といった、突発的な質問の正否などでも勝敗はつけられるが、正答条件などに細かい注釈をつけなければならない。

　その点、『コインをトスして上を向いているのは裏か表か当てる』というのは確実だ。

「それに──たかだか一枚のコインの表と裏に、種族の勝ち負けを重ねるのです。その非常識さに意義を感じられませんか？」

　ぎこちなく、にやりと微笑ほほえんでみせたティファリシアに──ポーレットは笑う。

「残念ながら──好みではありますわね」

　別に意義などどうでもいい。

　むしろそんなものはないほうがいいのだ。

　だから、彼女の言っていることにまるきり賛同したわけではない。

　ただ──たかがコイン一枚の表裏に、自身どころか種族の命を賭かけるという狂気。

　その常識外れな方法をとても言いそうにない彼女が口にしているという事実に、惹ひかれないと言えば嘘うそになる。

　なぜなら、そこには明白にレイジの影が見え隠れするから。

「──いいですわ。その勝負に乗りましょう」

　あっさりとそう言ったポーレットは。

「……では、このコインを──」

　ほっと安あん堵どの息を吐ついたティファリシアが、当然のように自分でコインを投げようとするのを。




「【お待ちになって】」




　遮さえぎって。

　ほんの一瞬──ティファリシアの動きが止まったその隙すきに、彼女の手からコインをつまみあげる。

「な、なにを──」

　当然のように驚き慌てたティファリシアを見ながら、ポーレットは目を細める。

「あら、勝負方法は一度限りのコイントスなのでしょう？　わたくしがトスしたものをあなたが当てるというのでもかまわないのではなくて？」

　一度言葉を切ったポーレットは、意図して唇の端をつり上げて。




「それともその形ではなにか都合の悪いことでもあるのかしら？」




　確信を持っていると思わせる言葉。

　ポーレットのその口調に、ティファリシアは気まずげに黙り込む。

　そのわかりやすい反応に、ポーレットは思わず狐きつね耳の巫み女こ少女を連想した。

　できたてとはいえ、一国の《誓約者ルーラー》になろうという少女が、たかだか巫女と同レベル。

　ほんの少し失望を感じたポーレットは、その反応をおくびにも出さず、

「では、決まりですわね」

　小さな魔法陣が広がるのを確認するやいなや、ティファリシアがなにか続ける前にコインを弾く。

「あ──」

　目にもとまらぬ速さで回転するコインは空中でキャッチされ。

　ポーレットはそのまま拳こぶしの形にした手をティファリシアに突きだし、尋ねる。

「では、上を向いているのは表か裏か──当ててくださる？」

　ポーレットの一連の動作に不自然なところはない。

　極々当たり前のコイントス。単純で明快な運勝負。

　そもそもコイントス勝負に細かい条件など付与しようもないのだ。

　コインを弾き、空中で掴つかみ、上を向いているのが表か裏かを問うだけ。

　だから、ティファリシアも言っていたようにイカサマの余地などないと──勘違いする。

　いや、普通ならイカサマはできない。

　実際ポーレットも元の世界ならなんの細工もできなかっただろう。

　そう、『ナポレオン・ボナパルト』として召喚され、《偉能レアルタ》という超常の力を付与されていなかった元の世界なら。

　ティファリシア・クリアグリンは、あるいはホウバミレイジはポーレットの《偉能レアルタ》がティファリシアに通用しなかったことで安心したのかもしれない。

　だからその可能性を考えもしなかった。

【不可能は存在しないImpossible n'est pas francais】という、ポーレットの《偉能レアルタ》。




　その絶対命令権はポーレット自身にも及ぶということを。




　ポーレット・ボナパルトという肉体の枷を取り払い、空中で高速回転するコインを正確に見極めるという不可能事を可能にすることを。




　──本当に隠したいものは堂々と晒さらすに限る？

　まさか。

　切り札は最後まで隠し通すに限る──。

　驚異的に高められた動体視力で、ポーレットは手の中のコインが『表』を上にしている状態であることを知っている。

　そしてその知っているということが、単純明快でただの運勝負であるコイントスにイカサマの余地を作る。

　なぜなら、コイントスに決められた手の開き方などないからだ。

　前提として、コインを投げる人間にも手の中のコインがどちらを向いているかはわからないはずなのだから、そこにこだわる理由が存在しない。

　当然ポーレットが突きだした手もそのまま開かなければならないという謂いわれはなく、ティファリシアが『裏』と言えば、左手の甲に右手を重ねて開き、『表』と言えば、そのまま開くと落ちるという理由で右手をひっくり返して開いてもなんら問題はない。

　つまり手の中のコインの状態を正確に理解していることで、それは選択する側ではなく、選択される側に明確な主導権のある『奇術師の選択マジシヤンズチヨイス』へと変わる。

　──勝負ってのは、戦う前から結果が決まってるんだよ

（まったくその通りですわ）

　切り札を隠し通したままこの状況に持ち込めた時点で、ポーレットの勝ちは揺るぎない。

　そう──まさに戦う前から決着はついていたのだ。

　そのことに気づかない、憐あわれな少女は、眉まゆを寄せ。

　考えて、考えて。

　考え抜いた末に──。

「……『表』、です」

　決断を、下す。

　瞬間、ポーレットは内心でため息をついた。

　……これで終わり。終わってしまう。

　本音を言えば、彼女に授けられていただろうレイジの戦略を見てみたかった。

　だが、授けられた当の本人がこの有様では、到底期待に応えられるようなものではなかっただろう。

　つくづく残念だ──そう、思いながら。




　──あんたは一つ決定的なことを見落としてる




　右手をひっくり返そうと。




　──そしてそれゆえに、絶対にこいつには勝てない




　…………………………レイジの言葉が。

　呪いのように反はん芻すうされて。







　本当にこれでいいのか？







　その問いは、ポーレットの心の奥底から響き。

《偉能レアルタ》で鋭敏になっている彼女の感覚を、さらに研ぎ澄ましていく。

　不意に目に入った、ティファリシアの表情。

　ハラハラしているようにしか見えない彼女の顔が、ほんの一瞬緊張から解き放たれたように緩み。

　笑みが形作られるのを。

　見た──瞬間。

　乾いた土のようだったポーレットの脳に、真実という清涼な水が染み渡る。

　あらためて考えてみれば。

　いや考えてみるまでもなく、この状況は極めて異常だ。

　コイントスで種族の命運を決めるという、正気を疑う勝負。

　五〇％というあまりにも低い可能性に本気で賭かけているなどとはもちろん思わないが、ティファリシアという存在にすべてを委ゆだねるというのは暴ぼう挙きよという言葉でも足りない。

　否いや。

　そんなわけがない。

　少なくともポーレットの知るレイジという人間はそんなギャンブルをしない。

　であれば。

　そこには絶対に必勝の策がある。

　ポーレット自身がその策を仕掛けたように。

　彼もまた同じことを講じてくるはず。

　…………同じ？

　ホウバミレイジがポーレット・ボナパルトと同じであるということは。




　ポーレットが『奇術師の選択マジシヤンズチヨイス』を仕掛けるということまで読んでいたのではないか？




　……ポーレットの《偉能レアルタ》がポーレット自身に及ぶというのは、論理的推論で十分に導みちびき出せるものだ。

　もし、ポーレットの《偉能レアルタ》を正確に見抜き。

　その上で勝てる仕掛けを組み込んでいたとしたら。

　こちらが勝利を確信するその瞬間に発動し終わっている仕掛けがあるのだとしたら──。




　──あんたは一つ決定的なことを見落としている




　決定的なこと。見落とす。




　──それゆえに、絶対にこいつには勝てない




　こいつ。ティファリシア。

　ポーレットは目の前に立つ少女を見る。

　なぜ、レイジは自分ではなく彼女をこの場に立たせたのか。

　距離や時間の問題などどうにでもできるものだ。

　少なくともその種族の命運を賭かけるような勝負であれば確実を期きして自ら出張るのが当然だろう。

　にもかかわらず、彼はティファリシアを代行に立てた。

　最初から戦っていたのはティファリシアなどともっともらしい言い訳を添えて。

　そこには必ず理由がある。

　つまり、レイジではなく、ティファリシアでなくてはならなかった理由。

　彼女にあって、レイジにないもの。

　レイジにはできなくて、［劣血種アブセンス］の彼女にできること。




　…………………………………………［劣血種アブセンス］？




　瞬間、ポーレット・ボナパルトは雷に撃たれたような衝撃に襲われ、数歩よろめいた。

　わかった。

　確かにポーレットが見落としていた決定的なこと。

「ふ──ふふ、ふ、あはははははははっ」

　突然笑い出したポーレットに、ティファリシアはなんのリアクションも示さない。

　奇妙に無表情を貫いている。

　まるでそれまでの驚き慌てふためいていた様子が演技だったかのように。

　いや──演技だったかのように、ではない。

　事実として演技だったのだ。

「ふ、ふふ、ふ……そういう、ことでしたの」

　すべてを了解した〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》は、目の前に立つもう一人の策士を──役者を、二つの意味で見直す。

「迫真の演技でしたのね──ティファリシア・クリアグリン」

　そうして彼女は笑う。

　知らず敗北間際にまで追い込まれていた自分を。

　そして──そのことに気づき、起死回生の勝利を確信した自らに。

「ずっと、なにを仕掛けてくるのかと考えていたのですけれど、そんなことを考えている時点で遅すぎるのでしたわ」

　きっとティファリシア・クリアグリンへの失望が大きすぎたせいだろう。

　いくらレイジでも無力な彼女にはなにもさせられない。そう思い込んでいた。

　──気づいてしまえば簡単なことなのに。

　なぜ今の今まで気づかなかったのかと考えて、そう仕向けられていたのだと気づく。

　意図的に隠されていた〈幻魔族〉の少女クランレウ・シミシカ。

　なにより、〈解放者〉──〈隷人族インフイルマ〉の《誓約者ルーラー》というフレーズ。

〈隷人族インフイルマ〉の国。

〈隷人族インフイルマ〉の反乱──。

　だが。




「あなた自身は〈森霊族エルフ〉の血を引いているのでしたわね」




〈隷人族インフイルマ〉の《誓約者ルーラー》は、〈森霊族エルフ〉の王族の血を引く［劣血種アブセンス］。

「──っ」

　無意識にだろう、長い耳を隠すように手を動かしたティファリシアに、ポーレットは決定的な事実を突きつける。

「〈森霊族エルフ〉の得意としている魔法はなんだったかしら？」

　答えを聞くまでもない。

　森林帯での生活を主とし、排他的だった彼らが外から来る余よ所そ者ものを惑わすために使うのは、そうと意識しない限り、気づかず騙される［認識改変の魔法］。

　表情を強こわばらせたティファリシアに、ポーレットは今度こそ勝利を確信する。

「たとえば。コインの表を裏に、裏を表に誤認させる魔法があらかじめ使われていたら──わたくしがこっそりと把握したこのコインの裏表は逆ということになるのかしら？」

　そうしてポーレットが手を開いたあとに魔法を解けば、手の中にあるコインは綺き麗れいに裏返っていることになる。

　ポーレットがコイントスをし、そこに細工をすると読んだ上での細工。

　そう考えれば、すべてのことに説明がつく。

「エドラスさま〈獣妖族〉の《誓約者》の性格を把握していたにもかかわらず、なぜ『魔法の使用禁止』を《英雄戦争》の条件に盛り込まなかったのか疑問だったのですけれど、このためでしたのね」

　ティステル攻城戦で『魔法の使用禁止』を盛り込まなかったのは、〈獣妖族ベステイア〉の魔法を脅威と考えていなかったからでも、エドラスの性格を把握できなかったからでもない。

　単純に自分たちが魔法を使う可能性があるからだ。

　つまり、レイジはあの《英雄戦争》を仕掛ける段階でこの展開まで考えていた──。

「本当に、驚くほど考え尽くされていますわ」

　こればかりは素直に感心するより他にない。

　レイジという《英雄》は間違いなく今まで戦ってきた相手の中でもっとも手て強ごわかった。

　だが──それでも勝つのは、強敵だと理解し、警戒し、受け入れたポーレットだ。

「これで終わりですわ！」

　そう高々と言い。

　左手の甲に右手を重ねて開いたポーレットは。







「──────え？」







　表示されたコインが『表』であることに言葉を失う。

　ひっくり返して。元に戻して。

［認識魔法］をかけられている可能性を疑い。集中して。

　穴があくほど見つめても。触っても。

　結果は、変わらない。

『表』。『表』。

『表』──。

「言っただろ」

　不意に聞こえてきた声は、思いのほか近くから発されて。

　顔をあげたポーレットは、ティファリシアのすぐ後ろに立つレイジと、クランレウ・シミシカの姿を認める。

「あんたは一つ決定的なことを見落としている、それゆえに絶対にこいつには勝てないって」

「……〈森霊族エルフ〉の血を引いていることじゃ──」

「違うね」

　あっさりと否定したレイジの代わりに、ティファリシアがどこか申し訳なさそうに言う。

「わたしは……〈森霊族エルフ〉の魔法は使えません」

「え──」

　魔法を、使えない？

　つまり。

　つまり──《英雄戦争》で『魔法の禁止』を条件にしなかったのは、ティファリシアが魔法を使うと思わせるためで。

　結果、コイントスでポーレットにティファリシアの指定する『表』を開かせるためだった──？

「そんな、馬鹿な……！」

　呆ぼう然ぜんとするポーレットに、レイジは薄く笑いながら言う。

「馬鹿にしたのはそっちだろ？　あんたは《英雄》の俺ばかりを見て、こいつを見なかった。目に入ってはいたが、見えていなかった。〈森霊族エルフ〉に裏切られ、〈隷人族インフイルマ〉の解放者に担ぎあげられた［劣血種アブセンス］──その程度の認識だったんだろ？」

　……そうだ。

　ティステル城に単独で侵入したのも、もっぱらレイジという《英雄》を知るためで、ティファリシアやその他の人間などおまけぐらいにしか考えていなかった。

「あいにくだったな。こいつは──ティファリシア・クリアグリンは、ただの不幸な［劣血種アブセンス］なんかじゃない。出自に関する偏見と魔法が使えない［劣血種］ゆえの欠陥というハンデを負ってなお、前を見続けることができる、馬鹿みたいに強い意志を持った類たぐい希まれな存在なんだよ」

　驚くように息を呑のんだのは、ティファリシアだ。

　だがレイジはそんな彼女の反応も気にせず、まっすぐポーレットを見て続ける。

「肩書きがなんの意味を持つ？　見せかけの行動に惑わされ、弱者だと決めつけて、本質を見失うのは、女であることや、妹であること、ただ利用される立場にありながら、逆に表舞台の人間を利用したあんたらしくないんじゃないのか？」

「────」

　その、通りだ。

　どうしてそのことを忘れていたのだろう。

　ポーレット・ボナパルトではなく、英雄ナポレオン・ボナパルトとして異世界に喚よび出されたことで、知らず驕おごっていたのだろうか。

　そして。

　なによりも──

　そのことをレイジに見抜かれていたこと。

　それが、なによりの敗因。

「……最初から、すべてあなたの思い通りでしたのね」

「と、思うじゃん？」

「え」

　コロッと態度を変えた彼は、飄ひよう々ひようと言う。

「実は割と即興で思いついたやつばっかなんだよねー。まあティファとかレウはわかってると思うけど」

「え……え!?　『とりあえずやばくなったら、すべてレイジの言うとおりです、って感じに装よそおっておけばいいから』って──」

「いやー思った以上にうまくいったわ」

「て、適当だったんですか!?」

「適度に当たってたわ」

「せ──せっかく見直しかけていたのに……！」

「え？　なに？」

「──なんでもありません！」

「それでも、ご主人さまはすごい。ほんとうにすごすぎて……ころしてしまいたくなる」

「まってまって。今すげー物騒なこと言わなかった？」

「……？　かちかんのそうい？」

「そんな言葉で誤ご魔ま化かせると思うなよ!?」

　シリアスな空気が一転してやわらぐ。

　おそらく意図的にそうしたのだろう。

　今後のことを考えて。

　すべての行動が計算され尽くしている。

　少なくともそう思わせ、結果として彼の思い通りになっているという事実に。

「まったく──敵かないませんわね」

　憑つき物ものが落ちたように。

　朗ほがらかに笑ったポーレットを、レイジたちがじっと見てくる。

　彼らの驚く顔。

　特にレイジの『そんな顔もできるのか』という表情がなぜか妙に心地よくて。

　ポーレットは、するりとその言葉を口にできた。




「わたくしの──負けですわ」
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六章　ニート、かく語りき









　ティファリシアがポーレットに【勝負】で勝ち。

〈解放者〉が〈獣妖族ベステイア〉に勝利するという歴史的瞬間に沸いた翌日。

「レイジ！」

　その立役者となった《英雄》の部屋に、ティファリシアはかつてない勢いをもって押しかけた。

　常なら必ずしているノックも忘れ、扉を開くと同時にティファリシアの目に飛び込んできたのは──

「どういうこと、です……か……？」

　叫ぶような強い言葉も尻すぼみになっていく。

　ベッドの上で、下着姿同然のレウが上半身裸のレイジの上にのしかかっている。

　端的に言って。

　その様子は、二人がえっちなことをしているように見えた。

　瞬時に顔を真っ赤にしたティファリシアは、恥ずかしさより先に怒りを覚おぼえて叫ぶ。

「な、なに、なに──なにをしているんですか!!」

　声を張り上げながら、ティファリシアは不思議に思っていた。

　なぜ自分は声を張り上げているんだろう。

　恥ずかしいのに。一刻も早くこの場を去りたいはずなのに──。

「……しっと？」

　首を傾かしげたレウが。

　無表情のままつぶやいた言葉に、ティファリシアは激しく動揺する。

「は──はぁっ？　な、なにがどうして、そんなことに!?」

「きのう、ご主人さまからほめられて、ときめいた？」

「──────なんのことを言っているのかはわかりませんが、おりてください！」

「やだ」

「わたしは彼の主人です！」

「くびわをつけられてるのに？」

「こ、これは無む理り矢や理り……」

「それにご主人さまはわたしのご主人さまでもある」

「──」

　もう我慢ならなかった。

　ティファリシアは実力行使に出る。

　つかつかとベッドに近づくと、レウに手を伸ばし──

　レイジが叫んだ。

「──だあああっ、うるっさいわお前ら！　そういう色気づいた空気に触れると鳥肌が立つ!!　童貞なめんなよ!?」

「ど──」

「どうていはほんらいそういうものじゃないはず……でもそんなふうにかいしゃくしているご主人さまはすてき」

　顔を赤くするティファリシアと感心するように無表情でうなずくレウ。

　そんな二人を横目に、レイジはレウによってなされていた『かたわらの闇』の拘束から脱すると、脱がされた服を着ながら乱暴にティファリシアに言葉を投げる。

「で。なんか言いたいことがあって来たんじゃねーの？」

「あ……そ、そうでした」

　視線をそらしていたティファリシアは、こほんと気を取り直すように咳せき払ばらいをして。

「……どういうことなのですか？　〈獣妖族ベステイア〉から手に入れた《英雄戦争》の権利を返還するというのは」

　あの後。

　もう一度〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者ルーラー》エドラスの元へと移動したレイジは、彼を相手にとある契約を結んでいた。

　それは簡単に言えば、今回の件で手に入れたすべて、正確にはティステルを除くすべてを返還するというもの。

　遅れてその事実を知ったティファリシアは使用人たちからの追及もあって、こうしてレイジの部屋を訪れたというわけだ。

「〈獣妖族ベステイア〉の《英雄戦争》の権利を交渉材料に使えば、エンターラ全土とは言わずとも、ある程度の国土を得られたはず……本格的に世界中にいる〈隷人族インフイルマ〉や［劣血種アブセンス］を住まわせることができたのに……！」

　そうすればクレアリシアお母様の願いを叶かなえることも──

「たんじゅんすぎ」

　レイジの代わりに答えたのは、レウ。

「〈獣妖族ベステイア〉のこくどをうばったからといって、そこにすんでいるひとはそのまま。あなたはそういうひとたちにもでていけというの？」

「──……それは」

「たとえ〈獣妖族ベステイア〉のひとをでていかせることができても、〈隷人族インフイルマ〉のひとたちがこれるわけない。ここにいるひとたちはあなたやあなたのおかあさんにしたがっていたからへいきだけど、ふつうはしゅじんとけいやくをむすんでいる」

「──」

　確かに、レウの言っていることは的を射ていた。

　国土を奪ったところでそれでどうにかなるものでもない。

　その程度のことで〈隷人族インフイルマ〉が魔法の使えない非力な種族であるという事実や、各種族からの〈隷人族インフイルマ〉は弱者で隷属するものという偏見をなくすことはできないし、〈解放者〉の国などといっても言葉だけが虚むなしく空転するだけだ。

　しゅんとするティファリシアに、レイジがさもめんどくさそうに言う。

「恥ずかしがったり怒ったり落ち込んだり、忙しい奴やつだな……心配しなくてもタダで領土を返したわけじゃねーよ」

「……え？」

　あくまでベッドに寝転がりながら、レイジは言う。

「権利を返す代わりに、〈獣妖族ベステイア〉にはこの国がすべての種族に正式に認められるよう、公式の場を用意してもらうことにした。［誓約議会オーソリテイ］って公式の場をな」

「［誓約議会オーソリテイ］!?」

［誓約議会オーソリテイ］とは、すべての種族の《誓約者ルーラー》と《英雄》が集う、言ってみればこの世界の最高決定議会だ。

〈隷人族インフイルマ〉はもちろん、〈獣妖族ベステイア〉でもおいそれと招集することなどできないはずだが。

「もちろんそこは無む茶ちやしてもらった。エドラスのおっさん自体はチョロいからな。ま、〈獣妖族ベステイア〉から見ても領土を奪われたりするのに比べたらはるかにマシだろ」

「まさか〈獣妖族ベステイア〉と争うことになったときからそのことを考えて──？」

「さあな」

　飄ひよう々ひようと言ってのける彼からその真意は見えない。

　だが、レイジという非常識な《英雄》が予知じみた先読みを行ってきたのは、もう何度も見てきている。

　だとすれば今回の一件も──そう考えかけたティファリシアは、次に続けられたレイジの言葉に目を見開いた。

「ちなみにその会議に俺は参加しないから」

「……………………は？　なにを言って──」

「いやいや冷静に考えてみ。本来《英雄》がするのは《英雄戦争》。政治の場は完全に管轄外じゃん？」

　それは……その通りだが。

　それまでのふざけた空気を一変させて、レイジは無表情で言う。

「もしお前が本気で行き場のない者を迎える〈解放者〉の国を作りたいのなら──その代表として堂々と立ち回ってみせろよ。［誓約議会オーソリテイ］はそのための場所としてうってつけだろ？」

「────」

　行き場のない者たちを迎えるための国。

　その代表として、振る舞う。

　ティファリシア一人で──。

「そもそもご主人さまはよくかんがえれば《英雄戦争》もまともにたたかっていない」

「ったりまえじゃん。ニートが働いてどーすんの？」

「どうどうとクズなせんげん……そんけいする」

「……あーレウ。ほめてくれるのはいいが、意味わかんないし気持ち悪いからやめてくれ」

「ご主人さまがいうならしかたない。そのかわり──」

「しないしない。エロいこととかしない……しないって言ってるだろ!!　ちょ、布！　その黒い布使うのいい加減卑ひ怯きようだからやめろや!!」

「ひきょうはご主人さまのとくいとしていることで、すいしょうされることなはず。さすがご主人さま。むじゅんしていてすばらしい」

「どんなほめ方だ!!　──あ、ちょ、マジで、やめ──────っ」

　レイジとレウが再びもみくちゃになるのにも気づかずに。

　ティファリシアはしばらく真剣に考え込み続けた。





　　　　◇◆◇






　──そうして迎えた、［誓約議会オーソリテイ］の日。

　ティファリシアは荘厳な装飾の施されたレドラ城の一室に招かれていた。

　中央に置かれた巨大な円卓と、それを囲むように等間隔で置かれた典麗な椅い子す。

　そこにそれぞれ見た目にも特徴的な種族の《誓約者ルーラー》たちが座っている。

　いっせいに彼らから好奇や嫌悪の眼まな差ざしを向けられたが、懸命にそれらを気にしないようにして、周囲をよく観察する。

《誓約者ルーラー》たちが全員座っているのに対して、彼らに従う《英雄》たちの態度はまちまちだ。同じように椅子に座る人間、その傍そばで立つ人間、《誓約者ルーラー》以上に偉そうに机に腰掛ける人間……

〈獣妖族ベステイア〉の席にポーレットはいなかったが、彼女が立てているのであろう替え玉らしき男の姿がある。

　じっと彼を見ていると、その傍かたわらの猫耳の男──〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者ルーラー》エドラスが口を開いた。

「──揃そろったようだな」

　ティファリシアの視線など無視し、主催者であるエドラスが厳かに切り出す。

「まずはお集まりいただいた各種族の《誓約者ルーラー》、《英雄》の歴々。〈獣妖族ベステイア〉を代表し、深く御礼申し上げる」

　言葉通り深々と一礼した彼は。

「此こ度たびの［誓約議会オーソリテイ］の目的は、すでに通達したとおりだが──本題に向かう前に〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者ルーラー》として言わせてもらいたいことがある」

　そうしてまっすぐにティファリシアを指さし、声高に叫んだ。

「そこに座るマザリモノの女は卑劣極まりない略奪者だ！　此度の《英雄戦争》で我々〈獣妖族ベステイア〉は苦く杯はいをなめさせられたが、奴やつらが行ったのは明らかな不正！　そのような者たちが作った国など断じて認められぬ!!」

　ビリビリと部屋中に響き渡る声。

〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者ルーラー》が見せた激げつ昂こうに、誰もなにも言わない。

　ただまっすぐに──ティファリシアを見つめてくる。

　その視線が持つ圧力に、ティファリシアは急に息が吸いづらくなったような錯覚をして。

「そもそも〈隷人族インフイルマ〉や［劣血種アブセンス］が国を作るなどというのがありえないのだ！　魔法も使えず、数が多いだけの愚劣な種族！　そんな者たちをどうして対等に見ることができる!?　劣った人間どもは使われることでのみ価値を持つというのに!!」

　興奮するエドラスに各種族の面々は沈黙を貫き。

　目を血走らせたエドラスは、話をティファリシアの横──〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》へと向けた。

「〈森霊族エルフ〉の！　他人事のように傍観を決めているが、此こ度たびの件はそなたら〈森霊族エルフ〉にも原因の一端はあるのだぞ!?　そこの小娘は〈森霊族エルフ〉の王族の血を引いているというではないか！　血を分けた者のなした所しよ業ぎよう、責任があるとは思わんのか!!」

　激情を向けられた〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》は。

「──なにをおっしゃるのかと思えば」

　目を閉じたまま、かすかにため息をついて。

「［劣血種アブセンス］のなしたことになぜ〈森霊族エルフ〉が責任を持たねばならないのですか。あなたたち〈獣妖族ベステイア〉は自らの血を引いた［劣血種］をいちいち処分してまわっているとでも？」

「それとこれとは話が違う！」

「ではこの場ではっきりと宣言しましょう」

　目を開いた叔母──〈森霊族エルフ〉の女王は、立ち上がり、氷の表情でこちらを見下ろし。




「たとえ、それが我が姉の血を引いていようとも、〈隷人族インフイルマ〉との忌まわしきマザリモノである以上、我々とは一切関係ありません」




　種族の繋つながり。叔母と姪めい。そんな関係など、まったく存在しない。

　はっきりと、そう宣言されて。

「──それはそのとおりだな」

　どこからともなく。

　同意の言葉が続く。

「〈隷人族インフイルマ〉は数が多い。畢ひつ竟きよう、［劣血種アブセンス］の数も増える。排除しようにも限界がある」

「ふん、そもそも不正程度で〈隷人族インフイルマ〉やマザリモノごときに敗れるのか。〈獣妖族ベステイア〉もたかが知れているな」

「なんだと!?」

　思わぬ方向に転がっていく［誓約議会オーソリテイ］に、《英雄》たちは呆あきれたり、笑ったり、無関心を貫いたりしている。

　バラバラに見える《誓約者ルーラー》や《英雄》たちにも一つだけ共通していることがあった。

　それは、この会議が本来持っていた意味を無視していること。

〈隷人族インフイルマ〉や［劣血種アブセンス］が国を持つこと。それを承認するという事実自体を、なかったことにしている。

　その意味では、ティファリシアの存在など、誰も気にかけていない。

　当たり前だ。

　彼らにとってティファリシアという［劣血種アブセンス］は、〈隷人族インフイルマ〉は。

　できそこないの、使われることでその存在価値を見いだされるだけのものでしかない。

　だから。

　しょせん、マザリモノの自分は。

　害虫と同然にみなされ。

　忌まわしいと唾だ棄きされ。

　血を分けた叔母にも見限られて。

　なにものにもなれず、なにもなしえない存在でありつづけるしかない──。







　本当にそうか？







　声が聞こえた。

　不敵に笑い、周囲を食ったような態度の、適当極まりないニートの声が。

　彼は、ここにはいない。

　であればそれは──ティファリシアの中にあるレイジの声だ。

　このひと月、毎日のように彼に【勝負】を挑み、負かされ、馬鹿にされ続け。

　知らず棲すみついていた、染みついていた、卑ひ怯きようで最低で、とてつもなく頭が切れる──ホウバミレイジという《英雄》。

　彼なら。

　彼がこの場にいたら。

　ティファリシアのこの場所に立っていたら、どうするか？

　そう考えた瞬間。

　ティファリシアは目の前が急にまぶしく感じ──




「──ふ、ふふふふふふふふふふ」




　唐突に。

　なんの脈絡もなく笑い出したティファリシアに。

《誓約者ルーラー》たちはそちらを見る。

「──なにがおかしいマザリモノ!!」

　ばん、と机を叩たたいてエドラスが叫び。

　その音を意にも介さず立ち上がったティファリシアは、悠々と周りを見回し。




「つくづく、つまらない方たちですね」




　侮蔑と、嘲笑。

　奪われ脅おびえるはずの［劣血種アブセンス］が浮かべたその感情に、誰もが目を見開く。

「そのマザリモノに、汚らわしい［劣血種］に出し抜かれ、敗れたのはどこのどなたでしょう？」

「な──き、貴様……っ!!」

　立ち上がり、今にも襲いかかりそうな〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者ルーラー》以外に向かって。

　ティファリシアは言う。

「皆様にお尋ねします」

　一人一人を見つめ、真しん摯しに問いかける。

「わたしたちの行ったことは不正だとおっしゃいましたが、そもそも今回のことは本当に不正なのでしょうか？」

　何人かが眉まゆ根ねを寄せた。

　その好感触に手応えを覚おぼえながら、ティファリシアは続ける。

「ご存ぞん知じのように、《大誓約魔法》の下、《英雄戦争》は厳密に規則が定められています。その《英雄戦争》で不正があったと言うのならば、当然その不正に対する罰則が事前に用意されてしかるべきではありませんか？」

「だから今その話を──」

「事前と言いました。事の起きた後から『こんなことが起きるとは思っていなかった』と訴うつたえられましても『そんなことも考えつかなかったのですか』としか言いようがないのですが」

「──っ!!」

　怒りでどうにかなりそうなエドラスと裏腹に。

「ふ──違いない」

　誰かがあげた同意の言葉。

　ティファリシアという［劣血種アブセンス］にはじめて向けられたポジティブな反応。

　そのたった一つのヒビが、高くそびえたっていた偏見の壁を瓦が解かいさせる。

　本来下の立場であるはずの彼女を、まともに取りあう必要などないはずの［劣血種アブセンス］の言葉を──彼らの下に届けさせる。

「今回の一件はわたしたちに一つの問いを投げかけました」

　わたしたちという言葉に、誰もなんの反応も示さない。

　それが当然のものであると錯覚している。

「それは、果たして《英雄戦争》は今のままの形でいいのか、というものです」

　確かに言葉が届いている実感を得ながら、ティファリシアは続ける。

「特に《英雄》の皆様にお尋ねしたいのですが」

　さりげなく。

　問いかける対象を《英雄》に絞る。

〈隷人族インフイルマ〉や［劣血種アブセンス］に対する偏見の少ない、彼らに。

「《英雄》の皆様は、刻印を奪いあうという《英雄戦争》の形をどのようにお考えでしょうか。いえ──率直に言って、今の《英雄戦争》の形式に満足されていますか？」

　挑発的な言葉に、少なくはない《英雄》が反応する。

「わたしたちが《英雄》の皆様を召喚したのは、《英雄戦争》で他種族に勝利するためです。そして──召喚に応じてくださったということは、皆様自身も戦いを、征服を、支配を望まれているのでしょう」

　言葉を切り。間を取り。




「────ですが、それだけですか？」




　手を広げ。挑発的に。

「皆様が召喚に応じたのは、そんな他者の勝利のためなのでしょうか？　──いいえ。他者を勝たせるだけで満足されるような方々が、異世界などという戦場を求めるわけがありません」

　首を横に振ったティファリシアは、静かに、断定的に、告げる。

「皆様が真に望まれているのは──自らがこの世で最上であると証明することなのではありませんか？」

　思い浮かべるのは、今も陰からこの会議の様子を窺うかがっているであろう《英雄》の少女。

　彼女は勝利と同等に戦い自体にこだわっていた。

　まるでそこにのみ自らの価値があるとでも言うように。

「そのために、与えられた条件、ルールに従って戦う──なるほどその姿勢は素晴らしいと思います。さすがは元の世界の歴史を動かすだけの《運命力》をお持ちの方々だと感心します。本当に、心から、つくづく────つまらない」

　まるでどこかの皮肉屋がのりうつっているかのように。

　彼女は笑う。

「与えられた条件に甘んじるのが潔さですか？　決まりきった枠組みの中で戦い、勝利することが最上の証明になると？　《英雄戦争》での勝利はなににも勝る喜びだと？」

　煽あおる以外のなにものでもない、言葉に。

「貴様はいったいなにを──」

　エドラスが戸惑いを滲にじませた言葉を挟もうとした、そのとき。




「んなわけねーだろ」




　机のど真ん中。

　シャンデリアが落とす影から現れたレイジが、肩をすくめ、ネックウォーマーで口元を隠しながら言う。

「存在証明？　《英雄戦争》？　各種族の勝利？　なにそれおいしいの？」

　目を見開く《誓約者ルーラー》や《英雄》たちを前に、究極の自由人ニートは両手を広げ。

「俺は与えられたレールを走るつもりはない。定められた規則を守るつもりもない。誰になんと言われようとやりたくないことはしないし、やりたいことだけしかしない！　俺の、俺による、俺のためのルールで俺を証明する!!」

　言い切って。

　語りかける。

「あんたらはそうじゃねーの？　馬鹿の一つ覚おぼえみたいにひたすら兵を率いて戦って。勝って負けてを繰り返して繰り返して繰り返して──それって面白い？　それが本当にあんたらの望み？」

　煽っているはずなのに。

　いつしか聞き入ってしまうような言葉で。

　自由人ニートは言う。




「ちげーだろ！　せっかく異世界なんて場所にいるんだ、この世界全部使って、もっともっと楽しいことをしようぜ！　自分ですべてを決めて、その上でこの俺が一番だと証明してやろうじゃねーか！　自分とその種族自分自身の力だけで!!」




　そうして──高らかに宣言する。







「ゆえに──【我は請う！　各種族、各《英雄》は自ら決め、自らの力のみで戦い、生きるべきであると！】」







　それは、ただの宣言。

　ただの宣言に見せかけた契約。

　うっすらと光を帯びたのはレイジだけではなかった。

　一言も発さずにいた、その場のすべての《英雄》たちが同じように契約の魔法陣に包まれる。




　──かかった。




　レイジは心の中だけで笑う。

　この世界を包み込む《大誓約魔法》という絶対法。

　その効力が同意の言葉を必要としないと知ったときから──ずっと、考えていた。

《英雄》たちを説き伏せる方法を。

《英雄戦争》を承認するのは《誓約者ルーラー》だが、実際に指揮しているのは《英雄》だ。

　つまり《英雄戦争》のシステムを変えたいと思ったのなら、《誓約者ルーラー》ではなく《英雄》たちを説得すればいい。

「──待て。今そいつはなんと言った？」

　鋭く指摘したとある種族の《誓約者ルーラー》に、他の《誓約者ルーラー》たちも気づく。

　レイジの本当の目的に。

　そのために［誓約議会オーソリテイ］という場を利用したことに。

　各種族が自らの力のみで戦うということは、他の種族の力が使えないということで。

　つまり。

「戦い、生きる？　まさか──我々に〈隷人族インフイルマ〉を解放させる契約を結ばせたのか!?」

　すべての種族は〈隷人族インフイルマ〉と隷属契約を結んでいる。

　その契約自体を無効にする契約をレイジは宣言し、少なくとも《英雄》たちがそれに同意した。

　もし今後も《英雄》を中心として《英雄戦争》を戦うのなら、彼らはあらゆる状況において〈隷人族インフイルマ〉の力を一切借りられなくなる。

　他種族が〈隷人族インフイルマ〉との隷族契約を破棄しないのであれば──その契約自体を上書きする契約を結ばせればいい。

「ま、そーゆうわけで」

　一転して気の抜けた──悪い笑みを浮かべたレイジは。

「さっさと解放してあげてねー」

　そう言うやいなや、種々様々な眼まな差ざしを向けてくる《誓約者ルーラー》、《英雄》たちを尻目に堂々と部屋から退出しようとして。

「貴様ら……後悔するなよ……魔法も使えず、なにも持たない〈隷人族インフイルマ〉と［劣血種アブセンス］ごときが──」

　エドラスからかけられた声に。

「あんたらこそ後悔するなよ？」

〈解放者〉の《英雄》は振り返り、低くつぶやく。




「《大誓約魔法》とかいうクソつまんねーもん作って勝手に縛られてる奴やつらが、なにも持っていないからこそなににでもなれる〈解放者〉とまともに戦えると思うな」




　エドラスがぐっと言葉に詰まり、レイジはティファリシアを見る。

　何者でもない彼女は、なにかである《誓約者ルーラー》たちをまっすぐ見て、静かに言った。




「文句がおありでしたら公式に文書でどうぞ。《英雄戦争》のお申し込みでもなんでも、謹んで拝はい受じゆします。もっとも──正面からお受けするかどうかはわかりませんが」




　最後に清すが々すがしい笑顔を残して。

　彼らはドアの向こうへと消えていった──。
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終章　働きません、いつまでも









　そうしてティステル城のレイジの部屋に戻り。

「あー、疲れた疲れた」

　途端にだらけてベッドに倒れ込んだレイジに。

　ティファリシアは我慢できないとばかりにつぶやいた。

「嘘うそを、つきましたね……」

「ん？　なにが？」

　しれっとしらばっくれるニートに。

　ティファリシアは叫んだ。

「こないって言ったじゃないですか！　わたし一人に任せるって!!」

　すべて。

　すべて最初から仕組まれていたのだ。

　ティファリシアの演説と、タイミングよく現れたレイジ。

　彼ならきっとあらかじめわかっていたのだろう。

　会議がどんな流れになって、ティファリシアがそこでなにを言うのかも。

　……叫んだらほっとしたのか、急に泣きたくなってきた。

　ティファリシアが懸命に涙を堪こらえていると、レイジが平然という。

「あーそれな。──ごめんね？」

「真剣さ!!」

　素で突っ込み、ついでに涙も引っ込んだティファリシアに、なにがおかしいのかニヤニヤと笑うレイジは言う。

「ま、いいじゃん。うまくいったし」

「よくないです！　それならそうとはじめから言っておいてください!!」

「はーわかってないなー……」

　やれやれと肩をすくめる仕草が最高に腹立たしい。

「演技になって不審に思われたら意味ないだろ？　敵を騙だますにはまず味方からってな」

「はっそうがゲスそのもの。さすがご主人さま」

　さりげなくそう付け加えたレウに、レイジは「お前ほんとは俺のこときらいなんじゃないの……？」と言って。

「本来ならティファがキョドって縮こまって大失敗をやらかしたところで俺様颯さつ爽そう登場、それまでのグダリを帳消しにする超絶カッコイイ演説でビシっと決めるつもりだったんだけどなー」

「それになんの意味があるんですか……」

「印象的な演出になるだろ？」

「──は？」

　演出？

　疑問を抱くティファリシアに、レイジはさらりと続ける。

「人間は中身すっかすかの言葉でもその場の空気というものにとてつもなく影響を受ける。一瞬でも考え直せばおかしいと気づくことでも、な。裏を返せば、ほんの一瞬騙だますのに演出は最高の役割を果たすわけだ。──さて、その貴重な一瞬でなにができる？」

　悪巧みをするとき独特の笑み。

　その見慣れた笑みを見ると同時に、ティファリシアは反射的に答えていた。

「《大誓約魔法》の下での契約……！」

　その下での契約に永続的な同意は必要ない。契約を結ぶ瞬間だけでも『そうだ』と思わせれば、それで事足りる。

　そのために、レイジはより印象的な演出を考えていた──。

「では、わたしは……あなたの計画を狂わせていたということですか」

「そうだな。俺からすれば予想外に最高の結果だった」

「え？」

「まあそれはそれとして。いやー、まさか全種族の《誓約者ルーラー》がいるところで、あそこまで啖たん呵かがきれるとはなー」

　にやにやと笑うレイジに、ティファリシアは自分がなにをしたのか反はん芻すうする。

　そうして考えてみれば──とんでもないことを言ってのけていたのではないだろうか？

　あの場には〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》もいたというのに。

「うぅ……今さらながら恥ずかしくなってきました」

　頭を抱えるティファリシアは、あらためて思う。

　少なくとも以前の自分ならあんなことは絶対にしない──。

　そこまで考えて。

　気づく。

　──以前の自分ならしないことを、した？

　それは、つまり──成長できている？




　──あなたの力を──いえ、その技術をわたしに教えてください！




　かつてティファリシアがレイジという《英雄》に願ったこと。

　その願いを。

　叶かなえてくれている──？

　ティファリシアがそう思ったそのとき。

　当の本人は、ベッドに寝転がったまま気だるげにつぶやいた。

「まー〈隷人族インフイルマ〉も解放したし、あとはどうにでもなるな。よし、力一杯休もう」

　……前ぜん言げん撤てつ回かい。

　気のせいだ。

　この《英雄》はあくまで自分の思うままに行動しているだけで、その結果としてたまたまティファリシアのためになっただけ。

　……それでも十分に助かったけれど。

　ため息をついたティファリシアは、気合いを入れ直すようにレイジをにらみつける。

「まだなにも終わっていません！　《英雄》としての役割を果たしてください！」

　言うだけじゃなく、実際にベッドのレイジに手を伸ばしたティファリシアに。

「……ふーん？　じゃ、【勝負】で決めるか。《英雄》としての役割を果たすかどうか」

　レイジはにやりと笑い、挑戦的に唇をつり上げる。

　その言葉に、ティファリシアは即座に「望むところです！」と答えそうになるのをこらえて。




「…………条件によります」




　慎重にそう告げたティファリシアに。

　レイジは目を見開く。







　──この世界は、最高だ







　魔法に《英雄》、そして。

　目の前の少女を見つめたレイジは、ゆっくりと体を起こし。

「なら、その条件から決めていこうか──」

　最高に楽しい教え子の存在に、心からの笑みを浮かべた。


〈了〉









あとがき




　本書をお手にとっていただき、まことにありがとうございます。飼うより飼われたい！　刈かり野のミカタです。

　さて、今作は異世界で主人公が好き放題やる話です。ニートを自称する彼が召喚主であるエルフのお姫さまを逆に従え、飼い主のようになってそれはもう好き放題やります。

　書いてて非常に楽しかったです（満面の笑み）。でも飼うより飼われるほうが好きです！

　飼うといえば、最近猫を飼い始めました。ペットショップで一目惚れでした。

　もう、可愛かわいくて可愛くて食べちゃいたいくらいなんですが、かなり人懐こい性格らしく、一日中構って構ってうるさい上、「お前本当にペットショップ出身のお嬢か!?」とツッコミを入れたくなるくらい食い意地が張っていまして、特にご飯の時間になるとそれはもう全生命力をかけて訴うつたえてくるんですね。

　おかげで、最近は猫のご飯の時間を中心に生活が回っています。

　猫が朝ご飯だよと激しく起こしてくるので起き、猫が夕ご飯だよ早く用意しろやと全力でこちらの作業を邪魔してくるのを目安に自分の夕飯を作る……。

　朝夕のご飯が決まった時間になりますと、自然と一日のサイクルも決まってきますね。

　また、必死にご飯にがっついてる姿を見ていると、「この子の食い扶ぶ持ちを稼がなきゃな」と、仕事に熱も入るようになります。毎日猫と遊ぶ時間を決めることで生活にメリハリが出て、きちんと予定を立てるようになり、以前より計画的に行動するように──あれ？

　もしかして……飼われてる？
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　またお会いできますように！
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